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翻訳免責事項 
 

当ドキュメントはもともと英語で書かれており、Tigermeeting製品、その機能、使用方法について包

括的かつ正確な情報を提供しています。 

 

グローバルなオーディエンスに対応するため、先進的で自動化された AIツールや商業翻訳サービ

スを活用して他言語のバージョンを作成しています。  

 

正確さを保つために最善を尽くしても、翻訳やテキストのフォーマットに誤りが時折発生することがあ

ります。 

 

これらの誤差には以下が含まれますが、これに限定されません: 

• 誤訳:特定の専門用語やフレーズは他の言語に完全に翻訳できない可能性があり、誤解の原

因となることがあります。 

• フォーマットの問題:翻訳文書のレイアウト、スタイル、構成が元の文書と完全に一致していな

い場合があり、読みやすさに懸念が生じます。 

• 文化的なニュアンス:原文における微妙な文化的言及や慣用表現は、翻訳版では十分に捉え

られていない場合があります。 

 

ご不便をおかけし申し上げ、翻訳の質向上に努める中でご理解いただければ幸いです。  

 

皆様のフィードバックは私たちにとって非常に貴重です。 

もしこの文書を公開されていない言語でご希望の場合はお知らせください。  

また、問題や不正確な点に遭遇した場合は、ご確認いただくか、Tigermeeting カスタマーサービス

にご報告いただくか、どうぞ遠慮なくご連絡ください。support@tigermeeting.app 

 

ご理解とご協力に感謝いたします。 
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ネットワーク要件概要 

重要:詳細は章「タイガーミーティングの建築コンセプト」をご覧ください 

 

Tigermeetingアプリケーションは分散データベースアーキテクチャと独自のハイウォーターマーク同

期技術に基づいており、オンプレミスの中央データベースや外部クラウドデータベースを使わずに動

作しますが、特定のネットワーク要件を設定するために、デバイス間のフローレスな通信を必要とし

ます。 

 

TIGER ミーティングネットワーク要件: 

 

• ブロードキャストリクエストはネットワークセグメント間および間で有効化する必要がありま

す(リモート管理を使用する場合は VPN経由でも望ましいです) 

• UDPポート:6024、6025、6030、6031はネットワークセグメントで有効化する必要が

あります。 

• 管理者>デバイス、デバイス>デバイス、デバイス>管理者間の通信では、ネットワーク上

で TCPポート 6026が有効化されている必要があります。 

• Google Workspace、Microsoft365、Exchange Online、Lark/Feishu、または

CalDAVや iCal ファイルの外部 URLなどの外部オンラインを利用している場合、これら

のリソースへの通信はファイアウォール経由で許可される必要があります。 

• Tigermeeting Cloudへのオープン通信は、TCPポート 443経由のもの 

tigermeeting.app 以下の機能にのみ必要です。 

• 管理者アプリ:管理者ログイン 

• 管理者アプリ:パスワードリセットを忘れました 

• 管理アプリ:分析を表示 

• 管理者アプリ:管理者ログを見る 

• 管理アプリ:予約テーマの選択と設定 

• 管理アプリ:概要マップエディター 

• 管理アプリ:ファイルサービス操作 

• 管理アプリ:AI ドキュメントアシスタント 

• デバイスズ気象サービス 

• デバイスの NFC検証サービス(Tiger クラウド上でホストされている場合) 

• デバイスのイベントログ(分析機能が有効の場合) 

• 管理者とデバイスの両方:テーマとバックグラウンドの更新 

• 管理者とデバイスの両方:概要マップ 

• 管理者とデバイスの両方:新しいソフトウェアアップグレードチェック 

• 管理者とデバイスの両方:新しいファームウェアアップグレードチェック 

 

詳細は GDPR声明をご覧ください。 
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ネットワーク要件が満たされない場合、Tigermeingアプリケーションが正常に機能しなくなる可能性

があり、多くの場合、以下のような問題が生じます。 

• 管理者ログイン中の「ネットワーク通信エラー」 

• 管理者アプリの自動発見時にネットワーク上でデバイスが検出されません。  

• デバイスは選択したテーマに変更できません。 



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 16    
 

はじめに 
 

Tigermeetingは、会議室管理、デジタルサイネージ、アクセス制御における最先端のオンプレミ

スソリューションであり、完全分散型、サーバーレス、極めて高いスケーラビリティを追求して構築

されています。 

エンタープライズレベルの信頼性を重視して設計されており、隠れたコストやクラウド依存のない

永続的なライセンスモデルを提供します。 

  

どうすればこれを実現できるのでしょうか?答えは簡単です。私たちはお客様の声に耳を傾けま

す。 

私たちは技術を所有しています。業界をよく知っています。私たちは自分たちの仕事に情熱を持

っています。 

お客様のニーズを考慮します。それに応じて製品とサービスのロードマップを調整します。 

一貫したブルーオーシャン戦略と市場への注力は、顧客と競合他社の両方から尊敬を集めまし

た。 

 

私たちの製品は、学校、大学、オフィス、組織に対して、シンプルで機能的、効率的かつ信頼性

の高い会議室管理ソリューションを提供しており、世界中で高く評価されていることを確信してい

ます。 

 

主な特徴 
 

製品の機能は完璧に緻密に作られており、革新的で手頃な価格の会議室管理製品を提供する

という真摯な目標に基づいています。独自で独創的なデザインで、巨大な市場需要と高価で高

級な競合とのギャップを埋めています。 

 

• 中央管理 – すべてのデバイスに時間を無駄にする必要がありません。すべての設定、

設定、アップデートは管理者アプリを通じてデバイスに集中的に送信できます。  

• シンプルさ - フロントエンド設計ではユーザー体験を最優先に考えました。操作が簡単

であればあるほど、より多く使われます。 

• 柔軟性 - 異なる環境や混合環境でも同じソリューションを使いましょう。オフィスでは会

議室を予約し、学校では教室の時間割を表示し、必要に応じてテーブルや机、キャビネ

ットを予約してください。環境や目的に最適な異なるデバイスを自由に使いましょう。成

長に合わせてスケールアップしましょう。  

• セキュリティ - このソリューションは外部データストアを必要としない独自のハイウォータ

ーマーク分散型データベース技術で動作します。すべてのデータは組織の LAN内に収

まります。 

• 自動化 - 私たちの独自の主要機能の一つです。ユーザーはいつでも利用可能な部屋

を見つけることができます。オンラインカレンダーや画面上で会議の予約をしてください

。 

• ローカリゼーション - 画面でご自身の言語を使用可能です。40以上の言語をサポート

しており、新しい言語もソフトウェアのアップグレードなしで簡単に追加可能です。   

• 互換性 - 今日の相互接続された世界では、顧客のインフラを尊重する必要があります

。そのため、オンプレミスの Exchange Server、Exchange Online、Microsoft 365、
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Google Workspace、Google Calendar、Lark Suite、Feishu、CalDAV、iCalendar

など、主要なカレンダーアプリケーションすべてをサポートしており、世界中の最もネット

ワーク化されたルーム予約エコシステムに容易に適合しています。   

• アナリティクス - 会社の会議文化、人々の習慣、ハードウェアの使用状況や健康状態を

垣間見ることができます。  

• カスタマイズ - 画面の見た目や感触を変える。自分だけのものにする。ロゴや背景をす

べてのテーマで変えて、スクリーンをオフィス環境に合わせる。  

• 独自の特徴 - 市場にあるすべての会議室予約システムはその役割を果たしています

が、違いは革新的で独自の特徴にあり、Tigermeetingが競争の先端を発揮していま

す。   

• 無料アップデート - 製品が進化し、新機能が追加され、バグが修正される中で、すべて

の顧客が環境を最新製品リリースにアップグレードする資格があり、永続的なライセン

スモデルが適用されます。これは生涯にわたる手間なくアップデートと製品サポートを意

味します。 

• 総所有コスト - Tigermeetingの永続ライセンスモデルと価格戦略により、

Tigermeetingスイートは市場で最もコスト効率の良い会議室ソリューションの一つとな

り、最低の TCOを実現しました。 
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TigerMeeting 製品 
 

タイガーミーティング予約画面 
 

この製品は、6 インチから 15 インチの画面サイズの Androidデバイスで動作するよう設計されて

おり、会議室、教室、会議ホールなどの前の壁に設置され、部屋名、進行中の会議状況、会議情報

、今後の会議スケジュール、企業動画の再生、そして付随する企業のオンラインカレンダーと同期し

た直接の画面上会議予約機能を提供します。 

同じ機器は、3〜6 インチの画面サイズのマイクロデバイスに、オフィスデスクや学校のキャビネット

に取り付けられ、リソースの利用状況を示し、画面上の予約機能を提供します。 

それは次のように振る舞います。 緊急時のための火災報知器。 

 

 
 

予約画面の外観は、管理アプリを通じて異なるテーマを適用することで簡単にカスタマイズできます 
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タイガーミーティング概要画面 
 

この製品は、会社全体の会議室の状況をリアルタイムかつ包括的に把握するよう設計されており、

主に公共スペースに設置された巨大な Androidオペレーティングシステム搭載のスクリーンで使用

されます。 

会議室の名前、スケジュール、状況を直感的なタイムラインで表示し、テレビの EPGや地図に似て

います。また、温度、湿度、部屋の大きさ、画面上の相対位置(左、右、2階など)も表示します。 

概要画面も独自の火災報知機能の一部です。 

 

 
 

Tigermeeting管理アプリ 
 

Adminアプリはマルチプラットフォームのウェブベースの管理アプリケーションで、TigerMeeting

のインフラ全体を簡単で直感的かつ効率的かつ安全な方法で設定、更新、管理します。 

このツールはトラブルシューティング、ネットワークバックアップ・リストアメンテナンス、ログ取得、外

部 BIツールにエクスポート可能な有用な分析データの提示にも使われます。 
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管理者アプリは、Windows、MacOS、Linuxのオペレーティングシステム向けのインストーラーが

提供されている、node.jsプラットフォームに依存しないアプリケーションです。 

 

この文書では、この製品について詳しく説明しています。 
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管理者アプリの目的は何ですか? 
 

最高の稼働時間とセキュリティを確保するために、Tigermeetingアプリケーションの運用は分散デ

ータベースアーキテクチャと独自のハイウォーターマーク同期技術に基づいています。 

 

つまり、すべてのデバイスが最新の情報を把握し、中央集権型のデータストアや外部クラウド環境

、あるいは最終的なローカルダウンに依存せず、ユーザーに正しい情報を伝えることが可能となり

ます。 

 
...管理アプリである中央管理コンソールでさえ、管理者のローカルコンピュータにはデータを保存し

ません。代わりに、起動すると管理者アプリは分散データベースの有機的な一部となり、予約画面

と概要画面間でローカルネットワークセグメント間で絶えず共有されます。 

 

Adminアプリの機能は明確にするために、基本的には以下の通りです: 

 

• ネットワーク上のデバイスを発見します 

• デバイスの構成を取得します 

• デバイスの設定を変更し、管理します 

• 新しい構成をデバイスに押し戻します 

 

デバイスは次の管理者設定セッションまで完全に独立して動作し続けます(そのセッションは将来的

に行われるかもしれません)。 

 

したがって、サーバー上で常に稼働している Adminアプリは不要であり、Adminアプリはステート

レスです。情報を保存せず、外部クラウドサーバーも必要ありません。 

Tigermeetingでは、この技術が独立したモジュール型アプリケーションエコシステムにとって最良

で自立的なソリューションであると信じています。 
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どうやって始めればいい?どこから始めればいい? 
 

その旅は、デモライセンスの作成を依頼するか、ホームページから取得するか、メールで 

https://tigermeeting.app/en/contact に送信できる購入ライセンスの申請から始まります 

info@tigermeeting.app  

 

進行するためには、タイガーミーティングには以下の情報が必要です。 

 

• 会社名 — ライセンスを保有する主体 

• 管理者ユーザー名 – メールコミュニケーションのパーソナライズ専用です。 

• 管理者ユーザーのメールアドレス – 管理者アプリでの認証に使用されます 

 

希望されたライセンスを持つ会社が作成されると、管理者ユーザーには Tigermetingアプリケーショ

ンの使い方、やるべきこと、使い方に関する指示がメールで届きます。 

このメールがまだ届いていない場合は、迷惑メールやプロモーションフォルダを必ずご確認ください。 

 

指示が書かれた郵便物は、次のような例になります。 

 

  

  

 

 

  

親愛なる{{first_name}}へ! 
  

あなたの会社は登録されています 
  

ようこそ タイガーミーティング - 永久ライセンスモデルを備えた手頃な価格のハイ

エンドカレンダーソリューション。 
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これは、あなたの会議体験を新たなレベルに引き上げる、御社のミーティング強化

プロセスのごく始まりです。 

 

Tigermeeting ソリューションは、市場で最も先進的な会議室管理製品の一つで

す。 

 

まずは、以下の簡単な手順に従ってください。 

 

1. 管理者アプリをダウンロードしてください 

https://tigermeeting.app/en/downloads 

 

2.管理者アプリケーションをインストールして起動します(システムから求められた

場合はファイアウォール経由でネットワークアクセスを許可してください) 

 

3. 以下の認証情報を使って Tigermeeting管理者アプリにログインしてください

。 

ご注意ください、あなたの管理者アカウントはすでに作成されています。直接ログイ

ンできますので、登録は不要です。 

あなたの固有の会社コードは、追加の管理者ユーザーの登録時に使用されます。 

ただし、新規登録はライセンスプールを共有するため、この情報は機密にしてくだ

さい。 

 

4. Adminアプリから Tigermeeting Android APKをダウンロードしてください 

 

5. APKは Androidデバイスにインストールしてください(USB、Bluetooth転送

などで...またはデバイス上で利用可能な場合は Google Play、Amazon 

Appstore、HUAWEI AppGallery、SAMSUNG Galaxy Store、ONEストア、

Xiaomi GetApps、その他の Androidバージョン 5.0以降のデバイス向けにイ

ンストール可能です) 

 

6. Androidデバイスではモバイルネットワークを切り、Wi-Fiかイーサネットをオ

ンにしてください。 

 

7. Tigermeeting APK と Adminアプリが同じネットワークセグメント上にあるデ

バイスが同じネットワークセグメント上にある場合、デバイスは自動的に検出され

ます。 

 

8. ライセンスをデバイス間で配布しましょう。 

 

9. Tigermeeting管理アプリを使ってカレンダー、テーマ、言語、デバイスの動作

を設定できます 

 

スムーズに始めるには、以下のマニュアルを読んでください 

https://tigermeeting.app/en/downloads 
  

名前:{{first_name}} 

姓:{{last_name}} 

メール:{{email}} 

パスワード:{{password}} 
  

ライセンスを共有したい場合や、他の管理者ユーザーに登録させたい場合は、  

会社コード:{{code}} 
  



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 24    
 

  

  

スウェーデンの企業で、高級な会議管理とカレンダー製品を手頃な価格のレベル

に引き上げています。ご質問があれば、ぜひお問い合わせください。 

 

TigerMeetingのサポートは、会議室を一気に整えるのに役立ちます: 

support@tigermeeting.app 
  

  

 
 

  
 

 

 

それだけだ。  

 

管理者は指示に従うだけです。 

 

それ以上に複雑な話ではありません。 

 

TigerMeetingは意図的に非常にシンプルで理解しやすく、ユーザーの視点から直感的に保たれ

ています。複雑で高度な技術を使いやすい表面の裏に隠すことが、広く受け入れられるデザインと

世界中で成功するビジネス戦略の鍵であることが証明されています。 

 

確かに課題はありますが、このマニュアルの目的は、管理者ユーザーがほとんどの障害を簡単で

技術的すぎず、人間らしい語り口で乗り越える案内をすることです。 

 

Tigermeetingのカスタマーサポートも常に対応しており、会議室や教室を一新するお手伝いをい

たします。 
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Tigermeeting Admin インストール 
 

Tigermeeting管理アプリケーションは、マルチプラットフォームのウェブベースの管理アプリケー

ションであり、Tigermeetingのインフラ全体を簡単で直感的かつ効率的かつ安全な方法で設定、

更新、管理します。Windows、MacOS、Linuxプラットフォーム向けのインストーラーが利用可能
です。 

 

Windowsに Tigermeeting管理者をインストールする 

 
設置手順に従ってください: 

 

▪ タイガーミーティングのウェブサイトへ
:https://tigermeeting.app/en/downloads 

▪  Tigermeeting管理アプリケーションをダウンロードしてください。  
インストーラーを管理者として実行してください。 

 

 

 

Tigermeeting Adminは署名済みアプリケーションですが、もし拒否された場合は、認識さ

れていないアプリケーションのインストールを許可してください。 

 

 
 

マニュアル 
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選択したユーザーでインストールを続け、「次へ」ボタンを押してください。 
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スマートアウェアネス CRM - ユーザー

マニュアル 

 
 

希望する設置場所を選択し、「インストール」ボタンを押します。 

 

 

 

設置後に「ラン・タイガーミーティングルーム」を確認すると、 
 

Tigermeeting管理者アプリケーションが開かれました。 

インストールウィザードを完了してください。Publisher 6を許可してください  
  

Tigermeeting管理アプリケーションでコンピューター上で 6の変更を行います。( ええと)  

 

 
 

 

 
 

ウイルススキャンが終わるまで待つか、スキャンを中止してください。 
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注意:TigerMeetingは認証済みの証明書を持つ署名済みアプリケーションです。Tigermeeting 

ABの証明書を受け入れてください  

             
 

      
ライセンス契約を読んで同意し、ネットワークへのアクセスを許可してください。 

指導ビデオ: 

https://www.youtube.com/watch?v=sB8ea-VrYz8 

http://www.youtube.com/watch?v=sB8ea-VrYz8


Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 29    
 

 

Linuxでの Tigermeeting管理者のインストール 
 

Tigermeeting Admin Application インストーラーは、Linux オペレーティングシステム向け

に 3つのフォーマットで提供されています。 

• RPM - Redhat Package Manager – RedHat、Fedora、SuSE など用です。 

• DEB – Debian ソフトウェアパッケージ – Debian、Ubuntu、Kaliなど向け 

• AppImage - Linux向けのポータブルソフトウェアパッケージで、アプリケーションと異

なる Linuxディストリビューションで動作するために必要なすべての要素が含まれて

います。 

 

RPMパッケージ 

端末を開き、.rpm ファイルの場所へ移動します。 

スーパーユーザー権限で以下のコマンドを実行します: 

$sudo rpm -ivh filename.rpm 

 

デスクトップまたはコマンドラインからアプリケーションを起動してください: 

 

$/usr/bin/tigermeetingroom 

 

DEBパッケージ 

端末を開き、.deb ファイルの場所へ移動します。 

スーパーユーザー権限で以下のコマンドを実行します: 

$sudo DPKG -i package_file.deb 

 

デスクトップまたはコマンドラインからアプリケーションを起動してください: 

 

$/usr/bin/tigermeetingroom 

 

AppImageファイル 

ターミナルを開き、AppImage ファイルの場所をナビゲートします。  

appImage ファイルを chmod +x ファイル名コマンドで実行可能にしてください  。 

 

./filename コマンドで AppImage実行ファイルを実行します  。 

 

注意:Tigermeeting管理アプリはグラフィカルなアプリケーションです。  

インストールはターミナルやコマンドラインから行うことができますが、実行には機能する Xの

Windows環境が必要です。 
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BSDバリアントに Tigermeeting管理者をインストールする方法 
 

Tigermeeting管理アプリのような Node.js Electronアプリケーション向けの BSD実行ファイルの

作成は公式にはサポートされていません。Electron Builderは主にWindows、macOS、Linuxに

対応しており、FreeBSDやその他の BSDバリアントは対象プラットフォームとしてリストされていま

せん。 

 

しかし、Linux互換層を使って一部の BSD環境で Tigermeeting管理アプリを動かす回避策もあ

ります。  

FreeBSDには Linux互換層があり、通常の Linuxバイナリを実行できます。 

NetBSD と Dragonfly BSDは Linuxバイナリのサポートに非常に似たアプローチを採用していま

す。 
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スマートアウェアネス CRM - ユーザーマニュアル 

スマートアウェアネス CRM - ユーザー

マニュアル 

 

Tigermeeting管理アプリケーションの MacOSインストール 

設置手順に従ってください: 

 

タイガーミーティングのウェブサイトにアクセスしてください 
https://tigermeeting.app/en/downloads 

Tigermeeting管理アプリケーションをダウンロードしてください。 

インストーラーを実行し、検証後に「Tigermeetingroom」を「Applications」にドラッ

グ&ドロップします。 

 

 
 

 

 
 

Tigermeeting管理アプリケーションを実行してください。必要に応じてセキュリティ設定を変

更してください(アプリケーションは Tigermeeting AB – 認証済み Apple開発者) 

Tigermeeting管理アプリケーション - ユーザーマニュアル 
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注意: インストーラーのスプラッシュイメージはリリース間で変更される場合があります。管理

者アプリをインストールするには、Tigerアイコンを Applications フォルダにドラッグしてくださ

い。すでにアプリケーションが存在する場合は(アップグレードの場合)、上書きすることをお勧

めします。  

 

設置前に利用規約を受け入れてください。 

 

もし古いバージョンがあれば、アプリケーションを交換してください。 

  アプリを開く  

指導ビデオ: 

https://www.youtube.com/watch?v=MvmDbgB7dnk 
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ユーザーログイン 

Tigermeeting管理アプリケーションは登録ユーザーのみが利用できます。ユーザーは正
しいメールアドレスとパスワードでログインできます。 

 
 

 

 

ログインフォームには主に 3つの要素があります: 
 

ロゴ: いつ カチッ オン ロゴ、 ブラウザ は 開業 および

 https://tigermeeting.app/ へリダイレクト 

ログインと登録:ユーザーログインと登録機能を切り替えられます。メールアドレスと

パスワード:Tigermeeting管理アプリケーションは登録ユーザーのみが使用可能で
す。 

システムにログイン:有効なユーザー名とパスワードで手続きを進めることができます。 
 
 

注意: 最初の管理者アカウントは Tigermeetingのカスタマーサービスによって作成され、

認証情報は管理者にメールで送信されます。  

登録は不要です。直接ログインしてください。
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ユーザー登録 

Tigermeetingの管理者登録は共有された「会社コード」で行うことができます。これにより、管理
者ユーザー作成機能が既存の別の管理者ユーザーに置き換えられます。 

 
 

 

 

登録フォームには主に 3つの要素があります: 
 

ログインと登録:ユーザーログインと登録機能を切り替えます。 

ユーザーパラメータ:すべての項目は必須で、登録を完了するために記入する必要がありま
す。 

•  企業コード:企業コードはデバイス間で配布できるライセンスの数を決定します
。企業コードはメールで送信されます。  

• パスワード:ユーザーのパスワードは最低 8文字を含めなければなりません。 

 

レジスタ:すべてのフィールドに有効なデータが入力されると、レジストレーションが完了します
。 
 

注意: お客様の固有の会社コードは、追加の管理者ユーザーの登録時に使用されますが、

新規登録は組織のライセンスプールを共有するため、この情報は機密に保ってください。 
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メニュー構成 
 

 

管理アプリケーションの主な機能は 3つの主要なカテゴリに分類されています。 
 

ロゴ:ロゴをクリックするとブラウザが開かれ、https://tigermeeting.app/ にリダイ
レクトされます 
 

ネットワーク:デバイスの状態を監視でき、パラメータも変更可能です。 

設定:ライセンス、カレンダー添付、デタッチメント、ルーム管理、管理者ユーザー設定
を変更可能です。 

 

アナリティクス:デバイスの予約、デバイスの概要、管理者、企業の管理などにデバイ
ス分析を読み込むことができます。 
 

管理者ログ:ログイン、ログアウト、デバイス同期などのユーザーイベントが記録・表
示されます。 
 

テーマ:テーマ設定はすべてのデバイスでテーマおよび背景操作を可能にします  

 

ファイルストア:組織のファイルストア管理 

 

ウィザード:ユーザーはステップバイステップのウィザードでデバイスの設定をサポー

トします。(主に管理者アプリケーションを初めて使用したときに使われます) 

 

概要:Tigermeeting管理アプリケーションに関する情報、プライバシーポリシー、利
用規約、クッキーポリシー、オープンソースライセンス。 
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ネットワーク 

ネットワークパネルでは、デバイスの状態を監視し、部屋やライセンスの取り付け、切断、
その他の重要なパラメータを編集できます。ネットワークは常にデバイスのスキャンが行
われます。 

 

 

ネットワークの特徴: 
 

ユーザー設定: 

• 現在ユーザー:ユーザーのメールアドレスに現在ログインしています。 

• ユーザー設定:現在ログインしているユーザーのデータを開いて編集できます。(

リダイレクト:設定、管理者ユーザー、ユーザー編集) 

• ログアウト:セッションを終了し、Tigermeeting管理者アプリケーションからログアウ

トします。ユーザーは 5分間の非アクティブになると自動的にログアウトされます。 

システム設定: 

• バージョン番号:Tigermeeting管理者アプリケーションの現行バージョン。 

•  デバイスロゴの設定:ロゴは Tigermeeting管理アプリケーションにアップロード
でき、同期後はアップロードされたロゴのサイズがリサイズされ、接続されたデバ
イスでは 300x130px フォーマットが使用されます。  

• 管理者ログをダウンロード:Tigermeeting管理者アプリケーションのログをエクス
ポートします。エラー追跡に使用されます。 

 

 
ネットワークリセット:管理アプリケーションおよび接続されたすべてのデバイス
をデフォルト設定にリセットします。カレンダー、部屋、ルームリストはデバイス
設定を分離し、デフォルトに戻します。(デバイスの予約、オーバービューデバイ

ス、管理アプリケーション)バックアップネットワーク:予約のバックアップ、デバイ

スの概要(接続された部屋、デバイス設定など)、Tigermeetingの管理アプリケ

ーション設定(オンラインカレンダー、部屋など)。ネットワーク設定のバックアッ

プには 2つのオプションがあります: 
オンラインでバックアップ
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を保存する。ファイルに
バックアップを保存する
。 

ネットワークを復元:予約や概要デバイス(接続された部屋、デバイス設定など)

、Tigermeeting管理アプリケーション(オンラインカレンダー、部屋など)のバッ
クアップ済み設定を復元します。 

オンラインバックアップから復元。保存
したバックアップファイルから復元。 

 

  
 

Androidアプリをダウンロード:Tigermeetingの Androidアプリの APK ファイル

(4+または 5+の Android予約またはオーバービューデバイス)をダウンロードし、設
定スクリプトを希望の宛先に交換してください。また、新しい管理者アップデートはこ
ちらからダウンロード可能です。 
火災報知器:火災報知器を作動させるには、「アクティベート」ボタンを 3秒間押し続

けます。作動(同期)後、すべての機器(予約画面と概要画面)が点滅し、火災報知器
の音が流れます。 
 

 
 

デバイス追加:Tigermeeting管理アプリケーションで検出されていない IPアドレスのデバイ
スを追加します。これは、デバイスが別のサブネットワークにある場合に使用されます。 
変更の同期:デバイスのプロパティ(部屋、ライセンスの接続・切断、パラメータの変更

(容量、部屋情報、開室時間など)が変更された場合、すべてのデバイスに同期しな
ければ効果が発揮されません。すべてのデバイスが切断されている場合、同期は許
可されません。 
デバイスを更新:接続されたすべてのデバイスのソフトウェアバージョンを更新してくだ
さい。  
デバイスフィルター: 

•  全員:すべてのデバイスはフィルターなしでリストアップされています。  

• 無料デバイス:部屋のないデバイスがリストアップされています。 

•  接続済み:ステータスが「接続済み」のデバイスが一覧表示されます。 

• 切断:状態が「切断中」のデバイスが一覧表示されます。 

デバイス数:1ページあたりに表示されるデバイス数。 

発見されたデバイス:ネットワーク上で検出されたすべてのデバイスが表示されます。

ネットワークは 30秒ごとにスキャンされます。 



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 38    
 

• 数字( )は Androidオペレーティングシステムのバージョンを示します。 
デバイス数:デバイスフィルターでフィルタリングされたデバイス数の合計数。(全て、フリー、接

続済み、切断済み) 

ソフトウェア更新:選択したデバイスのソフトウェアバージョンを更新してください。 

選択したデバイスのファームウェアを更新する:デバイスのファームウェアを更新して
ください。数分かかりますが、ファームウェアの更新時にデバイスの電源を切らない
でください。 
行動: 

• デバイスプロパティ:選択したデバイスのプロパティを編集します。

デバイスを再起動:選択したデバイスを再起動します。 

• ログをダウンロード:デバイスをエクスポートして .json ファイルにログインします。

json ファイル。デバイスが接続されているときのみ表示されます。エラー追跡に
使用されます。 

• スクリーンショットを見る:デバイスからスクリーンショットが撮られています。 

• デバイス削除:管理者アプリケーションから切断されたデバイスを削除します。デ
バイスが切断されたときのみ表示されます。 

• メンテナンスモード:デバイスをメンテナンスモードに設定します。 

• コマンドを投稿:ベンダー固有の API メッセージをデバイスに送信します。 
 

Tigermeetingはデバイスに依存しず、特に広く知られているブランドの Androidデバイスをサポ

ートすることを目指しているため、ネットワークリストに異なる画面アイコンが表示され、異なるデバ

イスブランドをグループ化し簡単に識別するのに役立ちます。 

 

デバイスアイコンの例: 

 

                                 
 

                                 
 

                                 
 

アイコンの上にマウスポインターを合わせると、デバイスのモデルが表示されます。  

 
 

注: Tigermeeting管理者はデバイスの設定時に管理時間の大部分をネットワークビューで過ごす

ため、Tigermeetingはこの機能の改善とカスタマイズに非常に熱心です。お客様のご提案を大歓

迎します。 
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予約機器のプロパティ:部屋の接続前 
 

 

 

 
 

 

デバイス特性: 
 

デバイスの部屋:現在接続されている部屋の名前。 

予約デバイス情報:選択したデバイスの IPアドレスとMACアドレスが表示されます

。ライセンスステータス:選択したデバイスに紐づくライセンスの種類。(ライセンスな

しまたはライセンス済み(予約画面ライセンスのみを添付可能です)) 

デタッチライセンス:現在のライセンスを切り離します。デタッチメント後、選択したデバイスは
「免許なし」に戻されます。デタッチドライセンスは再度アタッチ可能です。 
デバイス状態:選択したデバイスのステータス。(接続中または切断中) 

ソフトウェアバージョン:選択したデバイスの現在のバージョンが表示されます。 

ファームウェアバージョン:選択したデバイスの現在のファームウェアバージョンが表

示されます。新しい部屋を作成する:デバイスにライセンスがない場合、選択したデバ

イスに部屋を接続することはできません。新しい部屋の名前がアタッチメント(11)の
後に追加されると、その部屋が作成され、選択したデバイスに接続されます。 
アタッチャブルルームリスト:以前に作成された部屋があれば、リストから選択して選
択したデバイスに取り付けることができます。 
クローズ:アクションをキャンセルし、すべてのパラメータが前の状態にリセッ

トされます。部屋を接続:選択したデバイスに部屋を接続します。 
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予約機器の特性:部屋の取り付け後 

デバイスのプロパティは、基本プロパティ、ブッキングプロパティ、アドバンストプロパティに分けられます。 

 

基本特性 

 

 
 

基本特性: 
 

デバイスの部屋:現在接続されている部屋の名前。 
「設定」メニュー、「部屋」タブ、「部屋プロパティの編集」、「表示名」に部屋エイ
リアスがない場合、元の部屋名が表示されます。エイリアスが追加されると、元
の名前の代わりに表示されます。 

 
 

添付された部屋名を編集:添付された部屋の名前は編集可能です。設定を保存する

と名前が変更されます。Local、iCalendar、または Google カレンダーが接続されて
いる場合にのみ部屋名を編集できます。インポートした部屋の名前は、
Tigermeeting管理アプリケーション(Microsoft365、Exchange、Google 

Workspace、Lark/Feishu)でオンラインカレンダーの管理パネルでのみ編集できま
せん。 
デバイス情報:選択したデバイスの IPアドレスとMACアドレスが表示されます。 
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ライセンスステータス:選択したデバイスに現在付与されているライセンスの種類。(ラ

イセンスなしまたはライセンスあり(予約画面ライセンスのみを添付可能)) 

デタッチライセンス:現在のライセンスを切り離します。デタッチメント後、選択したデバイスは
「免許なし」に戻されます。デタッチドライセンスは再度アタッチ可能です 
デバイスステータス:選択したデバイスのステータス。(接続または切断)ソフトウェアバ

ージョン:選択したデバイスの現在のバージョンが表示されます。 

ファームウェアバージョン:選択したデバイスの現在のファームウェアバージョンが表

示されます。部屋を切り離す:現在接続されている部屋を選択したデバイスから切り
離します。部屋が切り離されると、同期後にデフォルトの「会議室」が使用されます。 
基本、予約、高度なプロパティ:選択すると、基本、予約、高度なパラメータが表示さ
れます。 
基本パラメータ: 

• 時計表示:デバイスの時計表示を変更する。(24時間または 12時間の形式)。 

• デバイス言語:デバイス上のテキストは選択した言語で表示されます。デフォルト
言語は英語です。 

• カレンダーサービス:ローカルまたはオンラインカレンダーの接続が可能です。オ
ンラインカレンダーが接続されている場合、デバイスはオンラインルームのみを
使用できます。オンラインカレンダーが接続されていない場合はローカルルーム
のみを利用できます。 

• 収容人数:付属部屋の収容人数。 

• 部屋情報:部屋情報はデバイスの「利用可能な部屋」に表示されます。詳細は「設
定、部屋タブ」にあります。 

• 表示名:Aliasが使用され、部屋名として表示されます。追加されない場合は、
部屋の元の名前が使われます。 

オープンタイム: 

•  日:デバイスは選ばれた日の予約を行います。  

• 時間:デバイスは設定された時間の間に予約を取ります。 

設定の分布: 

• すべてのデバイスに設定:チェックしたパラメータはすべてのデバイスに保存されます。 

クローズ:アクションをキャンセルし、すべてのパラメータが前の状態にリセットされ
ます。  

セーブ設定:デバイスのパラメータを保存し、ダイアログを閉じます。 
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物件の予約 
 

 

物件の予約: 
 

デバイスから予約を有効にする:パブリックスペースモード。オンにするとデバイスか

ら会議を予約できます。それ以外はデバイス上で予約できません。(オンラインカレン

ダーが接続されている場合のみ) 

予約モード:3つの予約モードが利用可能です。 

タイムピッカーの時間設定ステップ:会議予約のデフォルト時間です。時間ピッカーは設定値に

合わせてキャリブレーションされます。(5分、10分、15分、20分の場合があります) 

会議キャンセルを有効にする:有効化すると、会議が近づいているときに「キャンセル
」ボタンが表示され、無効にすると「キャンセル」ボタンは表示されません。 
会議確認を有効にする:会議開始前に、次の会議の確認が表示されます。会議が承
認されると承認されます。キャンセルされると次の会議は削除されます。オフにする
と確認ボタンが表示されず、設定された時間後に会議が確認されます。 

(会議開始前後の確認時間( 6)) 
会議開始前後の確認時間:表示されるコントロール確認は、会議開始時間の前後に表示されます。 

自動確認時間:確認会議の時間が終了した時(定義) 

点ごとに 6 )今後の会合が確定した、または現在の会合が確定した 



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 43    
 

自動的に。「会議確認を有効にする」がオフの場合、このオプションは 

表示されていません。 

 

Androidデバイスで: 
 

 
 

 
 

オンラインカレンダーが添付されている場合、デバイス上の会議を確
認する:会議が確定されていて開始されていない場合: 

会議はキャンセル可能で、その会議は付属部屋のカレンダーから削除さ
れます。 

会議が確定し、会議が始まった場合: 
会議はキャンセル可能で、会議は付属のカレンダールームからは削除さ
れません。会議終了時間がキャンセル時刻に変更されるのみです。 

 

 

特定のデバイスでキャン
セル確認を設定できる場
合があります。 
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デバイスの予約モード: 

この瞬間から:会議は現在の時間から予約可能で、今日のみ可能です。 
 

 

 

今日いつでも:会議は当日のいつでも予約可能です。 
 

 

 

いつでも:面談はいつでも、いつでも予約可能です。 
 

 

 

予約タイプはタイムピッカーの下部に表示されます。キャンセル:キャンセ
ルしてメイン画面に戻る。 

今すぐ予約:選んだ部屋に会議を確認。 
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高度な性質 
 

 
 

 

高度な特性: 
 

デバイスのタイムゾーン:選択したデバイスの時間は選択したタイムゾーンに設定され
、デバイス上で予約された会議も同様に設定されます。 
会議タイトル表示:オンにすると会議タイトルが表示されます(タイトルがなければ「

Room busy」というテキストに置き換えられます)、オフにすると会議タイトルが「

Room busy(話し中)」というテキストに置き換えられます。 

今後の会議を表示する:会議開始前の時間が「近日中」と表示されます。(例えば、20

分に設定されていて、会議が 14:00に始まる場合、13:40に「次回」と表示されます) 

ビデオプレーヤーを有効にする:有効にすると、追加のビデオ設定を設定できます。(

会議がビデオ再生後に表示される場合は一時停止) 

ビデオプレーヤーのタイムアウト:設定されたタイムアウト後にデバイス上でビ

デオが再生されます。ビデオ URL:動画へのリンク。  

ビデオ要件:ファイル形式:MP4、最大サイズ:200MB、解像度:720p  

テスト動画:ボタンを押すと、管理アプリケーションのポップアップウィンドウで動画
が表示されます。これはテスト目的です。 
 

サンプルビデオ:  

https://tigermeeting.app/uploads/videos/Tiger-Full-HD-Animation.mp4  

 

 

注:Tigermeetingは Androidバージョン 5から最新までをサポートしていますが、Androidデバイ
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スのローカルファイルへのアクセス権はバージョン間で大幅に変更されています。  
タイムアウト期間を過ぎても動画が再生されない場合は、メディアファイルとストレージへのアクセス
がアプリケーションに許可されているか確認してください。詳細は Androidセットアップマニュアルを
お読みください。 
 

注意:動画のフォームファクターと解像度は、画面の機能や向きに合わせて調整する必要がありま
す。画面に縦方向のテーマがある場合、縦向きの動画よりも縦向きの動画に合い、逆も同様です。 

 
 

Androidデバイスでは、次の会議の詳細はリクエスト通り「高度なプロパティ」に表示されます。 

注意:非公開に設定された会議では、会議名は表示されません: 
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概要画面のプロパティ 
 

一般的性質 
 
 

 
 

一般的な性質: 
 

概要画面 デバイス情報:選択したデバイスの IPアドレスとMACアドレスが表示され
ます。 
ライセンスステータス:選択したデバイスに現在付与されているライセンスの種類。(ラ

イセンスなしまたはライセンスあり(概要画面ライセンスのみを添付可能です)) 

デタッチライセンス:現在のライセンスを切り離します。デタッチメント後、選択したデ
バイスは「免許なし」に戻されます。デタッチドライセンスは再度アタッチ可能です。 
デバイスステータス:選択したデバイスのステータス。(接続または切断)ソフトウェアバ

ージョン:選択したデバイスの現在のバージョンが表示されます。 

ファームウェアバージョン:選択したデバイスの現在のファームウェアバージョンが表示さ

れます。一般およびルーム設定:選択すると、一般パラメータやルームパラメータが表示
されます。 
一般的なパラメータ: 

タイムラインの長さ:タイムラインは 4時間または 8時間のセクションで表示できま

す。(例えば、4時間に設定されている場合、タイムラインは 09:00から 13:00まで

表示されます)挨拶テキスト:タイムライン上部の挨拶テキスト。 

デバイス言語:デバイス上のテキストは選択した言語で表示されます。デフォルト
言語は英語です。 

• 時計表示:デバイスの時計表示を変更する。(24時間または 12時間の形式)。 
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• カレンダーサービス:ローカルでも、付随するオンラインカレンダーでも構いません 

• カレンダーが添付されている場合、「部屋」設定は( )。表示 

• オンラインカレンダーが接続されていない場合は、地元の部屋のみが利用できま
す。 

• デバイスタイムゾーン:概要画面 デバイスの時間は選択したタイムゾーンに設定さ
れ、会議予約も同様に設定されます。 

• 会議タイトル表示:オンにすると会議タイトルが表示されます(タイトルがなければ「

Room busy」というテキストに置き換えられます)、オフにすると会議タイトルが「

Room busy(話し中)」というテキストに置き換えられます。 

設定の分布: 

すべてのデバイスに設定:チェックしたパラメータはすべてのデバイスに保存されます。 

閉じる:アクションをキャンセルし、すべてのパラメータが前の状態にリセットさ

れます。設定を保存:デバイスのパラメータを保存し、ダイアログを閉じます。 
 
 

概要画面では: 
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部屋の特性 

 

 
 

 

部屋の特性: 
 

部屋リスト:概要画面デバイスに付属している部屋が一覧表示されます。部屋を削除

する:選択した部屋を部屋リストから削除します。 

位置情報:デバイスの位置情報アイコン(  、     )(上階、下階、左、右)があ
ります。 

部屋:以前に作成された  

部屋(ローカルまたは付随するオンラインカレンダー)は部屋リストに添付できます。 

部屋を追加する:リストに新しい部屋を追加します。 

1つの概要画面でリストに追加できる部屋の数には限りがあります。1ページあたり 10部屋

の制限は、情報を提供しつつも詰め込みにくいために設定されています。  

部屋リストはオーバービューデバイス専用であるため、方向は常にオフィス内のオー

バービュー画面の物理的な位置と相対的に設定されます。 

 
 

概要画面では: 
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会議リストが表示されます。「会議タイトル表示」をオンにすると会議タイトルが表示
され、オフにすると「ルームビジー」が会議タイトルとして表示されます。 
 

概要画面ページ 
 

概要画面(クラシックビュー)は、1ページあたり 10部屋を表示するのに対応しています。10部屋以上追

加されている場合、画面は自動的にページ分けを行い、リストの最初の 10部屋を最初のページに、残り

を他のページに表示します。リストで選ばれた順序は保持されます。 

 

ページング間隔は 10秒から 1分まで選択でき、デフォルトは 15秒です。 

 

 
 

注意:ページ化間隔の選択は理にかなっており、概要マップモードが無効になっている間だけ有効です。 

 

概要マップモード 

 
章:「概要マップ」章では、地図ビューに関連する構成について扱っています。 
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Tigermeeting管理アプリから Android APKをダウンロードしてください 

Tigermeeting Android APKは、予約画面と概要画面の両方で Android 4.1以降のほとんどのタブレッ

ト、スマートフォン、テレビデバイスに対応しています。 

 

APKは管理者アプリからダウンロード可能です: 
•  Android 4.1デバイス(4.x)をサポートする APK(4.x) 

• Android 5.0から最新の Androidバージョン(5+)までのデバイスをサポート

する APK 
 

Google Play、Amazon Appstore、HUAWEI AppGallery、SAMSUNG Galaxy Storeのリリースは

、管理者アプリの Android 5+バージョン APK と同一です。 

 

デバイスにインストールするには、アイコンをクリックして対応する QR コードをスキャンしてください。 

 

    

    

 

 

Tigermeetingは中国およびインドのデバイスメーカー向けの主要なアプリマーケットやスマートフォン・タ

ブレットのアプリストアで認知・認証を受けています。 

 

そのため、OPPO開発者の間で受け入れられている Tigermeetingアプリは、OPPOストアのユーザー

向けに多くの極東諸国で利用可能で、ダウンロードやアップグレード機能を提供しています。 

 

          
 

同様に、TigerMeetingは VIVO開発者コミュニティのメンバーであり、香港、台湾、中国省、オース

トラリア、バングラデシュ、インド、ネパール、スリランカ、ミャンマー、インドネシア、カンボジア、ラオ

ス人民共和国、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム、ウクライナ、パキスタン、サウ

https://play.google.com/store/apps/details?id=rs.manufaktura.tiger
https://www.amazon.com/dp/B0CTHSR6SV/
https://galaxy.store/tigermeet
https://appgallery.huawei.com/app/C110689507


Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 52    
 

ジアラビア、ロシア連邦、アラブ首長国連邦など、世界中の VIVOスマートフォンやタブレットで特別

許可を得て承認されています。 

 

 
 

Tigermeetingは Xiaomiの公式 GetApps市場で入手可能な Xiaomiデバイスでも認識・承認

されており、Transsion Palmstore でも Dlightek Developer として利用されています。 

 

Androidの APK インストールは Androidセットアップマニュアルで詳しく説明されています。 

注: デバイスは緑のデフォルトテーマが表示される直後に完全に動作します。 
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舞台設定 
 

舞台設定は 5つのセクションに分かれています。 

 

 

 
 

 

ライセンスタブ:デバイスにライセンスを割り当てることができます。 

カレンダータブ:オンラインカレンダーは添付または切り離すことがで

きます。部屋タブ:部屋の作成、削除、編集が可能です。 

管理者ユーザータブ:登録ユーザーが表示されます。 

分析:収集されたデータは会議室の使用に関する貴重な情報を提供するために使用
されます。明確な要請があれば、すべての累積イベントログを要求または永久削除
することができ、これは GDPR、CCPA、LGPD、POPIの規則に準拠しています。 

 

ライセンスタブ 

このセクションでライセンスを管理できます。会社コードには定義されたライセンスの数が
含まれています。これらのライセンスはデバイス間で配布可能です。1台のデバイスは 1

つのライセンスしか持てません。ライセンスは一連の機能を定義します: 
 

• ライセンスなし:ライセンスなしのデバイスはローカルカレンダーのみを使用でき、他
の部屋での会議予約はできません。これはデモモードです。 

• 予約画面ライセンス:ライセンスは予約デバイスにのみ付与可能です。このデバイ
スは任意のオンラインカレンダーで使用可能で、設定すれば他の部屋での会議予
約も可能です。 

• 概要画面ライセンス:ライセンスは概要デバイスにのみ付与可能です。デバイスは
任意のオンラインカレンダーを使用できます。 
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ライセンスタブ: 
 

ライセンスタイプ:デバイス間で配布可能なライセンスの種類。(予約画面ライセンス
は予約デバイスにのみ、オーバービュースクリーンライセンスはオーバービュースク
リーニングデバイスにのみ付与可能です。 
オーナー:ライセンスのオーナー。 

コピー数:現在使用されているライセンス数と総ライセンス数。 

最初の数字:現在使用中のライセンス数。2番目の番

号:ライセンスの総数。 

ライセンス配布:選択したデバイスにライセンスを配布します。 

すべて使い切られる:すべてのライセンスが配布された時点で。 

変更の同期:ライセンスが配布される際には、デバイスと同期しなければなりません。
すべてのデバイスが切断されている場合は同期が許可されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ライセンス配布: 

デバイス選択:ライセンス配布のために選択されたデバイス。アクティベ

ート:選択したデバイスのライセンスを有効化します。 

クローズ:配布をキャンセルしてクローズします。 
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カレンダータブ 

 

同時に 1つのカレンダーしか添付できません: 

 

Microsoft365 カレンダー:会議を同期するためのMicrosoftエンタープライズアカ

ウントを提供します。ルームリソースは Tigermeetingシステムにインポートされます
が、ルームリソースはオンラインで管理されます。 
Exchangeカレンダー:Microsoft Exchange Server と会議を同期します。ルームリ

ソースは TigerMeetingシステムにインポートされます。 

Google カレンダー:Googleアカウントを使ってシステムをセットアップし、会議を同
期させます。このアプリケーションで作成された各部屋ごとに、同じ名前の対応する
カレンダーが作成されます。 
Google Workspace カレンダー:会議を同期するための Google管理者アカウント

を提供します。ルームリソースは Tigermeetingシステムにインポートされます。

Google管理ページを通じてルームリソースを作成・変更できます。 

 

 
 

オンラインカレンダー以外にも。TigerMeetingは iCalendar とローカルカレンダ
ーをサポートしています。 

 

iCalendar:ウェブサーバー(HTTPまたは HTTPSプロトコル)を通じて、RFC 5545仕様



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 56    
 

に準拠した形式で事前に生成された iCal ファイルを公開し、そのサイズは 10Mbを超え
ません。 
これらのファイルは利用可能な限りルームリソースとして扱われます。URLが変わらな
い限り、ファイルの置き換えは許可されています。 
 

ラーク/フェイシュ:会議を同期させるためにラークまたはフェイシュの管理者アカウントを
提供します。ルームリソースはタイガーミーティングシステムにインポートされます。ラー
クまたはフェイシュの管理ページを通じてルームリソースを作成・修正してください。 
 

CalDAV: CalDAVサーバーで認証し、各部屋に CalDAV リソースを割り当てて

Tigermeetingを設定します。CalDAVサーバーの URL、ユーザー名、パスワードが必
要です。 
 

ローカルカレンダー:他のカレンダーが設定されていない場合のデフォルト構成です。予約
デバイスは画面上で予約することでのみ会議を同期します。これは主にデモ目的でのみ
使用されます。  
 

本環境では他のカレンダーをご利用ください。(個人アカウントで使う Googleカレンダーが

一番簡単です)  

 
 

カレンダーを添付用に選んだ場合: 
 

ユーザーパラメータ: 

• Microsoft365パラメータ:ユーザー名とパスワードを追加する必要があります。

ルームリストを選択した後(ルームリストの詳細については「Microsoft365 カレン

ダーの設定」セクションをご覧ください)、添付処理を完了できます。 

• Exchangeパラメータ:ユーザー名、パスワード、Exchangeサーバーの URLお

よびサーバーバージョンを追加し、ルームリストを選択した後(詳細は「Exchange

カレンダーの設定」セクションをご覧ください)、添付処理を完了できます。 

• Googleおよび Google Workspaceのパラメータ:カレンダーアカウントを登録し
た後、添付処理を完了できます。 

• Larkおよび Feihuパラメータ:ユーザー名とパスワードは管理者のユーザー認
証に使用されます 

• iCalendarは認証を必要としません。 

• CalDAV:CalDAVサーバーの URLが必要で、可能であればサーバータイプ

(Carbonio、Googleなど)、ユーザー名、パスワードも記載してください。 
• ローカルカレンダーは認証を必要としません。 

 

コントロールを確認する: 

•  キャンセル:愛着のプロセスをキャンセルする。  

• 提出:添付手続きを完了してください。 
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カレンダー添付後: 
 

カレンダータイプ:添付されたカレンダーの種類。  

メール:添付されたカレンダーユーザーのメールアドレス。 

変更の同期:アタッチメント後は、変更をデバイスと同期しなければなりません。すべ
てのデバイスが切断されると同期は許可されません。 
ルームの再インポート:ルームとそのパラメータを Tigermeeting管理アプリケーションに再イン

ポートできます。ルームの作成、削除、またはパラメータの変更(フロア、容量)をカレンダーの管

理インターフェースで使用します。Microsoft365、Exchange、Lark、Feihu、Google 

Workspaceのカレンダーが接続されている場合も利用可能です。 

アカウントをリセット:選択したオンラインカレンダーを切り離しました。切り離した後、
変更は自動的に同期されます。 

 

 

 
 
 

Google Workspace カレンダーを Tigermeeting管理アプリケーションに取り付ける方法の説明動

画へのリンク:https://www.youtube.com/watch?v=j1cN9OaIDwU 

 

http://www.youtube.com/watch?v=j1cN9OaIDwU
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部屋タブ 

部屋の作成・削除、プロパティの編集が可能です。一度にデバイスに接続できる部屋は一つだけで
す。 

 

 
 

部屋タブ: 
 

新しい部屋を追加する:新しい部屋を作成する。カレンダーがない場合(デフォルトは

ローカルカレンダー)、Google カレンダーまたは iカレンダーが Tigermeeting管理
アプリケーションに紐付いている場合、新しい部屋を作成できます。 
変更の同期:部屋が作成されたりプロパティを変更した後は、変更をデバイスと同期
しなければなりません。すべてのデバイスが切断されている場合、同期は許可されま
せん。 
部屋数:1ページあたりに表示される部屋数。 

部屋一覧:作成または同期されたオンラインカレンダーの部屋一覧。 

デバイス数:デバイスフィルターでフィルタリングされたデバイス数の合計数。(全て、フ

リー、接続済み、切断済み) 

ページング:部屋が多ければ、他のページに表示されます。アクション: 

• ルーム削除:管理者アプリケーションから選択したルームを削除します。

Microsoft365、Exchange、Google Workspace、または Lark/Feisuカレンダー

が接続されている場合、ルームは削除できません。ローカル、Google、iカレンダー
のカレンダールームのみが削除可能です。 

• 編集室:編集室のプロパティ。 
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オンラインカレンダーが接続されていない場合の部屋作成: 

• オンラインカレンダーが接続されていなければ(ローカルカレンダーが使用)、部
屋の作成、削除、編集は制限なく行えます。 

Google カレンダーが接続されている場合の部屋作成: 

• 部屋が作成されると、その部屋がすでに Google カレンダーに存在しているか確
認されます。存在していれば、カレンダーの部屋と同期されます。もし存在してい
なければ、自動的に作成され、添付された Google カレンダーにも作成されます
。部屋が削除された場合、管理者からのみ、またはカレンダーから管理者から削
除することができます。 

 

Microsoft365、Exchange、Google Workspace、または Lark/Feishuカレンダーが接続

されている場合のルーム管理: 

• 以前に定義された部屋があり、Microsoft365、Exchange、Google Workspace

、または Lark/Feishu カレンダーが接続されている場合、以前に定義された部
屋は削除され、オンラインカレンダーの部屋は管理アプリケーション内で同期・作
成されます。 

編集室のプロパティ: 

• 部屋名:ルーム名はローカルカレンダーまたは Googleカレンダーが接続されてい

る場合のみ編集可能です。インポートした部屋の名前は、Tigermeeting管理ア

プリケーション(Microsoft365、Exchange、Google Workspace、Lark/Feishu)
ではオンラインカレンダーの管理パネルからのみ編集できません。 

• 容量:パラメータはMicrosoft365、Exchange、Google Workspaceから取得し

ます。部屋情報:パラメータはすべてのカレンダーで編集可能です。 

• 表示名:パラメーターはすべてのカレンダーで編集可能です。 
 

新しい部屋の追加: 

閉じる:「部屋を追加」のポップアップウィンドウ

を閉じます。部屋名:新しい部屋の名前。 

作成:新しい部屋を作成してください。同じ名前の部屋は許可されていません。 
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編集室のプロパティ: 

部屋名:選ばれた部屋名。 

編集名:部屋名は編集可能です。ルーム名はローカルカレンダーまたは

Google カレンダーが接続されている場合のみ編集可能です。インポートした

部屋の名前は、Tigermeeting管理アプリケーション(Microsoft365、

Exchange、Google Workspace、Lark/Feishu)ではオンラインカレンダーの
管理パネルでのみ編集できません。 
容量:Exchange、Microsoft365の容量は編集できません 

情報:部屋名の下に部屋情報が表示されます。 

表示名:Aliasが使用され、部屋名として表示されます。追加されない場合は、
部屋の元の名前が使われます。 
時間:デバイスは設定された時間帯の間に利用可能です。(例:06:00から

17:00の間) 

日:チェック済みの日があり、デバイスから予約が可能です。(例えば、平日は予

約可能で、土曜日と日曜日は部屋が閉まって予約できません) 

閉鎖:部屋の物件をキャンセル・閉鎖する。 

セーブ設定:部屋のプロパティを保存します。保存後は他のデバイスと同期しな
ければなりません。 
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Android端末では: 
 

 
 

 

管理者ユーザータブ 

Tigermeeting管理アプリケーションの全ユーザー名はここに記載されています。 

 

 

管理者ユーザータブ: 
 

ユーザー作成:新しい管理者ユーザーを作成します。 

管理者数:ページごとに表示される管理者数。 

管理者一覧:管理者パラメータが表示されます。(アクティブな管理者ユーザーは「(

私)」とマークされています) 

アクション: 

• 追記:現在の管理者ユーザーのパラメータを編集しました。 

• 削除:Tigermeeting管理者アプリケーションから選択した管理者ユーザーを削除します。 

ページング:管理者が複数いれば、他のページに表示されます。管理者総

数:アプリケーション内の管理者総数。 
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新しい管理者ユーザーを作成する:新しいユーザーが作成されると、登録メールが指
定されたメールアドレスに送信され、ユーザーパスワードが記載されています。アク
ティベーションメールが迷路フォルダに入っていないか必ず確認してください。 
一 ファーストネーム:管理者ユーザーのファーストネーム。 

二 姓:管理者ユーザーの姓。 

三 メールアドレス:管理者ユーザーのメールアドレスです。 

四 キャンセル:アクションをキャンセルします。 

五 作成:ユーザーを作成し、アクティベーションメールを送信します。 

 

 

 

 

 

   
  

  
  

    

 

 

 

 

 

 

 

現在の管理者ユーザーを編集: 
一 ファーストネーム:管理者ユーザーのファーストネーム。 
二 姓:管理者ユーザーの姓。 

三 メールアドレス:管理者ユーザーのメールアドレスです。 

四 パスワード変更: 

• 古いパスワード:古いパスワードがなければ新しいパスワードを作成するこ
とはできません。 

• 新しいパスワード:新しいパスワードは最低限の文字数でなければなりませ
ん。  

• 新しいパスワードを確認する:新しいパスワードとパスワードの確認はまった
く同じでなければなりません。 

五 閉じる:ユーザープロパティのセクションを閉じます。 

六 変更を保存:現在の管理者ユーザーのパラメータを保存します。 
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アナリティクスタブ 

収集されたデータは、会議室の利用状況、企業文化、イベント分析に関する有用かつ価
値ある情報を提示するために活用されます。 

 

 

 
 

 
 

分析タブ: 
 

管理者ユーザーは Tigermeeting管理アプリのイベントログ機能をオン/オフできま

す。デフォルト設定は ONです。 

 

収集されたイベントログは機密扱いされ、プライバシーポリシーを厳守します。イベントログ機能がオ
ンになり、デバイスがイベント中に稼働している場合、Tigermeetingアプリケーションからイベントが

送信されます。つまり: 
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• すべてのイベントが必ずしも記録されているわけではありません。 

• イベントが欠落している可能性や、イベントのタイムラインに穴がある可能性があります。 
• イベントは奇妙な順序を持つこともあります。例えば、始まりも終わりもないカレンダーイベントの
ように  

• イベントは、イベントのタイムライン、ネットワーク、技術的な混乱、または来る間隔によって、実
際よりも長く見えたり短くなったりすることがあります。 

 

したがって、提示された情報は役に立つことを願って作成されますが、以下を注意してください: 

• 情報が正確でない場合もあります。 
• 情報が実際の出来事の流れを反映していない場合や、占有率の計算が誤っている
可能性があります。 

• 提示された情報は誤解を招く結論を導く可能性があります。 
 

管理者ユーザーは Tigermeeting管理アプリのイベントログ機能をオン/オフできます。デフォルト

設定は ONです。明示的なリクエストにより、蓄積されたすべてのイベントログを要求または永久削

除することができ、これは GDPR、CCPA、PIPEDA、CDR、LGPD、POPIの規則に準拠していま
す。  
 

Tigermeetingのライセンスは永久的ですが、イベントログは無期限に保存されるわけではありま
せん。古いログは、プライバシーポリシーに基づき、あらかじめ定められた有効期限を過ぎると永久
に消去されます。ご質問がある場合は、どうぞ Tigermeeting カスタマーサービスまでお気軽にお

問い合わせください:support@tigermeeting.app 
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分析 

指定された日付範囲内で、予約、概要デバイス、管理者、企業の分析を生成できます。 

 

設定: 

デバイスリスト:選択したデバイスに対して分析が生成されます。予約および概要、デバイス、
管理アプリケーションおよび会社。 
企業の分析には、会社が保有するすべての予約画面デバイスからのデータが含ま
れます。 
解析データを選択したデバイスに再読み込みします。  
日付選択:設定された日付間で分析が生成されます。 
イベント分析の日付範囲。 
デバイス情報。(種類、識別、プラットフォームなど)  
分析データはチャートで示されています。 

 

 



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 66    
 

 

日付選び: 
一 年と月を選ぶ人たち。 
二 まず、開始日を選択しなければなりません。 

三 次に、停止日を選択しなければなりません。 

月間の日付範囲を設定するには、年と月の選択器を使います。 
 

 
 

チャート: 
一 チャートオプション: 

チャートデータは印刷(チャート印刷)またはダウンロード(PNG、JPEG、PDF、

SVG 画像、または CSV、XLS としてのデータをダウンロード)できます。データ

は表表示(データ表表示)で表示できます。 
二 イベント(予約デバイス、ブート、会議予約済み、会議確認済み、会議開始、終

了など)はイベントタイムラインに表示されます。チャートはクリックしてドラッグす
ることでズーム可能です。タイムラインチャートと表のデータには最大 300件の
イベントが含まれます。他のチャートにはこの制限はありません。 

 

三 イベントの上でカーソルを合わせると、イベントの詳細が表示されます。 

四 イベントタイムラインチャートフィルター。 

イベントタイムラインフィルター。(チャートズームはこちらで変更可能です) 
 

 
 

チャートやデータの可視化は、後のリリースで変更可能です。 

 

データはチャートに表示したり、アナリティクスエクスポート機能を使って BIツールにエクスポート

したりできます。  
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イベント関連グラフ 
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会議関連グラフ 

 

 

 …その他多くの指標も含まれます。 
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管理者ログ 

Tigermeeting管理アプリケーションで実行されたすべてのイベントがイベントリストに表示
されます。管理者のログイン、ログアウト、デバイス設定の更新、ソフトウェア更新、ライセ
ンスの添付、切断、デバイス再起動などのイベントも一覧表示されます。 

管理者ログ: 

出来事、原因、日付と時間の一覧。出来
事の総数。 

ページング:出来事をページングして。 

 

 

 
 

重要なイベントは赤色で示され、注目を集めます。 

 

 
 

管理者ログは直近 500件のレコードのみを読み込みますが、顧客はプライバシーポリシーに従

って利用可能なすべてのログの閲覧または削除をリクエストできます。 

 

注意:管理者ログはオフにできません。  
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ウィザード 

一般的に、Tigermeeting管理アプリケーションを初めて起動した際に使われます。ユーザーはス
テップバイステップのウィザードによって案内されます。 

 

 
 

ウィザード: 
 

概要タブ:デバイスの基本概要。 

ライセンスタブ:デバイス間で配布可能な利用可能なライセンス。カ

レンダータブ:管理アプリケーションを接続するためのオンラインカ

レンダー。ルームタブ:デバイスに割り当てられる利用可能な部屋。 

 

概要 

利用可能な機器の基本概要。 
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概要: 
 

デバイス追加:Tigermeeting管理アプリケーションで検出されていない IPアドレスのデバイ
スを追加します。これは、デバイスが別のサブネットワークにある場合に使用されます。 
次:ユーザーを次の設定「ライセンス」へと導きます。 

デバイス一覧:接続可能なデバイスが表示されます。 

 

 

ライセンス 
 

ライセンスはデバイス間で配布可能です。詳細については、「設定」の「ライセンス」タブをご覧くだ
さい。 

 

 
 
 

ライセンス: 
 

前回:前の設定「概要」へ。次:次の設定「カレンダ
ー」へ。 
ライセンス一覧:利用可能なライセンス一覧。 

ライセンス配布:利用可能なデバイスにライセンスを配布します。 
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カレンダー 
 

カレンダーは管理者アプリケーションにアタッチできます。詳細については、「設定」の「カレンダー」
タブをご覧ください。 

 

 
 

オンラインカレンダー: 
 

前回:前の設定「ライセンス」へ。次:次の設定「部
屋」へ。 
カレンダー一覧:アタッチャブルカレンダー一覧。(Microsoft365、Exchange、

Google、 Google Workspace、Lark または Feishu、CalDAV、iCalendar、ローカルカレン

ダー) 

 

追加のカレンダー: 

 

• iCalendar - iCal ファイル形式のファイルは、各部屋ごとに URLで公開されており
、認証は不要です。これは読み取り専用カレンダーです。 

• Webcal – iCalendar と同じですが URLが異なり、iCalendarの公式フォーマット
に合わせてフォーマットする必要があります。 

• CalDAV カレンダーは、iCalendarのデータ形式を使用した双方向オンラインカレ
ンダーです。  

 

• ローカルカレンダー - 予約画面間で予約を交換するデフォルトのカレンダーです。
デモ使用のみを想定しています。
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部屋 
 

部屋はデバイスに接続可能です。詳細は「設定」の「部屋」タブをご覧ください。 
 

 
 

部屋: 
 

前回:前の設定「カレンダー」へ。 

完了:ウィザードを完了(ライセンスの付与、カレンダーの付与、デバイスへの部屋の

作成・接続)を完了し、デバイスと設定を同期させます。 

デバイス一覧:デバイス一覧。部屋: 

•  カレンダーや Google カレンダーは接続されていません:部屋名を追加でき、ウィ

ザードが終わると部屋が作成されます。(Google カレンダー上でも)  

•  Microsoft365、Exchange、Google Workspace、Lark/Feishu カレンダーが添

付されています:インポートした部屋はドロップダウンから選択できます。 
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実用的なユースケース 

管理者アプリケーションをインストールしてください 
 

▪ 「https://tigermeeting.app/en/downloads」にアクセスし、希望するオペレーティングシステム用

の最新の Tigermeeting管理アプリケーションをダウンロードしてください。 

▪ Tigermeetingの管理インストーラーを実行してください。 
▪ 「このコンピュータを利用するすべてのユーザー」を選択します
。「次へ」ボタンをクリックしてください。 

▪ 宛先フォルダを選択してください。 

▪ 「インストール」ボタンをクリックしてください。 
▪ インストールが完了したら、「 

▪ Tigermeeting-adminのチェックボックスを実行し、「Finish」ボタンをクリックしてください 

. 

装置を起動してください 
 

• Androidデバイスの電源を入れてください。 

• Tigermeetingの Androidアプリをインストールしてください。  

• アプリの中から Tigerの Androidアプリを検索してみてください。 

• Tigerアプリケーションを実行してください。 

• 「他のアプリを描画する」権限をオンにしてください。 
• ストレージ権限を許可する 

• (詳細は Tigermeetingの Androidセットアップマニュアルをご覧ください) 

 

管理者アプリケーションを起動します 
 

▪ 管理アプリケーションを実行してください。 

▪  「register」タブを選択して新規ユーザー登録を行ってください。  

▪ 必要なユーザー情報を記入してください。 
▪ 会社のコードが利用可能なライセンスの数と種類を決定します。 

▪ 登録を終えて。 

▪ Tigermeeting管理アプリケーションにログインしてください。  

▪ 初めての設定する場合は「はい」ボタンを押してください。 

 

管理者アプリケーションでウィザードを実行する 
 

• すべての Androidアプリとファームウェアが最新であることを確認してください。管理者アプ
リケーションがすべてのデバイスを検出するのを待ちましょう。 

• すべてのデバイスが発見されたら、ライセンスの「次」ボタンを押してください。デバイス
にライセンスを配布します。 

• カレンダーの「次へ」ボタンを押してください。 
• 希望するカレンダーを管理者アプリケーションに添付します。部屋の「次
へ」ボタンを押してください。 

• 選択したデバイスに部屋を接続します。 

• ウィザードを「Finish」ボタンを押してクリアしてください。 

• 同期後はすべてのデバイスが設定されるべきです。 
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Microsoft365カレンダーの設定 
 

このセクションは、Office、Office 365、Microsoft 365、Exchange Onlineなど、すべての

Microsoft Graph APIベースのカレンダーシステムに適用されます。 

 

Tigermeeting管理アプリケーションでMicrosoft365カレンダーを使用するには、

Tigermeetingに事前設定が必要です。  

 

ルームリソースはMicrosoft365の管理パネルやルームグループ(ルームリスト)および権

限をWindowsの PowerShellで作成する必要があります。  

 

要件:  

• 少なくとも Office 365 E1 ライセンス、またはMicrosoft 365 Business Basic  のようなカレンダ

ー権限を含むサブスクリプションを持つ管理者ユーザー  

• 定義された部屋リソース(リソースはライセンスを必要としません) 

 

画面とカレンダーの通信時に権限の問題を避けるために、ルームリストの作成やMicrosoft 365 カ

レンダーの Tigermeeting Adminアプリケーションへの添付には、必ず同じ管理者ユーザーを使用

してください。 

 

Microsoft認定の Tigermeeting Azureアプリは、以下の管理者権限を必要とします:  

 

 
 

これらの権限はMicrosoftの安全な管理者ユーザー認証プロセスで受け入れられます。 
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TigermeetingとのMicrosoft 365統合を成功させるには、以下のステップに従ってください: 

 

Microsoft365管理パネル -> ルームリソースを作成 
 

• https:www.office.com または https://microsoftonline.com にアクセ
スしてください。 

「サインイン」ボタンを押してください。 
ユーザー名とパスワードを入力してください。 

ユーザー名: admin@company.onmicrosoft.com パス

ワード:********** 

 

 
 

 
 

http://www.office.com/
mailto:admin@company.onmicrosoft.com
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管理センターを選択してください。 
 

 
 

すべてのルームリソースはここに一覧されており、後でルームグループに追加できます。
定義されていない部屋はここで追加または編集できます。 

 

管理センターを選択した後: 

 

「リソース」メニューを選択してください。 

「部屋と装備」サブメニューを選択してください。 

「+ 追加」ボタンで新しいルームリソースを作成できます。 
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部屋のパラメータを追加: 
 

• タイプは「Room」でなければなりません。 

• 部屋名を追加(例:「greenroom」)、メール(例:「

greenroom」)。 

• 収容人数(会議室の座席数)場所 

• 電話番号 

部屋名とメールアドレスの条件は必須です。 
 

 
 

部屋が増えた場合は繰り返します および 5 . 
 

Windows PowerShell を使った RoomList 設定 
 

Microsoft Microsoft365 カレンダールームリストの設定方法は 2つあります。

Microsoft365ヘルパースクリプトを使っています(詳細は専用章でご覧ください): 

このスクリプトは管理用Windows Power Shellで実行する必要があります: 
Tigermeeting管理アプリケーションからセットアップスクリプトをダウンロードしてください。 

 
または手動で: 

Microsoft365カレンダーの設定は、「手動設定」の手順に従ってください。 
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Microsoft 365ヘルパースクリプトを用いた RoomListの設定 

以下の手順に従ってください: 

 

管理者アプリケーションからセットアップスクリプトをダウンロードしてください。ダウン
ロードされたファイルでは、Linux、MacOS、Windowsオペレーティングシステムで

使用されるMicrosoft365、Exchange Online、オンプレミスの Exchange Server設
定に対応しています。 
ダウンロードしたファイルを解凍します。(この例ではWindowsオペレーティングシス

テム用のMicrosoft365スクリプトを使用します) 
 

 
 

 
 

Windowsの PowerShellを管理者モードで実行してください。 

Windows PowerShell内で抽出したスクリプトファイルに移動します。 
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Tigermeeting管理アプリケーション - ユーザーマニュアル 

 

 
 

以下のコマンドを使ってください: 
 

一. 実行ポリシーを実行スクリプトに変更する: 

Set-ExecutionPolicy Unrestricted -Scope CurrentUser  

ポリシータイプの変更を求められたら、「Y」と入力してエンターキーを押し
てください。 

 

二. プロセスの「バイパス」ポリシーを設定する: 

Set-ExecutionPolicy -Scope Process - ExecutionPolicy Bypass  

ポリシータイプの変更を求められたら、「Y」と入力してエンターキーを押し
てください。 
 

三. 実行ポリシーリストを表示する: Get-ExecutionPolicy -List 

 

 

 



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 81    
 

 

 

Microsoft365ヘルパースクリプトの実行 

 
注意:これはルームリストの設定の推奨方法です。Microsoft 365のヘルパースクリプト専用

の章が丸ごとあります。以下の章に書かれています。より新しい手順に従ってください。 

 

 

手動構成 

 
混乱を避けるために手動設定の章は削除されました。  

どうかMicrosoft365のヘルパースクリプトを使ってください。 RoomListの設定については、下記

の専用章で詳細な手順をご覧ください。 

 

Tigermeeting管理アプリケーションにカレンダーを添付してください 
 

以下のユーザーパラメータでMicrosoft365 カレンダーを添付してください: 

 

ユーザー名
:admin@company.onmicrosoft.com パス

ワード:********** 

MFAはサポートされています 

 

 

 
 

ローカルネットワークセグメントに関連する、先に設定された RoomListの中から 1つを選択します

。より複雑な環境では、複数の RoomListが存在する場合もありますが、Tigermeetingネットワー

クで接続・使用できるのは 1つだけです。 

 

ご注意ください:RoomListが PowerShell(Microsoft 365ヘルパースクリプトなど)で設定されてい

る場合、Azure Appsで変更が利用可能になるまでに数時間、場合によっては 1日かかることがあ
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ります。 

 

 

 

指導ビデオ: 

https://www.youtube.com/watch?v=tzfgVGXUHVo 
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Exchangeカレンダーの設定 
 

TigerMeetingはオンプレミスの Exchange Serverカレンダー統合を完全にサポートしています。 

 

注意:Exchange OnlineはMicrosoftのGraph APIを使用する別のカレンダー製品です。設定手順に

ついてはMicrosoft 365カレンダー関連の章をご参照ください。 

 

Tigermeeting管理アプリケーションで Exchangeカレンダー(Microsoft Exchange Server、オンプレミ

ス)を使用するには、事前の設定が必要です。  

部屋は Exchange管理パネルから作成し、ルームグループや権限は Exchange管理シェルで行う
必要があります。これを実現するには、以下の手順に従ってください。 

 

Exchange管理パネル 

 
https://exchange/ecp に行け。  
ユーザー名とパスワードを入力してください。 
• ユーザー名:admin 

• パスワード:********** 

 

 
 

ログイン後: 
 

受信者を選択し、リソースタブにしてください。(すべての部屋リソースはここに一覧表
示されており、これらのリソースは後でルームグループに追加できます。部屋が定義
されていなければ、ここで追加または編集できます。) 
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「新設(プラス)」アイコンを押し、ドロップダウンリストから「ルームメールボックス」を選択してください。 

 

 
 

部屋のパラメータを追加: 
 

• 部屋名を追加してください(例:「redroom」など) 

•  エイリアス(メールニックネームとも呼ばれる)(例:「レッドルーム」) 

• 所在地 
• 電話 

• 収容人数(会議室の座席数) 

部屋名と別名の条件は必須です。 

 

 
 

部屋が増えた場合は繰り返します および 4 . 
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Exchange Management Shellを通じた設定 
 

Microsoft Exchange カレンダーの設定方法は 2つあります:  
 
Microsoft Helperスクリプトを通じて:  

このスクリプトはWindows Exchange管理シェルで実行する必要があります

:Tigermeeting管理アプリケーションからセットアップスクリプトをダウンロ
ードしてください。以下の指示をお読みください 

 

または手動で: 

Microsoft Exchangeカレンダーの設定は、「手動設定」の手順に従ってく
ださい。 

Microsoft ヘルパースクリプトによる設定 

 

Microsoft365ヘルパースクリプトをダウンロードするには、以下の手順に従ってください: 

 

管理者アプリケーションからセットアップスクリプトをダウンロードしてください。ダウン
ロードされたファイルには、Microsoft365および Exchangeの設定、Linux、Mac、

Windowsの各 OS用のスクリプトが含まれています。 

ダウンロードしたファイルを解凍します。(この例ではWindowsオペレーティングシス

テム用に Exchangeスクリプトを使用します) 
 

 
 

 
 

Exchange管理シェルを実行してください。 

Exchange管理シェル内で抽出したスクリプトファイルに移動します。 
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Microsoft365ヘルパースクリプトの実行 

 

注意: これはルームリストの設定の推奨方法です。Microsoft 365のヘルパースクリプトに関する章

が丸ごとあります。以下の章に書かれています。そこにある指示に従ってください。 

 

 

手動構成 

 
混乱を避けるために手動設定の章は削除されました。  

どうかMicrosoft365のヘルパースクリプトを使ってください。 RoomListの設定については、下記の

専用章で詳細な手順をご覧ください。 
 

 

Tigermeeting管理アプリケーションにカレンダーを添付してください 

 

部屋が適切に設定されたら、部屋リストが作成され、それぞれの部屋リストに割り当てられます。管理

者アプリケーションを使って Exchange カレンダーを Tigermeeting環境に紐付けてください。 

 

以下のユーザーパラメータで取引カレンダーを添付してください: 

 

▪ ユーザー名: admin@mail.local (メールアドレスを正式に使

用) パスワード:********** 

▪ ホスト:https://exchange.url.local(サーバーが「http」または「https」プロト

コルを使用している場合は、サーバーが期待するものを使ってください) 

▪ サーバーバージョン:例:「Exchange 2016」  

mailto:admin@mail.local
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注: TigerMeetingは 2007年から 2019年のMicrosoft Exchangeサーバーに対応し

ており、ある程度 Exchange SE とも互換性があります(将来のスキーマ変更はテストで

きません)。 

APIスキーマが異なり、サーバーバージョンに依存しているため、実際に使用されている

Exchangeサーバーのバージョンを設定することが重要です。 

 

 
 

 

要件: Exchangeサーバー は NTLMを有効にしている必要があります。  

詳細については、Windows Serverおよび Exchange Serverのドキュメントを必ずご覧
ください。 

 

 

 
 

 

認証が成功すれば、設定済みの部屋リストが表示されます。 

意図するオフィスや学校環境に適した教室資源を含む部屋リストを選択してください。 
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エクスチェンジカレンダーは現在添付されています。  

 

ネットワークタブに記載されているデバイスにオンラインルームリソースを割り当て続けることが

できます。 

 

重要な注意事項 

 

Tigermeeting Androidアプリケーションを実行しているデバイスは通常の動作中に独自のセッ

ションを維持する独立した存在であるため、大規模なインストールは Exchange Serverのデフォ

ルトのセッション制限の一部に達することがあります。  

 

要件: 管理者ユーザーの Tigermeetingを実行するデバイスごとに 1セッションを許可してくださ

い。  

 

誤差は以下のように現れるかもしれません: 

• Tigermeetingを運営している一部のスクリーンでは、部屋の予約が取得できない場合があ

ります  

• Tigermeetingのデバイスログには次のように表示されます:アクション : 

[ACTION_GET_RESERVATION] : エラー : [リクエストが失敗しました。サーバーは現在こ

のリクエストを処理できません。後で再度試してください。] 

• Exchange Server イベントログ(MSExchangeIS)では、「クライアントタイプの

WebServicesが最大 16個を超えた「セッション」タイプのオブジェクトが発生します。 
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解決策は Exchangeサーバーの制限を引き上げることです 

 

ユーザーごとの最大許可セッション数 

 

Microsoftのドキュメント(https://learn.microsoft.com/en-us/exchange/managed-store-

limits-exchange-2013-help など)に記載されているユーザーあたりの最大許可セッション数の

制限 

 

最大セッション数を増やすには、Exchange ServerのWindows レジストリで以下の値を調整す

る必要があります。この例では、同時セッション数の最大が 128セッション(80の 16進数)に増

加しています:  

 

[HKEY_LOCAL_MACHINE/SYSTEM/CurrentControlSet/Services/MSExchangeIS/Para

metersSystem]  

「ユーザーあたりの最大許容セッション数」=dword:00000080  

その後、「Microsoft Exchange Information Store」サービスを再起動する必要があります。   

 

NSPIセッション制限 

 

NSPIのセッション制限で、デフォルトでユーザーとドメインコントローラーあたり最大 50セッショ

ンまで可能です。  

この制限を増やすには、各ドメインコントローラーのWindowsレジストリで以下の値を設定する

必要があります:  
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[HKEY_LOCAL_MACHINE/SYSTEM/CurrentControlSet/Services/NTDS/パラメータ]  

「NSPI max session per user」=dword:00000200  

その後、ドメインコントローラーを再起動してください。  

 

詳細は https://support.microsoft.com/en-us/topic/error-trying-to-connect-to-

microsoft-exchange-server-results-in-mapi-e-logon-failed-7d322bd7-0dce-1fe9-

b446-90f153000286 をご覧ください。 

 

スロットリングポリシー 

 

Exchangeは、次のようなメッセージでカレンダー管理者ユーザーをしばらくロックアウトすること

があります:「ユーザーの予算は[一定期間]までロックされます。」最大バースト:480000、リチャ

ージレート:1800000、カットオフ残高:-600000 

 

Exchange Serverは、単一ユーザーやアプリケーションが消費できるサーバーリソースの量を

制限します。 

 

インストール内のすべての画面を担当するカレンダー管理者ユーザー向けに、より多くのリソー

スを許可してください。  

 

詳細はこちらをご覧ください: 

https://learn.microsoft.com/en-us/exchange/client-developer/exchange-web-

services/ews-throttling-in-exchange 

 

専門的な支援が必要な場合は、マイクロソフトサポートまでお問い合わせください。 

 

オンプレミス Exchange Serverまたは Exchange Online 

 

Microsoft Exchange Server(オンプレミス版 Exchange)とMicrosoft Exchange Onlineは、

名前や目的は非常に似ているものの異なる製品であり、基盤となる技術スタックは根本的に異

なります。 

 

Exchange Onlineは、Microsoft 365スイートの一部であるMicrosoftのクラウドベースのメー

ルおよびカレンダーサービスです。  

 

また、Exchange Onlineは Graph APIを使用しており、オンプレミスの Exchange Server との

ハイブリッドアーキテクチャ構築が可能です。 

  

以下のグラフィック比較をご覧ください: 
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重要:Tigermeetingの視点から見ると、最も重要な違いはカレンダー通信に使用される APIプ

ロトコルです。 

 

• Exchange Serverは EWSを使用しています。 

• Exchange Onlineは Graph APIを使用しています 

 

したがって、Exchange Onlineのカレンダーを設定するには、Microsoft 365のセットアップガイ

ドをご利用ください。 
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Microsoft365 helper script 
 

はじめに 
 

Microsoft365、Exchange Online、Exchange Server は非常に高度なカレンダー

で、さまざまな環境で利用できます。  

巨大企業は多くの大陸に広がり、多くの都市にオフィスを持ち、多数の建物を持っていま

すが、すべては単一のカレンダーにまとめられています。 

リソースを整理するために、Microsoftは「ルームリスト」という用語を使って、例えば 1つ

のオフィスに属する部屋をグループ化します。 

 

ルームリストの管理は管理者パネルや PowerShell コマンドで行うことができますが、

Tigermeetingの顧客は自分で設定に苦労したため、開発者はルームリスト管理を支援

するシンプルなメニューベースのツールを作成しました。 

 

Tigermeeting Microsoft365/Exchange Onlineの設定ヘルパースクリプトは軽量な

PowerShellスクリプトで、複雑なスクリプト技術を使わずに意図的に作成され、人間が読

みやすいように作られています。 

 

このヘルパースクリプトを使用する予定のすべての顧客管理者には、RoomList関連の

すべての操作を確認し、理解し、確認することを推奨します。 

このスクリプトは顧客にとって役立つように書かれていますが、すべての操作は行ごとに

実行するか、Microsoft365管理セットアップコンソールや Exchange管理シェルを通じ

て実行可能です。 

 

ダウンロードとインストール 
 

管理者アプリからMicrosoftヘルパースクリプトをダウンロードしてください 

 
 

zip ファイルをディレクトリでアンパックします。 

 

スクリプトは管理者 PowerShellまたは Exchange管理シェルから実行する必要があり

ます 

 

異なるオペレーティングシステムでの PowerShellインストール 
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MacOS PowerShell インストール 

Brew Cask Install Powershell 

$pwsh 

 

Ubuntu PowerShell インストール 

Snap Install PowerShell ---classic 

$powershell 

 

OpenSuSEのインストール 

フォローしてください https://snapcraft.io/install/powershell/opensuse 

 

フェドラの設置 

フォローしてください https://snapcraft.io/install/powershell/fedora 

 

Windows PowerShell 
Start->Windows PowerShell -> Administrator として実行 

 

部屋の資源を準備しろ 
 

注意:このスクリプトは RoomListsのみで動作します! 

注意:ルームリソースの作成と削除は、スクリプトを実行する前に行うべき管理タスクで、

Microsoft365管理者または Exchange管理センターを通じて行います。 

 

Microsoft365または Exchange Onlineでのルームリソース管理 

• Microsoft365アカウントにログインしてください。 

• 左上のメニューアイコンをクリックしてください 

• すべてのアプリを選択します。->管理->すべて表示。->リソース。->部屋と機器を選

択します。 

• ルームリソースの追加、削除、編集 

 

Exchange Serverでルームリソースを管理するために 

• Exchange管理センターにログインしてください 

• 左メニュー:受取者 -資源> 

• ルームリソースの追加、削除、編集 

 

RoomList関連の操作では、このスクリプトを実行するには Global Admin、Power User

が必要です。 

カレンダー操作については、Office365 E1のユーザー権限/ライセンスで十分です。カレ

ンダー操作を Tigermeeting管理アプリケーションから接続し、動作確認した後は、グロ

ーバル管理者権限を削除することが推奨されます。    
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スクリプトの実行(例) 
 

一. 管理者として PowerShellを開始する 

二. スクリプトがあるディレクトリに変更する:  

cd Tigermeeting-Microsoft-helper 

 

スクリプトを実行する前に実行ポリシーを設定する必要があります: 

  Set-ExecutionPolicy -ExecutionPolicy Unrestricted 

 

 
 

管理者を認証する。認証やカレンダー操作に使うルームリストが管理者ユーザーにとっ

てアクセス可能であることを保証するために、最善の方法は同じ管理者認証情報を使用

することです。 

 

注意:認証はMFA(多要素認証)にも対応しています。 
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認証に成功すると、以下のメニューが表示されます。 

 
ROOMLISTの操作メニューは非常に直感的でわかりやすいです: 

 

• 1  部屋付きの新しい RoomListを作成する 

•   既存の RoomListに 2つの ADD部屋 

•   RoomList内の 3つのリストルーム 

• 4  すべてのルームリスト一覧 

• 5  すべての部屋をリスト 

• 6  ルームリストを削除 

• 7  既存の RoomListから部屋を削除する 

• 8  出口 
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重要な使用注意事項 
 

ご注意ください:  

• このスクリプトはルームリストのみを扱っています:作成、リスト、削除。  

• 1つの部屋やリソースは複数のルームリストに含めることができます。 

• ルームリストを削除しても、ルームリソースは削除されません  

• 部屋は RoomList関連の操作の影響を受けません。 

 

重要:変更は恒久的で、Azure/Exchange リポジトリ上で直接行われます。ロールバックオプショ

ンはありません 

 

RoomListやルームアイデンティティはMicrosoft365/Azure/Exchangeのリポジトリ内のメー

ルアドレスであり、ディスプレイ名は制限なく任意に設定できます。  

 

このスクリプトは、RoomListの識別が一語で、メール識別に適した特別なユニコード文字を使

わない場合にうまく動作します。そうでなければ、Microsoftはあなたのルームリスト名から一意

でないメールを作成し、一意でなかったり識別が難しい場合があります。」 

 

部屋および RoomListの識別については、PrimarySmtpAddressの「ユーザー」部分を使用し

てください  

 

 
 

この例では、部屋識別子 p_กรุงเทพฯ または p_上海はルームリソースとして識別されません。 

P_Bangkok と p_Shanghai を使う必要があります。  

同様に、「SE-Conf-VHG Kylskåpet(4p室)– Väderholmens Gård」または 

kylskap@manufakturaltd.onmicrosoft.com も同様です。この部屋資源の正しい識別は

kylskapです 

 

一般的なユースケース 
 

必要なルームリソースがすべてMicrosoft365/Exchange管理パネルで作成されているか確認

してください 

5を押してください 
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リストに載せられた部屋は部屋リストにまとめることができます。  

必要に応じて部屋名をコピー&ペーストできます。 

 

現在定義されているルームリストをリストしてください:4を押してください 

 

 
 

同じように、新しいルームリストを作成したり、既存のルームリストに部屋を追加したり、ルームリ

ストから部屋を削除したり、ルームリストの内容を確認したり、ルームリストを削除したりすること
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も可能です。 

 

最終結果を見るには、Microsoft365や Exchangeサーバーカレンダーを接続した際に

Tigermeeting Adminアプリにインポートされるルームリストを、  3を押してください 

 

 
 

ルームリストから部屋を削除するには 7を押してください 

この場合、ルームリソースの完全なメールアドレス/PrimarySmtpAddressが必要です。例えば、

kylskap@manufakturaltd.onmicrosoft.com(以下の例参照)  

 

また、確認も必要です。 

[Y] はいか[A] すべて答えて、手術を確認してください  
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すべての RoomListが作成され、すべての RoomListに属するはずのすべてのリソースが含まれて

いる場合、各 RoomListの内容を確認するために、オプション 4(すべての RoomListをリスト)および

3(RoomList内の LIST rooms)で結果を確認してください 

 

 
 

 ヘルパースクリプトを EXITするにはオプション 8を使ってください。 

スクリプトを終了することで認証済みセッションが切り離され、ユーザーは PowerShellまたは

Exchange管理シェルに移行します。 

 

重要な注意事項 
 

場合によっては、Microsoft365のセットアップを同期するのに時間(時には数時間)かかること

もあります。 

 

スクリプト操作の結果は Microsoft365や Exchange Online Admin コンソールで即座に確

認できますが、Azureアプリ利用者とインターフェースするために使われる Azureアプリ(例え

ば Tigermeeting管理者アプリ)は、アップデートをすぐには見逃します。 

 

Azureアプリが PowerShellで行われた変更の反映に遅延が生じるのは、おそらく Azureサー

ビス内のキャッシュメカニズムによるものです。PowerShellを通じての変更が行われた場合、

同じインターフェースからクエリされた際に直接適用され、確認できます。しかし、Azureアプリ

ごとに同期間隔やキャッシュのリフレッシュレートが異なる場合があり、これらの変更の反映に

遅れが生じる可能性があります。 

 

これはMicrosoft側で既知の問題であり、カレンダーを添付すると新しく作成された部屋リスト

の変更が管理者アプリに表示されるまでに時間がかかります。 
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症状は以下の通りです: 

• 新たに作成されたルームリストは、認証に成功した後、Tigermeeting管理者アプリに表

示されません。 

• 部屋リストに新たに追加された部屋は、認証や再ロードの操作後にリストに表示されま

せん。  

 

今のところ、唯一の回避策は、ルームリストを数時間後、あるいは 1日後に Tigermeeting管

理アプリにインポートすることです。 

 

ご注意ください:オンプレミスの Exchangeサーバー(同じスクリプトを使ってルームリスト管理を

行う)は、この「同期遅延」バグの影響を受けません。 

 

PowerShellの問題のトラブルシューティング 
 

よくある問題と解決策のリストは以下の通りです: 

 

1.PSGalleryが欠落しているか、信用されていない  

多くのWindows Server イメージ(特に古いもの)では PowerShellギャラリーが削除また

は無効化されています。 

 

2.Windows PowerShell 5.1 と古い PowerShellGet(1.0.0.1)の使用 

このバージョンは悪名高く壊れており、最新のモジュールをインストールできません。 

 

3.TLS 1.2は無効化されています 

PowerShell Galleryには TLS 1.2が必要です。それがなければ、モジュールのインスト

ールは静かに失敗します。 

 

解決策: 

以下は 99%の確率で問題を解決する手順です。 

 

ステップ 1 — TLS 1.2 を有効にする 

パワーシェル 

[Net.ServicePointManager]::SecurityProtocol = [Net.SecurityProtocolType]::Tls12 

 

ステップ 2 — PowerShellギャラリーを再登録する 

持っているものを確認してください: 

パワーシェル 

Get-PSRepository 

 

PSGalleryが欠落しているか信頼できない場合は、以下を実行します。 
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パワーシェル 

Register-PSRepository -Default 

Set-PSRepository -name "PSGallery" - InstallationPolicy Trusted 

 

もしすでに存在しているが壊れている場合: 

パワーシェル 

Unregister-PSRepository -Name PSGallery 

Register-PSRepository -Default 

 

ステップ 3 — PowerShellGetを更新する(重要!) 

あなたのシステムは以下のことを使っています: 

PowerShellGet 1.0.0.1 

このバージョンでは最新のMicrosoftモジュールをインストールできません。 

 

新しいバージョンをインストールする: 

パワーシェル 

Install-Module PowerShellGet -Force 

その後 PowerShellを再起動してください。 

 

Google Workspaceの設定 
 

Google-Workspace対応のアカウントを使って会議を同期してください。  

 

部屋の構成 
ルームリソースの作成や変更は Google-Workspaceの管理ページを通じてのみ可能です。

Tigermeetingはルームリソースを変更しないため、「ルーム情報」や「容量」は管理者アプリケーション内

で編集できません。 

 

ブラウザを操作して https://admin.google.com/u/2/ac/calendarresources/resources 

 

オープンリソース管理 
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部屋資源がある建物を編集・管理します。 

 
 

新しい部屋リソースを追加  
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すべての部屋資源を追加した後、リストは埋められるはずです。 

 

 
 

カレンダーが管理者アプリに紐づけられると、すべてのルームリソースが Tigermeetingシステムにインポ

ートされ、ライセンスされた画面デバイスへの接続が可能になります。  

 

必要に応じて、会社のポリシーで必要なら Google認定の Tigermeetingアプリをホワイトリストに登録し

てください。企業アカウントの Google Workspace管理者は、ユーザーがアクセスできるアプリケーション

を管理できます。  

 

注意: 認証には、カレンダー対応の管理者アカウントを管理者権限付きで使用する必要があり、カレ

ンダー関連の読み書き・削除操作を処理する必要があります 
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管理者アプリでカレンダーを添付する方法 
認証:Tigermeetingアプリケーションを通常の運用に許可するために、すべてのオプションを選択し

、承認してください。 

 

 
 

 
 

認証は 60秒以内に行う必要があります。 
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部屋資源のインポート/再インポート 
 

ルームリソースは Googleの管理コンソールで管理されます。Tigermeeting Admin Appは、認証済み管

理者ユーザーが権限を持つ部屋をインポートします。 

 

 
すでにデバイスに紐づいているルームリソースの変更は許可されません。 

 

カレンダーの切り離し 
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カレンダーを切り離すと、Tiger Adminアプリで設定されたすべてのルーム設定が失われますが、以前の

バックアップを復元するとルーム設定は復元できます。 

 

 
 

重要な注意事項 

 
一. すべての権限は認証時に付与する必要があります。(次のページの Google カレンダー ->認証

の図を参照してください) 

二. 認証プロセスには 60秒の猶予があり、その後認証プロセスは期限切れとなり、再実施が必要で

す。  

 

指導ビデオ 
https://www.youtube.com/watch?v=j1cN9OaIDwU  

 

Googleカレンダーの設定 
 

Googleアカウントを使って、通常の Googleアカウントで会議を同期させるシステムを設定します。  

 

TigerMeeting管理アプリはルームリソースを管理します。Tigermeetingアプリで作成された各ルームご

とに、同名の対応するカレンダーリソースが自動的に Google カレンダーに作成されます。  

 

Google カレンダーのリソースは Google管理ページを通じて管理可能です。会議、定期的な会議の追加、

i カレンダーのインポートなどは、会議室のリソースに割り当てられたデバイスを通じて透明に管理されます

。 

デバイスで予約した会議は、対応するリソースカレンダーに実際に予約されます。  

 

Google カレンダーが切り離されている場合、管理者は Tigermeeting管理アプリで作成されたカレンダー

リソースを保持するか削除するかを選択できます。 

 

認証 
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 すべてを選択して Google リソースへのアクセスを許可してください。これは通常の運用に必要です。 

 

Tigermeeting Google認証アプリ - 認証に使用され、カレンダー操作に必要な最低限の権限のみを

使用します。Google仕様に基づき、多要素認証をネイティブにサポートしています。 

 

Tigermeetingの Googleアプリケーションは Googleの厳格な認証プロセスを通過しているため、す

べての選択肢を選択し Tigermeetingを信頼することは安全な選択と考えられています。 
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Google カレンダーを接続すれば、部屋管理が可能になります。 

 

 
 

既存の部屋を再インポート 
 

TigerMeetingは、既存の Google カレンダーリソースを再インポートできます。 

 

 
インポートしたカレンダーは Tigermeeting管理者にインポートされ、すぐにデバイスに割り当てられる状態

です。 
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注意:Google カレンダーで見えない部屋はインポート時に提供されません。 

 - ここで AISpeech S10はインポートから除外されます。 

新しい部屋を作成する 
 

デバイスのプロパティを編集するだけで新しい部屋を作成できます: 
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カレンダーはすぐに Google カレンダーで作成されます 

 

 
 

作成されたカレンダーのコンテンツやイベント(例:「The Blue room」)は、Google カレンダーのオンライ

ンや予約デバイスから編集できます。概要画面は他のカレンダーと同様にステータスを表示します。 

Google カレンダーを切り離した後、Tigermeeting管理者は管理者アプリでインポートまたは作成され

たこれらのカレンダーリソースを削除するか、保持するかを選択できます。 
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選択肢は以下の通りです: 

 

• TigerMeetingの設定(緑色)からルームのリンクを解除・削除すると、ユーザーの Google カレ

ンダーに変更は起こりません。管理者アプリケーションではカレンダーのみが切り離されており

、TigerMeetingの設定はデバイスから削除されます。 

• もう一方の場合(赤色) – 管理者アプリはユーザーの Google カレンダーから「ルーム作成」プロ

セスで作成されたカレンダー、または「再インポート」でインポートされたカレンダーをクリーンア

ップ・削除します。その他のカレンダーはそのまま残されます。(この方法はカレンダー削除を伴

うためより「暴力的」ですが、管理者アプリはユーザーのカレンダーを整理するために作成した

カレンダーだけを削除するため、重複した部屋名やその他の混乱を避けるため安全に操作でき

ます。)また、インポートされたカレンダーも削除されます。 

警告:この変更は恒久的なものであり、取り消すことはできません。掲載されているカレンダーリ

ソースは永久に削除されます. 

• キャンセル – 何もしないでカレンダーの切り離し作業をキャンセルする。 

 

iCalendarカレンダーの設定 
 

これは、通常のウェブサーバーを通じて RFC 5545仕様に準拠した形式で事前生成された iCal ファ

イルを公開するシンプルかつ便利な方法です。これは、学校や大学の運用ケースに適した、比較的静

的な多数のカレンダーを非常に効率的かつコスト効率よく配布する方法です。 

 

iCalendar ファイルは、広く利用されている iCalendarジェネレータープログラムのいずれかによって

最もよく作成されます。Tigermeetingの柔軟な設計により、iCal ファイルの置き換えや更新が可能で

す。ファイル指向の URLが変わらなければ、部屋の設定を変更する必要はありません。  

この機能は、GoogleやMicrosoftのような商用オンラインカレンダーサービスを利用できない、ある
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いは高額な料金を支払う気のない顧客にとって、コスト効率の良い会議室管理の新時代を開きます 

 

 
 

iCalendarを選択し、変更を同期してください。 

 
 

ネットワークメニューでデバイスを選択し、プロパティを編集します 
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a) -->b)  

 

a) 部屋の名前を入力して新しい部屋を作成します。 

 

b) この部屋のカレンダーイベントを提供する iCal ファイルを指す URLを入力することが可能です。

URLの有効性とアクセシビリティを TEST URLボタンを押してテストしてください。 

注意:iCal ファイルの最大サイズは 10Mbですが、変更は可能です。Tigermeetingの予約や概要画

面は、設定済みの URLがアクセス可能であれば新しいファイルの内容後に問題なく動作します。 
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変更を同期させて、デバイスに設定を展開します 

 

 
 

デバイスのスクリーンショット(または近くにデバイス画面があれば)を変更して設定をテストしてくださ

い。 

 
 

統合 – ICSを通じたスケジュールの公開 

 
概要 

 

TigerMeetingは、ICS(iCalendar)フィードを利用することで、ほぼすべてのカレンダーシステムから

会議室のスケジュールを表示できます。  

これは「プル」連携です。TigerMeetingはカレンダーシステムが提供する公開アクセス可能な(または

秘密の)URLを定期的にチェックし、それに応じて部屋の表示を更新します。 

 

この方法は以下の場合に理想的です: 
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• 複雑な API連携は避けたいです。 

• 直接 APIアクセスが制限されているオンプレミスの Zimbraや IceWarpのようなセキュリティ

強化環境を使っています。 

• 企業のメールアドレスと一緒に、Skeddaのような専用の予約ツールを使っています。 

 

対応プラットフォームと構成 

 

TigerMeetingは対応システムを 3つのグループに分類しています:主要クラウドプロバイダー、エンタ

ープライズコラボレーションプラットフォーム(オンプレミス/プライベートクラウド)、およびスタンドアロン

予約システム。 

 

主要なクラウドプロバイダー 

 

組織がMicrosoft 365や Google Workspace を使用している場合、これらは通常、組織内で「真実

の情報源」として脅かされます。 

 

Microsoft Exchange / Office 365 

• 機能:「リソースメールボックス」(ミーティングルーム)を設定し、カレンダーを一意の URLで公開

できます。 

• 有効化方法:管理者は PowerShellまたは Exchange管理センターを使って、そのリソースカ

レンダーに対して PublishEnableを$trueに設定する必要があります。 

• 結果:.icsで終わる隠れた URL(多くの場合 reachcalendar.ics)。 

• セキュリティ注意:この URLは技術的には公開ですが、「難解」です(推測が難しいです)。 

 

Google Workspace と Google カレンダー 

• 機能:Googleは特定のリソースカレンダーを「シークレットアドレス」でアクセス可能にできます。 

 

• 有効化方法: 

一. 特定の部屋リソースについては Google カレンダー設定に行ってください。 

二. 「カレンダーの統合」セクションまでスクロールしてください。 

三. 結果:「iCal形式のシークレットアドレス」をコピーしてください。 

四. 注意:「 パブリックアドレス」は、カレンダーを世界中に明示的に公開している場合を除き、

使用しないでください。 



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 116    
 

 
 

エンタープライズコラボレーションプラットフォーム(Zimbra、Carbonio、IceWarp) 

 

これらのプラットフォームは政府、ISP、そして厳しく規制された業界で一般的です。標準的な ICS フィ

ードを公開することに優れており、多くの場合、サードパーティのプラグインを必要としません。 

 

ジンブラ・コラボレーション 

 

Zimbraはユーザーが「ヒットリスト」URLを生成し、カレンダーなどのフォルダデータを様々な形式で

公開できます。ICS も含まれます。 

 

方法 1:UIの使い方(モダン UI) 

一. Zimbraのウェブクライアントにログインしてください。 

二. カレンダータブに行ってください。 

三. 公開したい特定のルームカレンダーやユーザーカレンダーを右クリックしてください。 

四. カレンダーの共有を選択してください。 

五. 「公開(閲覧のみ)」を選択してください。 

六. Zimbraは URLを表示します。ICSまたは iCal とラベル付けされたリンクを必ずコピーしてく

ださい。 

 

方法 2:REST API 方式(直接構築)  

管理者が共有メニューにアクセスできない場合、アカウントのメールアドレスとサーバーアドレスが分

かっていれば手動でリンクを作成できます:https://mail.yourdomain.com/home/room-

email@domain.com/Calendar?fmt=ics 

 

カレンダーがデフォルトのカレンダーでない場合は、特定のフォルダ名に置き換えてください。 

 

ザクストラス・カルボニオ 

 

Carbonio(および Carbonio CE)は Zimbra と似たアーキテクチャで構築されていますが、クリーンな

リンクを生成する専用の「シェア」インターフェースを提供しています。 

 

有効化方法: 
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一. カレンダータブに移動します。 

二. 部屋の表示に使うにはカレンダーを右クリックしてください。 

三. カレンダーの編集と共有を選択してください。 

四. 「公開」(閲覧のみ、パスワード不要)を選択してください。 

五. システムが ICSの URLを生成します。このリンクをコピーしてください。 

六. 注意:Carbonio管理者がサービスクラス(COS)レベルで「公開共有」を無効にしていないか確

認してください。 

 
CalDAVのセットアップ章の前の手順を参照してください 

 

アイスワープ 

 

IceWarpは標準的なWebDAVおよび ICSの公開をサポートしていますが、正しい URLを見つける

には特定の統合設定で確認する必要があります。 

 

有効化方法: 

 

一. ルームカレンダーの所有者アカウントとして IceWarp WebClientにログインしてください。 

二. プロフィール写真(右上)をクリックし、設定(またはオプション)を選択してください。 

三. 統合タブ(時には「カレンダー」>「シェアリング」の下にあることもあります)にアクセスしてくださ

い。 

四. 「インターネットカレンダー」または「パブリックカレンダーリンク」とラベル付けされたセクションを

探してください。 

五. .icsで終わる URLをコピーしてください。 

 

代替案として、デスクトップクライアントを使用している場合は、カレンダーフォルダ>共有>「インターネ

ットで公開」を有効にするとリンクを生成できます。 
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スタンドアロン予約システム 

 

これらのシステムは独自のデータベースを管理し、コワーキングスペースや共有施設に最適です。 

 

スケッダ 

 

仕組み:Skeddaはこの分野で非常に高い能力を持っています。「会場レベル」フィード(すべての予約)

や「スペースレベル」フィード(特定の部屋)を生成できます。 

 

機能:管理者は統合設定ページから直接読み取り専用の iCal リンクを取得できます。このリンクは外

部カレンダーや表示ソフトでスケジュールを表示するために使用できます。 

 

最適な用途:コワーキングスペース、スポーツ施設、IT インフラに依存しない柔軟なシステムを必要と

するオフィス。 

 

有効化方法: 

 

一. 設定>統合へ。 

二. iCal / Webcalを選択してください。 

三. 「会場レベル」フィード(すべての予約)や「スペースレベル」フィード(特定の部屋)を生成すること

ができます。 

四. 提供された HTTPS リンクをコピーしてください。 

 

ヤルームズ 

 

仕組み:Yaroomsはカレンダーエクスポートの細かい管理を提供します。 

 

機能:個別の部屋やリソースごとに iCal フィードを提供しています。サポートドキュメントには Outlook

やMac カレンダーなどの外部アプリケーションからこれらのフィードを購読する方法が明記されていま

す。 

 

最適な用途:デスクとルームの両方の予約が必要なハイブリッド職場で、簡単にエクスポートできる場

合。 

 

有効化方法:  

Yaroomsは個別の部屋向けに詳細な iCal フィードを提供しています。  

ダッシュボードの特定のルーム設定に移動し、「エクスポート」または「統合」タブを探してサブスクリプ

ションの URLを見つけてください。 

 

SuperSaaS 
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仕組み:高度にカスタマイズ可能な汎用予約エンジン。 

 

特徴:アクセシブルスケジュールの概念に基づいて構築されています。作成するすべてのスケジュール

には「購読」オプションがあり、標準的な ICS/Webcal リンクを提供します。 

 

最適な用途:データフィードを完全にコントロールしたい複雑なスケジューリングのニーズで、「光鮮」な

企業インターフェースは必要ありません。 

 

有効化方法: 

 

一. 特定のスケジュールについては「設定」へ行ってください。 

二. アクセスタブを選択してください。 

三. 「Outlook、Google、または Apple カレンダーで購読」のセクションを探してください。 

四. 提供された webcal/ICS リンクをコピーしてください。 

 

セルフホスト/オープンソース  

 

Linux/PHPスタック上で自社のインフラをホストしている組織向けです。 

 

Nextcloud / OwnCloud 

 

有効化方法: 

 

一. カレンダーアプリを開きます。 

二. カレンダー名の横にある 3つの点(...)をクリックしてください。 

三. 「プライベートリンクのコピー」(安全)または「リンクの共有」(公開)を選択してください。 

四. この URLを Tigermeetingに貼り付けてください。 

五. ヒント:URLが/htmlで終わる場合は、/exportに変更するか、共有メニューで特定の「サブス

クリプションリンク」を探して生の ICSデータを確実に取得してください。 

 

URLが暴露した ICS とWebcal リンクの混乱 

 

TigermeetingがWebcal リンクをサポートしているかどうか、混乱が生じることがあります。 

技術的にはデータにほとんど違いはありませんが、ソフトウェアがリンクを扱う方法には大きな違いが

あります。 

 

Tigermeetingのようなシステムでは、この区別が設定上非常に重要です。 

 
HTTPSリンク(https://.../calendar.ics) 
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• それは何か:ファイルを指す標準的なウェブアドレスです。 

• 挙動:これをブラウザに貼り付けると、.ics ファイルが「ダウンロード」フォルダにダウンロードされ

る可能性が高いです。 

• ユースケース:これが Tigermeetingに必要なものです。ファイルを定期的に「取得」するために

直接アドレスが必要です。 

 

Webcal リンク(webcal:.../calendar.ics) 

 

• それは何か:Appleが考案したが現在標準となっている非公式の URI方式で、「トリガー」として

機能します。 

• 動作:このリンクをクリックすると、パソコンはファイルをダウンロードしません。代わりに、すぐに

デフォルトのカレンダーアプリ(Outlook、Apple Calendar、Thunderbirdなど)を起動し、その

カレンダーを購読するかどうかを尋ねます。 

• ユースケース:人間の利便性。 

 

統合の「コツ」 

 

99%の場合、webcal:// と https:// は接頭辞を入れ替えれば交換可能です。 

 

もしプロバイダー(SuperSaaSや Apple iCloudのような)が webcal:// で始まるリンクを提供した場

合、Tigermeetingはサーバー/アプリケーションであり、デスクトップカレンダーアプリではないため認

識しません。 

 

やるべきことは:URL を Tigermeeting管理パネルに貼り付けるときに、webcal:// を https:// に置

き換えるだけです。 

 

例: 

 

一. カレンダーには以下の webcal://www.mysite.com/schedule.ics 

二. 管理者が Tigermeetingに貼り付け:https://www.mysite.com/schedule.ics 

 

トラブルシューティングとベストプラクティス 

 

• リフレッシュレート(キャッシュ):ICSはパッシブプロトコルです。TigerMeetingは数秒ごとにデ

ータを「プル」します(デフォルトは通常 30秒から 2分です)。ICS カレンダー

(Zimbra/Exchange)に変更が加えられても、会議室の画面に即座に表示されることはありま

せん。 

• 緩和策:即時更新が必要な場合は、プランでサポートされている場合は直接 API統合への移

行を検討してください。 

• タイムゾーン:ICS ファイルは浮動タイムゾーンを許可しています。カレンダーサーバー(例

:IceWarp)と Tigermeetingディスプレイが正しいローカルタイムゾーンに設定されていることを
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確認してください。不一致すると会議が 1〜2時間ずれているように見えることがあります。 

• データプライバシー:生成された ICS リンクの多くは「公開されているが隠されている」(難名性に

よるセキュリティ)です。URLを推測した人はスケジュールを閲覧できます。 

• ベストプラクティス:会議室の予約の「件名」や「説明」にパスワード、患者名、財務情報などの機

密情報を記載しないでください。部屋のカレンダーには「内部同期」や「クライアント会議」などの

一般的なタイトルを使いましょう。 

 

Webcalカレンダーの設定 
 

Webcalおよび iCalendar(.ics)フィードの設定 
 

TigerMeetingはネイティブに iCalendar(.ics)ファイル形式をサポートしており、読み取り専用のサブ

スクリプションフィードを使って外部カレンダープロバイダーからのルームスケジュールをシームレスに

同期できます。 

 

この統合の仕組みを理解するには、実際のカレンダーデータ形式(iCalendar)と、それを配信する仕

組み(Webcal)を区別することが役立ちます。 

 

歴史と標準:iCalendarとWebcalの違い 
 

iCalendarは、カレンダーデータの交換に関する公式かつ世界的に受け入れられている標準です。も

ともとは 1998年にインターネット工学タスクフォース(IETF)によって RFC 2445の下で定義され、そ

の後 2009年に RFC 5545で更新・定着されました。このプレーンテキスト形式は、イベント、時間、ル

ールの構造を正確に決定します。ファイルが.icsで終わる場合、それは RFC 5545の厳格なルール

に従ってフォーマットされたテキストファイルに過ぎません。 

 

iCalendar とは異なり、webcal:// は公式の IETF インターネット標準ではなく、独自の RFC もありま

せん。これは 2000年代初頭に Appleが「iCal」アプリケーションと同時に導入しました。 

 

Webcalは技術的には「擬似プロトコル」または非公式の統一リソース識別子(URI)方式です。その唯

一の目的は、オペレーティングシステムのフラグとして機能することです。ユーザーが webcal:// リン

クをクリックすると、オペレーティングシステムはそのリンクをブラウザでウェブページとして開こうとす

るのではなく、直接ローカルカレンダーアプリケーション(Apple CalendarやMicrosoft Outlookなど

)に渡すことを知っています。 

 

webcalは OSのローカルトリガーに過ぎないため、Tigermeetingのようなサーバーアプリケーション

はネットワーク経由で生の.icsデータを取得するために標準的なウェブプロトコル(HTTP/HTTPS)を

必要とします。 
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構成ステップ 
カレンダーフィードをうまく接続するには、以下の正確な設定手順に従ってください: 

 

1. カレンダーモードを選択する 

Tigermeetingアプリケーションで設定>カレンダーへ移動してください。カレンダー統合オプションで、

指定されたカレンダーとして iCalendarを選択してください。 

 

2. プロトコルを HTTPSに変換する 

カレンダーシステムが提供するサブスクリプション URLをコピーしてください。URLが webcal:// 擬

似プロトコルで始まる場合は、Tigermeetingが標準的なネットワークリクエストを実行できるように、

その接頭辞を https:// に手動で置き換える必要があります。 

 

変換例 

オリジナル:webcal://server.domain.com/path/to/calendar 

必須条件:https://server.domain.com/path/to/calendar 

 

3. .ics拡張を付け加える 

Tigermeetingでは URLが iCalendar ファイルに明示的に指し示されている必要があります。URL

の末尾を確認してください。生成されたリンクに正しい拡張子が含まれていない場合は、ファイルフォ

ーマットの基準に準拠するために文字列の最後尾に手動で.icsを追加してください。 

 

変換例: 

https://server.domain.com/path/to/calendar 

必須条件:https://server.domain.com/path/to/calendar.ics 

 

セットアップの検証 

設定を保存する前に、各部屋の最終 URL文字列が以下の正確な構造に従っていることを確認してく

ださい。 

https://<calendar-server-address>/<path>/<filename>.ics 

 

Tigermeetingはファイル認証を提供し、アクセスを検証します  

 

適切なフォーマットの URLが保存されると、Tigermeetingは標準的な HTTP リクエストを実行し、

RFC 5545準拠の.icsペイロードを解析し、自動的に次の部屋スケジュールをディスプレイに表示しま

す。 

 

CalDAVカレンダーの設定 
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CalDAV(Calendar Extensions to WebDAV)は、クライアントアプリケーションがリモートサーバー上

のスケジューリングデータにアクセスし、管理し、同期することを可能にするインターネット標準です。こ

れはWebDAV(Web Distributed Authoring and Versioning)プロトコルを拡張しており、WebDAV

自体が HTTP/1.1を拡張しています。 

 

仕様および RFC規格 

相互運用性を確保するため、Tigermeetingプラットフォームはインターネット工学タスクフォース

(IETF)が定めた基礎標準に準拠しています: 

 

• RFC 4791(CalDAV):カレンダーイベントのスケジューリング、ToDo項目の管理、カレンダーコ

ンポーネントのクエリを可能にするWebDAVのコア拡張を定義しています。 

• RFC 5545(iCalendar):カレンダースケールオブジェクト(イベント、タスク、ジャーナルエントリ)

を表現するための標準データフォーマットを規定しています。Tigermeeting とサーバー間で交

換されるすべてのイベントペイロードはこの.ics形式を使用します。 

• RFC 2518 / RFC 4918(WebDAV):アクセス制御、ロック、プロパティ操作を含むリモートリソー

ス管理に必要な基盤となる HTTP メソッドを提供します。 

• RFC 6638(CalDAV スケジューリング拡張):サーバーが内部および外部ユーザー間の招待の

スケジューリングや空忙中検索をどのように扱うかを定義しています。 

 

アーキテクチャワークフロー 

Tigermeetingは CalDAV クライアントとして機能します。特定のWebDAV動詞を使って、ターゲット

の CalDAVサーバーに構造化された HTTP リクエストを送信します。 

 

• PROPFIND:カレンダーコレクションやルームリソースプロパティを発見します。 

• レポート:特定の時間ウィンドウ内でイベントを取得するなど、特定の時間ウィンドウ内でのター

ゲットを絞ったクエリを実行します。 

• PUT / DELETE:会議室の予約をパネルから直接作成、更新、または削除します。 

 

CalDAVカレンダーの添付 

カレンダーサーバーを統合するには、Tigermeeting管理パネルとディレクトリサービスやカレンダー

バックエンド間で安全なハンドシェイクを初期化する必要があります。 
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Tigermeeting管理アプリケーション内の CALENDARS>設定へ移動してください。プラットフォームに

はベンダー固有の実装に基づいてパストラバーサル動作を自動的に調整する複数の事前設定プロフ

ァイルが含まれています: 

 

• カスタム CalDAVサーバー:標準準拠サーバー(例:Radicale、SabreDAV)向けの汎用プロファ

イル。 

• Carbonio CE / Zimbra:ZAD(Zimbra Collaboration)および Carbonioエンドポイント向けに

調整されています。 

• Nextcloud / ownCloud:同期頻度を最適化し、組み込みのリソース予約構造に対応します。 

• SOGo / BaiKal:軽量で標準準拠の実装。 

• Enterprise SaaS(Google Workspace / Apple iCloud):トークンベースおよびアプリ固有のセ

キュリティ制約に対応するよう設定されています。 

 

重要: 本番環境では、ネットワーク経路上の基本的な認証ハンドシェイク時の認証スニッフィングを防

ぐために TLS(HTTPS)を強制することが強く推奨されます。  

使用される証明書や、CA、発行者などの証明書チェーン全体が有効である必要があります。自己署

名証明書を持つサーバーへの接続は失敗します。 
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フィールドが入力されたら、CONNECT & FETCH ROOMS をクリックしてルートコレクション URLに

対して PROPFIND リクエストを発動します。 

 

認証情報のハンドシェイクが成功すると、サーバーはそのアカウントディレクトリにリンクされた利用可

能なカレンダーをマッピングした XML応答を返します。 

 

 
 

選択マトリックス:アプリケーションはマルチセレクトインターフェースをコンパイルし、発見された各カレ

ンダーの記述的な名称と正確なリソースパスを表示します。 

例:http://192.168.88.55:5232/tiger/DevCalendar1/ 

 

リソース隔離:会議スペースのハードウェアにマッピングしたい物理資産や共有チームスケジュールに

限定したチェックボックスにチェックを入れましょう。 
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データコミット:IMPORT SELECT をクリックします。この操作によりエンドポイントはローカルの

Tigermeetingアプリケーションデータベースにログ登録されます。 

 

 
 

カレンダーパスをインポートすると段階的な構成が作成されます。これらのレコードをアクティブシステ

ムルーティングにコミットするには、アプリケーション状態を最終化する必要があります。 

 

カレンダータイプレイアウトダッシュボードの下で接続されたエンドポイントを確認してください。 

「変更の同期」をクリックします。 

プラットフォームはこれらの URIをグローバルに登録し、物理パネル配列の更新を担当するポーリン

グワーカーを開始します。 

 

データベースのシリアライズが成功しているかを確認するには、ROOMS タブに切り替えてください。イ

ンポートされたパスは、営業時間、予約容量、カスタムメタデータなどのカスタマイズ可能なパラメータ

を含む独立したエンティティとして表示されます。 

 
新しい Tigermeeting クライアントノードがチェックインすると、その状態は DEVICE PROPERTIES コ

ンソール内でデフォルトで「NO ROOM ASSIGNED」になります。 
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• ターゲット端末は固有の IPアドレスとシステム IDで識別します。 

• 「PICK EXISTLY」スクロールコンテナを見つけてください。このエリアは先に確認したアクティブ

な部屋リストを動的に読みます。 

• 希望するカレンダーインスタンス(例:タイガーチーム 1)を選択します。 

• 「部屋をアタッチ」ボタンをクリックしてください。 

             
 

接続後、インターフェースは再読み込みされ、そのノードの包括的な診断プロファイルを表示します。 

下流 URL検証:パネルはアクティブな CalDAVベースサーバーパスを表示します。 

インタラクティブコントロール:インターフェースは手動の FETCH CALENDARSアクションを公開し、即

時キャッシュ無効化とデルタ同期を強制します。 

 

SAVE SETTINGS - Save the configuration and SYNCHRONIZE CHANGES を経て、デバイスは

設定済みの CalDAV カレンダーリソースを使用し始めます。 

 

Zextras Carbonioおよび Carbonio CEの設定 
 

カレンダーを共有する方法は 2つあります 

 

一) サービスアカウント経由 
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サービスアカウントを作成してください。CalDAVのカレンダー管理専用アカウントです。  

注意:このユーザーは管理者権限を持つ必要はありません。 

 

 
 

リソースを選択し、設定を確認してください。 

 

 
 

カレンダー委任はメールボックスレベルの機能なので、管理パネルの設定からは設定できません。右

上近くの「メールを見る」ボタンを使う必要があります。 

 

リソースとしてログイン:VIEW MAILをクリックすると、ルームリソースの代わりに実際のウェブメール

インターフェースが開きます。  
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注意:これは多くの場合必要です。なぜなら、新しいリソースメールボックスは最初のログインや最初の

メール受信まで完全に初期化されないためです。 

 

 
 

リソースのウェブメール内に移動したら、「カレンダー」タブに移動します。左パネルの「カレンダー」を右

クリックし、「カレンダーの編集と共有」を選びます。 

「内部共有」を選びました -> ADD SHARE を選びました そして、サービスアカウントをマネージャーロ

ールに割り当てることができます。 

 

      
 

二) リソース認証パスワードを設定してください 

 

外部クライアントが直接部屋にログインできるようにするには、リソースアカウントにパスワードを割り

当てる必要があります。 

 

これを Carbonioサーバー上で root として実行し、部屋のメールアドレスと希望するパスワードを置き

換えます: 

 

su - zextras -c "zmprov sp room_address@domain.com 'YourSecurePassword'" 

 

パスワード設定後、外部アプリケーションは CalDAVの URLに対して、ユーザー名として完全なリソ

ースメールアドレスとパスワードを割り当てて認証できます。 
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パスワードは Carbonio管理インターフェースからリソースプロパティを編集することで設定できます 

 

 
 

重要: 

Carbonioはカレンダーリソース共有方法に応じて異なるアクセスパスを公開します: 

 

• CalDAV: https://<server>/dav/<resource@domian.com>/カレンダー 

• iCal: https://<server>/home/<resource@domian.com>/Calendar.ics 

• webcal: webcals://<server>/<resource@domian.com>/カレンダー 

• CalDAV リソースディスカバリーパス https://<server>/dav/<resource@domian.com>/  

 

…デフォルトの/カレンダー名は会社の好みに応じて変更・編集可能です。 
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OXカレンダーの設定 
 

openDeskワークスペーススイートは、Open-Xchange App Suite https://ox.io/ の OX カレンダー

をコアなデジタルカレンダーコンポーネントとして使用しています。 

 

統合: OpenDesk(https://www.opendesk.eu/en/product)プラットフォーム内の OX メールおよび

OX連絡先とシームレスに連携し、スケジューリング、リソース調整、可用性管理を担当します。 

 

機能: 共有カレンダー、定期的な予定、タスクの期限表示、カスタマイズされた日次・週次・月次ビュー

に対応しています。もしよければ、Nextcloud(ファイルストレージ)や Element(チャット)など他のコン

ポーネントが openDesk とどのように統合されるかについて、さらに詳しくご案内できます。 

 

Tigermeetingを OX Calendar(Open-Xchange)と統合するには、CalDAVを利用する必要がありま

す。Tigermeetingには Open-Xchange専用のネイティブプラグインは搭載されていませんが、

Open CalDAV標準を完全にサポートしています。 

 

統合の設定方法は以下の通りです: 

 

ステップ 1:OX カレンダーの取得 CalDAV  

Tigermeetingを設定する前に、Open-Xchange カレンダーの接続情報が必要です。 

openDesk / OX App Suiteアカウントにログインしてください。 

カレンダーアプリに移動します。 

会議室で使いたいカレンダーを見つけましょう。  

設定またはプロパティアイコンをクリックすると、CalDAVの URLが確認できます。 

ログイン時のユーザー名(通常は完全なメールアドレス)とパスワードとともに、完全な URLをメモして

ください。 

 

ステップ 2:TigerMeetingでの統合設定 

 

Tigermeeting管理アプリを使ってカレンダーをリンクできます。Tigermeeting 

Tigermeeting管理アプリケーションを開いてください。 

カレンダーまたはインフラストラクチャの添付ウィザードに移動してください。 

対応カレンダープロバイダーのリストから CalDAVを選択してください。 

OXサーバーの URL(ステップ 1で取得した CalDAV リンク)を入力してください。 

OXアカウントの認証情報(ユーザー名とパスワード)を入力してください。 

セットアップウィザードを完了して、Tigermeeting を現在のセットアップに接続してください。 

 

ステップ 3:会議室にカレンダーを割り当てる 

CalDAVの一般的なアカウントが連携したら、OXのカレンダールームを対応する Tigermeetingの物

理ディスプレイにマッピングできます: 
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各部屋ごとに正しいインポートされたカレンダーリソースを選択してください。 

TigerMeetingは自動的にローカルネットワークのディスプレイ間でイベントの同期を開始します。 

 

注意:ネットワークのファイアウォールが Tigermeetingハードウェアから OX カレンダーサーバーURL

への送信トラフィックを許可していることを確認してください 

 

Larkと Feishu 飞书の設定 
 

Feishuは中国本土で使われている優れたオフィスフレームワークで、サーバーやすべてのデータが中国

に保管されています。Lark(しばしば Lark Suite とも呼ばれる)は、データを中国国外、主にシンガポール

や日本に保存する Feishuのグローバル版です。  

 

要件: Lark/Feishu カレンダーには最大 20ユーザー向けの無料「スターター」プランがありますが、会議

室管理の API通話は通常、月間 10000回の API通話制限を超えます(単一部屋でも)。したがって、

TigerMeetingアプリを会議室管理に利用するには少なくとも「Pro」サブスクリプションが必要です。ご確認

ください https://www.larksuite.com/en_us/plans  

 

ルームリソースの作成 
 

部屋リソースの作成や変更は、Lark/Feishuの管理ページを通じてのみ可能です。Tigermeetingは部屋

のリソースを変更しないため、「ルーム情報」や「容量」は管理者アプリケーションで編集できません。 

 

Feishuを使う場合はブラウザを https://open.feishu.cn/、Larkを使う場合は 

https://open.larksuite.com/ に切り替えてください。 

 

管理コンソールでルームリソースの設定を行います 

 
 

会議室>ルーム管理で部屋リソースを構成してください 
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会議室のタイムゾーンが正しいことを確認してください  
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Feishu/Larkのカレンダールームリソースはツリーディレクトリ構造の 5レベル目にのみ許可されています

。 

したがって、典型的な部屋資源構造は次のようになります。 

カントリー・シティ・オフィス・ビル・ルーム名(...もちろん他のディレクトリ構造も許容されますが、最終条件と

して 5階の部屋を満たす必要があります) 

 

 
 

適切に追加された部屋は、与えられたオプションとパラメータとともにリストに表示されます。 
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部屋構成の例 

 

 
 

管理者ユーザーをルームリソースに購読してください 
 

Lark/Feishu カレンダーを Tigermeetingスイートにアタッチし認証を行う管理者ユーザーは、会議室のサ

ブスクリプションに登録して、ルームリソース管理に必要な権限を得る必要があります。 

 

Larkの管理者を管理者としてログインし、「カレンダー」へ移動してください。 
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左側(連絡先、部屋の検索)で「+」ボタンを押して「カレンダーに購読」をしてください。 

 

         
 

…そして、Tigermeeting room管理で使用されるすべてのカレンダーへの「購読」機能。 

 
なお、Tigermeetingは管理者ユーザーがサブスクリプションをしている部屋のみを使用可能です。有効な
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サブスクリプションがない場合、管理者アプリは選択した場合、そのルームに対して警告を表示します。 

 

 
 

管理者ユーザー権限およびルーム管理者権限 
 

Lark/Feishuは非常に厳しい部屋権限を持っています。管理者ユーザーが他の企業ユーザーが予約した

会議を作成、短縮、延長、削除するためには、ルーム管理者権限が必要です。 

 

Lark/Feishu 管理コンソールで会議室 - > ルーム管理に移動し、各部屋の設定を開きます 

 

 
 

複数の会議室を設定するレイヤーを選択します 

ページ左側のリストで、右側の部屋レイヤーをクリックして詳細を開き、レイヤー名の右側にある設定をクリ

ックしてください。 
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基本情報の中から「会議室予約管理者」を選択し、「設定」をクリックします。  

すべての部屋に管理者ユーザーを追加してください。 

 

 
 

詳細な説明については、公式のラーク/フェイシュ文書を参照してください 

https://www.larksuite.com/hc/en-US/articles/360048488450-admin-assign-room-reservation-

administrators-and-manage-rooms 

 

タイガーミーティング ラーク/フェイシュアプリ 
 

Tigermeetingは、それぞれ Lark Suite と Feishuによって認証された 2つのグローバルアプリケーション

を使用しています。 

 

非常に似た方法で、管理者ユーザーに Tigermeetingアプリの権限を受け入れるよう求められ、
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Tigermeetingデバイスと Lark/Feihu カレンダー間の会議室関連の予約通信を橋渡しし、有効化します。 

 

要求されるスコープおよび権限の一覧は以下の通りです: 

 

      「contact:contact.base:readonly」 

      「連絡先:連絡先」 

      「カレンダー:部屋:閲覧のみ」 

      「カレンダー:カレンダー」 

      「カレンダー:カレンダー:読み取り専用」 

      「カレンダー:カレンダー:更新」 

      「カレンダー:カレンダー:作成」 

      「カレンダー:カレンダー:既読」 

      「VC:room」 

      「vc:room:readonly」 

      「カレンダー:カレンダー.イベント:作成」 

      「カレンダー:カレンダー.イベント:削除」 

      「カレンダー:カレンダー.イベント:読まれた」 

      「カレンダー:カレンダー.イベント:更新」 

 

管理者アプリでカレンダーを添付する方法 
 

Lark と Feishuはまったく同じカレンダーですが、データのセキュリティと地域の違いが異なります。管理者

のユーザー認証が使用するサーバーエンドポイントやカレンダーを決定します。  

 

 
 

Larkまたは Feihuのサインインオプションを選択すると、管理者が Tigermeetingアプリの承認を提

示されます  
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認証が成功すると、クリップボードにコピーされるトークンが提供されます。 

 

    
 

認可トークンは管理者アプリに貼り付ける必要があります。 
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認証が成功すると、ラーク・フェイシュの暦が添付されます。 

 

会議室リソースの構造は非常に複雑ですが、Lark-FeishuはMicrosoft365、Exchange Server、

Exchange Onlineのような RoomListの原則をサポートしていません。Tigermeeting管理アプリは

、Tigermeeting インストールインスタンスで管理するルームリソースを選択するための高度なインター

フェースを提供します。 

 

原則はMicrosoft365、Exchange Server、Exchange Online RoomLists と同じで、ローカルネット

ワークのインフラに関連する部屋を選んでください。 

 

 
 

部屋選択が完了したら、「選択した部屋をインポート」を押すと、カレンダーがタイガーミーティングスイ
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ートに紐付けられます。 

 

 
 

部屋の選択は「RE-IMPORT ROOMS」で変更可能です。 

承認トークンが期限切れの場合は再認証が必要になる場合がありますのでご注意ください。 

 

Odoo ERPカレンダーの設定 
 

Odooは、ネイティブのカレンダー機能とスケジューリング機能を備えた包括的なオープンソースのエンター

プライズリソースプランニング(ERP)スイートです。  

Tigermeetingは Odooのネイティブ JSON-RPC外部 APIを用いて、Odoo コミュニティ版と Odoo 

Enterprise版の両方と直接統合します。この双方向直接接続により、サードパーティの CalDAVプラグイン

やミドルウェアサーバーの必要がなくなり、会議室パネルがスケジュールを読み込み、アドホック会議をネイ

ティブに Odooデータベースに設定できるようにします。 

 

Odooでの会議室リソースの作成 
 

Tigermeetingは Odooの基盤となる res.partnerデータベースモデルを利用してカレンダー参加者をマッ

ピングしているため、会議室は Odooシステム内で標準的な連絡先として作成する必要があります。 

 

一. Odooのウェブインターフェース(http://<your-server-ip>:8069)に管理者アカウントでログインしてくだ

さい。 

二. メインの Odooアプリダッシュボードから連絡先アプリに移動します。 

三. 左上の「新設(または作成)」ボタンをクリックしてください。 

 

部屋の詳細設定: 

• 名前:部屋の表示名(例:Boardroom A)を入力してください。これはまさに Tigermeetingの画面に表

示される方法です。 

• 会社タイプ:個人(または会社)として残してください。APIは両方を平等に扱います。 

• メール:部屋ごとに固有のメールアドレス(例:boardroom-a@yourdomain.com)を用意しましょう。オ

プションですが、メールアドレスを割り当てることでインポート段階で正しいリソースを特定するのがず

っと容易になります。 

 

四. 連絡先カードの上部にある保存アイコン(クラウド/ディスクアイコン)をクリックしてください。 
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五. このプロセスを施設内のすべての物理的な会議室で繰り返してください。 

 

  
 

管理アプリケーションでの Odooの設定 
 

Odooに部屋ができたら、Tigermeeting管理者アプリケーションを ERPデータベースに連携できます

。 

 
Tigermeeting管理アプリケーションを開き、メインサイドバーからカレンダーセクションに移動します。 

Odooの ERP カレンダーカードを見つけて、「Odooの設定」をクリックしてください。 

 

認証フォームに、Odooサーバー環境の詳細を入力してください: 

 

• ホスト URL:Odooサーバーのネットワークアドレス全体で、プロトコルやポート(例

:http://192.168.10.48:8069 や https://odoo.yourdomain.com)が含まれます。 

• データベース名:Odooデータベースの正確な内部名(例:tigermeeting_production)。 

• ログイン ユーザー名 / メール:Odoo管理者またはカレンダーや連絡先アプリの読み書き権限を

持つ専用サービスアカウントのメールアドレスです。 

• パスワード/APIキー:提供されたユーザーアカウントのパスワードまたは生成された APIキーで

す。 
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「送信」をクリックして認証し、部屋を取得してください。  

管理者アプリは JSON-RPCを通じて安全に認証し、データベースからすべてのアクティブな連絡先を

取得します。 

 

 
 

TigerMeetingへのルームインポート 
 

認証が成功すると、インターフェースは部屋選択画面に切り替わります。 

 

取得した Odoo連絡先のリストを確認してください。リストには連絡先名とメールアドレス、社内の Odoo

パートナーIDが表示されます。 

 

ステップ 1で作成した特定の会議室の横のチェックボックスにチェックを入れてください。会議室専用の

Odooデータベースを使っている場合は、「全取り決め」チェックボックスを使うことができます。 

 

「インポート選択」をクリックします。 
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選ばれた部屋は現在同期しています。  

 

管理者アプリの設定の「ルーム」セクションから容量を確認し、物理的な Androidディスプレイパネルに

割り当てることができます。  

Odoo カレンダーアプリで予約された会議で、その部屋が参加者として含まれる場合、自動的にディス

プレイにプッシュされ、パネルタッチスクリーン上で直接予約されたアドホック会議は、Odoo内で新しい

カレンダーイベントを即座に生成します。 

 

Zohoワークスペースの設定 
 

Zoho カレンダーを接続することで、TigerMeetingは会議室と個人カレンダーを自動的に同期させます。接

続後、ルーム予約画面には Zohoから直接取得されたライブの空き状況が表示され、デバイスや管理アプ

リで行われた予約はリアルタイムで Zohoに書き戻されます。 

 

Zohoは 2種類のスケジュールを公開しており、Tigermeetingはそれぞれを自動的に処理します。 

• 会議室 は Zoho Bookingsで予約可能なリソースとして管理されています。Tigermeetingは Zoho 

Bookings APIを通じて会議室の空き状況を読み書きします。 

• 個人カレンダー (個人の Zoho カレンダー)は標準の Zoho カレンダーAPIを通じて読み書きされます。 

 

どちらかを選ぶ必要はありません。カレンダーをインポートすると、Tigermeetingはどの種類かを検出し、
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今後のすべての同期を正しくルーティングします。 

 

始める前に、以下のことを必ず確認してください: 

• Zoho APIアプリケーションアカウントで、接続したい組織のカレンダーや会議室の管理者権限を持って

います。 

• Zoho Bookingsは、インポート予定の会議室ごとに設定し、各部屋をブランチの下にリソースとして追

加します。Tigermeetingはすでに Bookings リソースとして存在する部屋のみをインポートでき、Zoho

内で自動的に作成することはありません。 

• Tigermeeting管理アプリへのアクセス 権があり、カレンダー統合を管理する権限があります。 

• カレンダー同期を含む有効な Tigermeeting ライセンス(Advanced以上で利用可能)。 

 

Create Zoho API application  
 

一. ブラウザで https://api-console.zoho.euにアクセスしてください(Zohoデータセンターのドメインを使

用) 

二.  Tigermeetingのようなサーバーベースのアプリケーションを一つ作りましょう  

 

 
クライアントの詳細を設定する: 

 

クライアント名:Tigermeeting 

ホームページ URL:https://tigermeeting.app 

認可リダイレクト URI: https://tigermeeting.app/site/calendar/success-zoho.php 
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クライアント ID とクライアントシークレットを取得してください。これらは管理者のユーザー認証に使用されま

す。 

 

Zohoアカウントの連携 

 
一. Tigermeeting管理アプリで、カレンダー>設定に行ってください 

二. クリックして Zoho Workplaceを選択してください 

三. Zohoデータセンターの地域(例:.com、.eu、.in)を選択してください。これは Zoho組織がホストされてい

る地域と一致しなければ接続ができません。 

四. クライアント ID とクライアントシークレットを入力してください 

 
五. 認証をクリックして  Zohoサインインウィンドウを開きます。 

六. Zoho組織の管理者アカウントでサインインし、Tigermeetingが要求している権限を確認してから「

Accept」をクリックします。 
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七. リダイレクト URLから認証コードをキャプチャします 

 
八. …そして管理アプリに貼り付けます 
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九. 認証をクリックすると、認証が成功すればルームリソースがインポートのために読み込まれます 

十. Tigermeetingにリダイレクトされ、統合は「接続済み」と表示されます。 

一. もし再接続が必要になった場合、例えば Zohoのパスワードを変更したりアクセスを取り消したり

した後など、これらの手順を繰り返してください。再接続すると、すでにインポートした部屋やカレ

ンダーに影響を与えずに Tigermeetingのアクセスが更新されます。 

 

カレンダーと会議室のインポート 
 

Zohoアカウントが接続されたら: 

一. TigerMeetingは、あなたの Zoho組織で利用可能なすべての情報を以下のようにまとめています: 

一. 会議室 — 支店ごとに整理された Zoho Bookingsのリソース。 

二. 個人カレンダー — 個々のユーザーの Zoho カレンダー。 

二. TigerMeetingに取り入したい部屋やカレンダーを選択し、「選択をインポート」をクリックします。 
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三. 入力を促されたら確認してください。これにより、別のプロバイダー(Office 365、Exchangeなど)で現在

設定されている部屋が置き換えられます。別のカレンダーシステムからの移行をする前に、選択を必ず

確認してください。 

 
四. インポート後、各部屋やカレンダーは Zoho ソースが表示され、すぐに Tigermeetingデバイスに割り当

てることができます。 

 

日々の同期の仕組み 
 

• デバイスや管理アプリで行われた予約は即座に Zohoに送信され、数秒以内に部屋の Zoho カレンダ

ーに表示されます。 

• Zohoで直接( またはその Zoho カレンダーにアクセスできる誰でも)予約は、Tigermeetingデバイスが

次回投票した際に、部屋の同期間隔に基づいて表示されます。 

• キャンセルは 両方向で同じ仕組みで、デバイス内または Zohoでキャンセルし、次の同期時に更新しま

す。 

• Zohoで作成された繰り返しの会議はデバイス上で個別のイベントとして表示されます。各イベントはチ

ェックイン、延長、キャンセルを独立して行ってもシリーズ全体に影響を与えません。 
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もし予約がないことが分かっているのに一時的に「予約なし」と表示された場合は、次の同期サイクルを待っ

てから何か問題があると考えてください。ネットワーク状況や Zohoのレート制限による 1回のミスポールは

自動的に解決し、あなたの対応は不要です。 

 

ヤンデックス 360カレンダー 
 

Tigermeetingは、Yandex 360の会議室をルームパネルに表示し、組織独自の Yandex カレンダー

を使って予約を受け付けることができます。 

Yandex 360で部屋を作成・管理します。TigerMeetingはそれらをオフィス、フロア、収容人数と一緒

にインポートし、各部屋パネルに空いているか混雑しているかを示します。パネルでの予約は部屋を

添付したまま Yandex カレンダーに書き込まれます。 

Yandexを管理者アプリで一度だけ自分の Yandex OAuthアプリケーションに接続します。パネルは

誰もサインインしなくても動作します。 

 

パネルが示す内容。 自由時間と忙しい時間のみ。会議のタイトルや主催者は表示されません。忙しい

時間帯は「混雑中」として表示されます(制限参照)。 

 

要件 
 

Yandex 360 for Businessの組織には、専用ドメイン、すでに作成された会議室、そして接続できる

適切な従業員アカウントが必要です。 

 

要件 詳細 

ビジネス組織のための Yandex 360 例えば、従業員はあなたのドメイン、例えば 

name@company.com のドメインに住所を持っ

ています。 

認証済み企業ドメイン 会社のドメインは正しく認証プロセスを通過する

必要があります。 

Yandex 360の会議室 Yandex 360管理のオフィスおよび会議室の項

目で作成。Yandexは最適プランとアドバンスト

プランの中に「カレンダー内の会議室予約」をリ

ストアップ  しています。Yandexでプランの現

在の機能を確認してください。 

接続アカウント 組織のドメインにメールボックスを持つ管理者。

所有者の個人 Yandex ID(@yandexアドレス)

は使用できません。Yandexはその IDからの

部屋予約を拒否します。 

Yandex OAuthアプリケーション ステップ 2に記載された権限で 

oauth.yandex.ru に登録しています。クライア

ント ID とクライアントシークレットが必要です。 

管理者コンピュータのブラウザ 一度、ヤンデックスにサインインするために使
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要件 詳細 

われました。 

ネットワークアクセス、管理用コンピュータ oauth.yandex.ru、login.yandex.ru、

api360.yandex.net、cloud-api.yandex.net 

は HTTPS(ポート 443)で対応しています。 

ネットワークアクセス、ルームパネル caldav.yandex.ru HTTPS(ポート 443)経由で

接続します。 

タイガーミーティング 管理者アプリと、少なくとも 1つのルームパネ

ルがすでにネットワークとペアリングされていま

す。設定はデバイスが存在するまで保存されま

せん。 

 

Yandex 360を準備してください 
 

まず Yandex 360でオフィスと部屋を作成し、どのアカウントを接続するか決めます。Tigermeeting

は既存のアカウントのみを読み取ります。 

 

一. admin.yandex.ru で Yandex 360の管理機能を開き、オフィスや会議室に行ってください。 

二. オフィスタブで  、各オフィスの名前と都市名を追加してください。TigerMeetingは、都市ごとに

部屋をグループ化し、次にオフィス、フロアへと順に分類します。 

三. ミーティングルームタブで「追加」を選択し、部屋名、オフィス、フロア、容量を入力します。

Yandexは各部屋に専用の技術メールアドレス(例えば stockholm1@company.com)を付与し

ます。TigerMeetingはそのアドレスを使って部屋を識別します。 

四. 利用したい部屋ごとに予約を有効にしておきましょう。予約が無効な部屋はインポートリストでフ

ラグが立てられます。 

五. 接続するアカウントを選択してください。例えば rooms@company.com 専用の従業員アカウン

トを推奨します。パネルでの予約は実際の人物に帰属されないようにするためです。Yandex 

360のシートが必要です。 
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接続されたアカウントはパネルから行われるすべての予約の主催者となります。 

 

Yandex OAuthアプリケーションを作成する 
 

oauth.yandex.ru でアプリケーションを登録し、接続前に以下の権限を入力してください。自分のアプ

リケーションを持参するので、TigerMeetingが組織内で何をするかを正確にコントロールできます。 

 

一. oauth.yandex.ru でサインインして新しいアプリケーションを作成します。後で認識できるように

名前を付けておきましょう。例えば「Tigermeeting」などです。 

 

二. Yandexがアプリケーションにトークンの受け取り方法を尋ねたら、Yandexが自身の確認ペー

ジに結果を表示するオプションを選択してください。そのページは 

https://oauth.yandex.ru/verification_code Yandexによって修正されており、変更できませ

ん。 

三. データアクセスの項目に以下の権限を追加してください: 

四. アプリケーションを保存し、クライアント ID とクライアントシークレットをコピーします。 

 

許可を Tigermeetingが使う用途 

ディレクトリ:read_organization 自動的にあなたの組織を見つけます 

ディレクトリ:read_offices オフィス名や都市名を読み、グループルームま

で 

ディレクトリ:read_rooms 会議室のリストを読む 

ディレクトリ:read_users 従業員情報を読む 

カレンダー:カレンダーズ.read 予約が住むカレンダーを開く 

カレンダー:free_busy.読書 部屋が空いているか混んでいるか(パネルに表

示されているか)を読みます。 

カレンダー:イベント。読めます 予約を読み返す 

カレンダー:イベント.write。 パネルからの予約の作成およびキャンセル 

カレンダー:read_all カレンダー内のデータを読み取る 

カレンダー:write_all カレンダーにデータを書き込む 

カレンダー:カレンダーズ.read カレンダーとその設定のリストを読む 
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許可を Tigermeetingが使う用途 

カレンダー:カレンダー。書きましょう カレンダーの作成、編集、削除、アクセス管理 

calendar:resources.read カレンダーで組織の利用可能なオフィスや会議

室を読む 

カレンダー:全て カレンダーややることリストの内容を読んで変更

しましょう 

ya360_security:service_applications_

write 

サービスアプリの一覧管理 

パスポート:ビジネス 

 

Yandex ID組織との協働 

 

 
接続前に権限を追加してください。 トークンは発行時にアプリケーションが持っていた権限のみを持ち

ます。後で権限を追加した場合は、再度接続して新しいトークンを取得します。 

 

管理者アプリで接続 
 

接続はブラウザでのサインイン 1回と、管理者アプリにコピー&ペーストするだけです。 
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一. 管理者アプリで設定を開き、次にカレンダーを選んで Yandex 360 カードをクリックします。 

二. 以下の 3つの項目を入力してください: 

• ヤンデックスクライアント ID  

• あなたの Yandex メール:サインインするアカウントの正確なアドレスです。パネルから行わ

れるすべての予約のオーガナイザーになるので、ここでのタイプミスが予約を破ります。 

• ヤンデックスクライアントの秘密  

三. 認証をクリックします。このボタンは 3つのフィールドすべてが入力され、メールが有効に見えるまで

無効のままです。デフォルトのブラウザが Yandexのサインインページを開きます。 

四. 入力したメールアドレスと同じアカウントでサインインしてください。ブラウザがすでに別の Yandex

アカウントにサインインしている場合は、プライベートウィンドウを使うか、先にサインアウトしてくださ

い。間違ったアカウントに発行されたトークンは正しいカレンダーに届きません。 

五. Yandexがリストアップしている権限を確認してから確認してください。 

六. Yandexは oauth.yandex.ru/verification_code にアクセストークン付きの確認ページを表示しま

す。トークンをコピーするか、ブラウザのアドレスバーからアドレス全体をコピーしてください。 

 

七. 管理者アプリに戻って、ブラウザの「必要なアクション」画面で「貼り付け」(またはフィールドに貼り付

け)をクリックし、「VERIFY」を選びます。 

八. 管理者アプリは自動的に組織を検索します。Yandexの検索で返答しなければ、代わりに組織 ID

を求められます。Yandex 360の管理者の一般設定から「会社プロフィール」で見つけます。  

九. 入力して「続け」をクリックします。後で記憶します。 

アクセストークンはそのアカウントのカレンダーのパスワードのように機能します。チャットやチケットに

共有したり貼り付けたりしないでください。 

 

ルームのインポートと同期 
 

パネルは部屋をインポートしてネットワークを同期させるまで Yandexを読み取れません。 

 

一. 部屋リストは都市、オフィス、フロアごとにグループ化されています。シングルルーム、フロア全体ま

たはオフィス、または「すべて選択」にチェックを入れます。パネルに既に割り当てられた部屋はロッ

クされ、選択されたままです。 
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二. 「選択済みインポート」をクリックします。追加された部屋の数を確認するメッセージが表示されます。

各部屋の名前と収容人数は Yandexから取られており、階は「Office – Floor N」として作成されま

す。 

 

三. 設定ページの上部で「変更の同期」をクリックして  ください。これにより接続情報と部屋がパネルに

送信されます。 

四. 他のカレンダータイプと同様に、各パネルを部屋に割り当ててください。 

同期後、パネルは次の更新時にその部屋の空いている状態または話し中の状態を表示します。 

 

仕組み 
 

あなたは一度ヤンデックスにサインインします。その後、パネルはあなたが取得したトークンを使って

自分たちでヤンデックスカレンダーを読み書きします。 

 

 
サインイン時に管理者アプリが Yandexから組織、オフィス、部屋を読み取り、同期時にトークンと部屋

をパネルに送信します。各パネルは Yandex カレンダーに自分の部屋が混んでいるかどうかを尋ね、

接続されたアカウントとして予約を作成またはキャンセルします。 
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サインインは Yandexのトークンフローを使い、確認ページにトークンを表示するため、手作業でコピー

します。クライアントシークレットは接続と共に保存されますが、サインイン時に Yandexに送信されるこ

とはありません。 

 

予約とは、接続されたアカウントのカレンダーに入ったイベントで、その部屋が参加者として追加された

ことです。Yandexはイベントが保存された後にその部屋が付与されるかどうかを判断します。例えば、

誰かが少し前にスロットを取った場合、そのイベントはその部屋なしで存在します。 

 

制限と機能の現状 
 

パネルのルームインポートや空き・混雑は今日は動作しています。Yandexの会議タイトル、主案、ル

ームリストの更新はできません。 

 

特徴 現状 注記 

市室、オフィス室、階数、収

容人数を含む輸入室 

利用可能 インポートリストでは都市、オフィス

、階ごとにグループ化しています。 

部屋パネルの空き状態ま

たは混雑状態 

利用可能 パネルの次の更新時の更新はすぐ

にではない。 

パネルでの予約 利用可能 ヤンデックスはセーブ後に部屋を確

認します。スロットが同じ瞬間に使

われていれば、その部屋がなくても

イベントは存在します。 

会議の名称とパネルの主

催者 

利用できません パネルには「忙しい」と表示されて

います。Yandexは部屋の混雑時

間のみを報告します。タイトルやオ

ーガナイザーは各従業員のカレン

ダーにアクセスする必要があり、こ

れはサポートされていません。 

再インポートルーム 利用可能  Yandexの「ルーム再インポート」

ボタンを使ってください 

部屋を失わずに接続を更

新する方法 

まだ利用できません 詳細はメンテナンスを参照してくだ

さい。 

 

計画すべきこと: 

• 部屋は Yandex 360でのみ管理されます。 そこで作成、名前変更、削除してください。

Tigermeetingは Yandexの部屋を編集できません。 

• 1つの接続されたアカウントです。 パネルからの予約はすべてそのパネルによって整理され、各パ

ネルはトークンを使用します。 

• ネットワークごとにカレンダータイプは 1つだけです。Yandexは同じネットワーク内の他のカレンダ

ープロバイダーと並行して動作できません。 

• トークンの有効期限は約 1年 で、自動的に更新されることはありません。 
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• パネルは定期的に Yandexをチェックします。 Yandexは通知を送らないため、Yandexの変更は

次のチェックで表示されます。 

• 組織検索は、Yandexが非推奨とマークした Yandexサービスに依存します。 応答が止まった場

合、管理者アプリは代わりに組織 IDを求め、それを記憶します。 

•  要件に記載された Yandexアドレスへのネットワークアクセスが必要です。一部のネットワークでは

Yandexサービスへのアクセスが制限されています。 

メンテナンス 
 

年に一度くらい再接続する計画を立て、部屋やパネル割り当てを解除するために再接続することを想

定してください。 

• トークンの有効期限。 Yandexはトークンを約 1年間発行します。期限切れやアカウントのアクセス

が取り消されると、パネルは Yandexのデータの表示を停止します。接続日を書き留めて、1か月

前にリマインダーを設定しましょう。 

• 再接続中。設定を開き、次にカレンダーを開き、「カレンダーの分離」をクリックし、認証プロセスを繰

り返します。切断すると保存された認証情報が消去され、部屋がネットワークから外れ、パネルは部

屋割り当てを失います。切り離す前にどのパネルがどの部屋に属しているかを確認し、再度割り当

てできるようにしてください。 

• 部屋は後で Yandexに追加されます。 現在は同じ手順が適用されます。部屋 の再インポート は

有効ではないためです。 

• 接続されたアカウント、クライアント ID、またはクライアントシークレットを変更すること。 新しい値で

再接続します。 

• OAuthアプリケーションでの権限の追加または削除。 再接続して、新しいトークンで変更を伝えま

す。 

• Yandexで名前を変更したり削除したりする部屋。ネットワークを一歩に合わせるために、再度切り

離してインポートしてください。 
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一般的な暦機能 
 

TigerMeetingは主要なすべてのカレンダーに対応しています。カレンダーには特定の機能があ

る場合もありますが、Tigermeetingは常にすべてのカレンダーでできるだけ共通の機能や機能

を提供するよう努めています。  

 

複数の入口を持つ部屋 
 

部屋に複数の入口がある場合もあります。複数のデバイスで同じ部屋の状態を表示したいのです

。TigerMeetingはすべてのカレンダーでこの機能をサポートしています。 

 

まだ部屋が接続されていないデバイスでは「割り当てられた部屋を表示」を選択してください。 

その後、すでに割り当てられたデバイスがある部屋を任意の部屋で選ぶことができます。これによ

り、必要なだけ多くのデバイスを 1つの部屋(カレンダーリソース)に接続できるようになります 

 

 
 

複数のデバイスを同じカレンダーリソースに割り当てると、すべてのデバイスが同じステータス

や次の会議などを表示します 

注記: どちらのデバイスでもキャンセルまたは未確認の会議は、企業カレンダーを含むすべて

のデバイスで会議をキャンセルまたは終了します。 
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部屋の「表示名」 
 

カレンダーリソース名は、組織の LDAPやディレクトリサービスの命名規則に従い、非常に難

解で一般的な組織名を持つことがあります。 

 

デフォルト名は部屋の別名や表示名を追加することで簡単に上書きできます。 

 

編集可能で説明的な「部屋情報」 
 

追加の部屋説明情報を加えることで、予約時に適切な部屋を特定したり選んだりするのに役立ちます

。 

部屋情報も概要画面に表示されます。 

              
 

環境選択 
 

異なる環境や混合環境でも同じソリューションを使いましょう。オフィスでは会議室を予約し、学

校では 教室の時間割を表示し、必要に応じてテーブルや机、キャビネットを予約してください。

異なる画面サイズの異なるデバイスを自由に組み合わせて、環境や目的に最適なものを選び

ましょう。  

環境パラメータは、教師用の会議室、生徒用の教室、特別クラス用の予約可能な机など、混合

環境を作る可能性のある装置に割り当てられます。 
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専用画面のサポート 
 

市場には多くの専用スクリーン、会議室用のディスプレイがあります  

 

Tigermeetingは、Philips TPV 10 インチシリーズ画面、ProDVXスクリーン、Auroraマルチメディア

デバイス、IAdea、ALLNET、Qbic技術画面など、いくつかのデバイスに対してネイティブサポートが

あります。 

 

対応機器はほとんどの操作をこなせますが、供給元やモデルによって異なる場合があります。 

• スクリーンショット 

• リブート 

• LEDサイドライトとバックライト(色の変化、LEDのオン/オフ、LEDの輝度調整) 

• Tigermeeting ソフトウェア(APK)アップグレード 

• ファームウェアのアップグレード 

 

LEDバックライトの色 
 

LEDのバックライトとテーマカラーが部屋の状態を把握するのに役立ちます。 

 

緑信号は部屋が空いていることを意味します。 

 

黄色:部屋が埋まろうとしています(管理アプリケーションで時間制限を設定可能)。 

 

赤は会議室が混み合い、予約できないことを示します。しかし、各予約画面で他の利用可能な部屋のリ

ストを見つけたり、簡単にリモートで会議を予約したりできます。 

 

使用されているデフォルトの LEDバックライトカラーコードは以下の通りです: 

• レッド:0xFF0000 

• グリーン:0x00FF00 

• 黄色:0xFFDF00 

 

これらの色は、フル RGBレンジに対応しているデバイス向けに管理者アプリから変更可能です。 

 

色入力の下の赤いバーは、入力値が正しい RGB値かどうかを示しています。入力が誤った場合は、デ

フォルトの色が使われます。 
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LED 輝度 
 

LEDバーの輝度は低、中、高の間に設定可能です。 

 

LEDライトの位置 
 

タイガーミーティングは以下の LED ライトのポジションをサポートしています: 

• 全ての OFFです – すべての LEDが消灯しています 

• 全てオン – 利用可能な LEDはすべて点灯します 

• 画面の左右だけが点灯します 

• 上部のみ – 画面上部の LEDストライプのみが使用されています 

• 画面は前面のみ - 画面には前面の LEDストライプやボタンのみ(QBicや IAdeaのように) 

• 画面下部のみ――画面下部の LEDストライプのみが使われています 

• 画面の角だけが点灯します  
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これらすべての LED状態を扱えるデバイスは非常に限られており、良い例として ProDVX APPC-

10SLBE、Sシリーズ、そして新しい ProDVXスクリーンがあります。 

 
 

重要な注意点:デバイスに要求されたすべての LEDバーが揃っていなかったり、LEDバーをエリアに

分割する機能がない場合、デバイスの LEDバーが期待通りに動作しない可能性があります。その場

合は、安全なバックアップとして All ONを使用してください。 

 

LEAD ONインターバル 
 

LEDが点灯している間隔を選べますが、この間隔外は LED ライトが消灯します。  

 

オフィスが空いている夜中、LED ライトが点灯しておく必要はないかもしれません。  

エネルギー節約のために、日中は光度を下げるか、使わない時間は電源を切ることを検討してください
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。 

 

 
 

 

これはスケジューラーではなく、日々の間隔選択器です。  

この時間帯外は LED ライトが消灯します。 

 

注意:Tigermeeting Androidアプリケーションで画面モデルが完全にサポートされていない場合、LED

バーは機能しません。  

 

LED ライトがデバイスでサポートされているかは、Tigermeeting カスタマーサポートにお問い合わせく

ださい。 

 

画面オン間隔 
 

画面 ON間隔は通常の動作時間枠を指定します。 

画面 ONの間隔を過ぎると画面は消えます。 

 

 
 

注意:会議関連のイベントや画面へのタッチは短時間画面を起動させます。 

この機能は LED と ONの間隔とは完全に独立しており、LEDが点灯している、画面が消えているなど

の重なり合いも可能にしています。 

これはスケジューラ機能ではなく、毎日間隔を空けた ON/OFFサービスです。 

 

周囲の温度と湿度 
 

周囲温度、湿度、その他のセンサーをサポートするデバイス上で、Tigerアプリケーションはこれらの

データを読み取り、提示し、プレゼンテーションや分析目的で収集することが可能です。 
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天候情報 
 

周囲温度機能は周囲センサーを搭載したデバイスに限定されますが、天気情報はすべてのデバイス

で利用可能です。 

この機能は Tigermeeting クラウドへのアクセスを必要としますが、他の外部リソースは使用されませ

ん。 

 

「天候値表示」オプションを有効にすることで、デバイス(または分布全体)の緯度と経度の設定が可能

です 
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緯度と経度の座標は、数字を使って地球上の任意の場所を特定するのに役立ちます。 

緯度とは、赤道(緯度 0度)からどれだけ北または南にどれだけ離れているかを測ります。 

 

• 正の数値(例えば+45°)は北半球にいることを意味します。 

• 負の数(例えば-30°)は南半球に位置します。 

 

経度とは、本初子午線(経度 0度)からどれだけ東または西に位置しているかを測るものです。 

 

• 正の数値(例えば+120°)は東半球にいることを意味します。 

• 負の数(例えば-75°)は西半球に位置します。 

 

ですので、「北緯 45度、西経 75度」と書く代わりに、単に 45、-75 と書くだけです。 

 

例: 

 

     

緯度:  41.8781 

ロン:-87.6298 

緯度: 51.5072 

ロン:-0.1276 

緯度: 55.6761 

Lon:12.5683 

緯度: -35.6037 

ロン:-58.3821 

緯度: -37.8136 

距離:144.9631 

 

温度(選択した温度単位)と相対湿度(パーセンテージ)は、テーマの使用に依存せずデバイス上で表

示されます。 

 

プレゼンテーションモードでは、主要な温度単位(基本設定)に対応しています: 
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画面上には温度と湿度のアイコンが表示されます。すべてのテーマに対応しています。 

 

 
 

注意:天気サービスはインターネット接続が必要なキャッシュされたオンラインサービスです。キャッシュ

の有効期間は約 15分なので、天候の値や温度単位の変化(摂氏から華氏、ケルビンへの変化など)

は、画面上で更新されるまでに約 15分かかります。 

 

ルームサービスの構成 
 

会議室、机、教室のメンテナンス、ルームサービス、その他の対応が必要な場合もあります。  

TigerMeetingルームサービスは、適切な対応が可能な企業のコミュニケーションチャネルとの連携を

可能にすることで、この要件を満たしています。 

 

現在サポートされている通信チャネルは以下の通りです: 

• メール送信 

• スキャン QR コードを 

• Slack メッセージ(まだ統合されていません) 

• Teams メッセージ(まだ統合されていません) 

• Googleチャットメッセージ(まだ統合されていません) 

• WhatsApp メッセージ(まだ統合されていません) 

• Telegram メッセージ(まだ統合されていません) 

• WeChatのメッセージ(まだ統合されていません) 
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メール送信 
 

カレンダーリソース(教室、教室、机)から設定済みのメールアドレスへメールを送信します。 

このサービスには SMTPサーバーパラメータの設定が必要です。 

 

 
 

画面に「ルームサービス」アイコンを押すとダイアログが表示されます。 
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ルームサービスの機能は、サービスの悪用を避けるために NFC-SERVICE-AUTHおよび NFC-

SCANNER-AUTHの認証パラメータに紐づけることができます。 

 

 

QRコードウェブフック 
 

画面に QR コードが表示され、その URLは会社のウェブフックリソースを指し示します。 

これがルームサービス機能の好ましい理由であり、会社のポータルがユーザーの認証や各リソースに

関連するサービス提供を適切に処理できるからです。 

 

 
 

注:Tigermeetingは、会社固有のサービス URLにカレンダーリソース識別をパラメータとして追加し

ます。 

 

例:https://company.com/roomservice/?resource="STHLM-P-Jupiter" 

 

画面上で「ルームサービス」アイコンを押すと、指示付きのダイアログが表示されます。 
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NFC 
 

NFC(近距離無線通信)は、2つのデバイスが非常に近い距離(通常は 4センチメートル以内)でデータ

を交換できる短距離無線技術です。 

 

NFC技術は広く使われており、以下のようなものがあります。 

 

• 非接触決済(Apple Pay、Google Pay、Samsung Payなど) 

• ヘッドホンやスピーカーとペアリングするためにスマホをタップする 

• トランジットカードやアクセスバッジのスキャン 

• ポスター、パッケージ、博物館展示のスマートタグを読む 

 

NFCは電磁場を利用して、電源機器(例えば電話)と他の NFC対応デバイスやパッシブタグ間の通信

を可能にします。NFCは RFID と同じ技術に基づいていますが、より安全でインタラクティブです。 

 

TigerMeetingによる NFC認証の実装 
 

NFC リーダーを搭載したデバイスで、デバイス設定で NFC機能がオン/許可されている場合、Tigerア

プリケーションは以下の技術タグをフィルタリングし読み込みます。 

 

• Ndef:これは NFCデータ交換フォーマット(NDEF)メッセージを交換するための標準プロトコルで

す。市販のほとんどの NFC タグは NDEF タグとして事前フォーマットされており、多くの用途で

非常に一般的です。 

• NfcA(ISO/IEC 14443 タイプ A):非接触通信の分野で広く使われている技術で、多くの公共交

通カード、アクセスコントロールバッジ、決済システムに搭載されています。ほとんどのMIFARE

タグ(Mifare ClassicやMifare Ultralightなど)はこの技術を基盤としています。 

• IsoDex (ISO/IEC 14443-4):カードエミュレーションや安全な取引でよく使われ、NfcAや NfcB

の上に上位通信プロトコルを提供します。安全な決済アプリケーションや多くの安全な身分証明

書で一般的です。 

• MifareClassic および MifareUltralight:これらは NXPの独自実装で、アクセス制御、ロイヤ

ルティカード、公共交通機関に一般的に使用されています。通常は NfcAの傘下で動作します

が、メモリセグメンテーションやセキュリティ機能などの追加機能も備えています。 

• NfcF (FeliCa):主に日本などの地域で使われており、FeliCaベースのシステムをサポートして

います。特定の市場の交通・決済システムで一般的です。 

• NfcB (ISO/IEC 14443 タイプ B):多くの用途で NfcAほど頻繁には見られませんが、NfcBは

様々な非接触カードシステムで使用されており、この標準に準拠したタグを期待する場合に追加

することも可能です。 

 

 

NFCの使用 
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NFCはさまざまな方法で使えます。 

 

以下のリストは最も一般的なユースケースです: 

• 認証された人のために(会議室の)ドアを開けてください 

• 会議主催者の認証 

• ルームサービスの注文前に認証してください 

• 記録の出席率 

• 管理者のメンテナンスを許可する 

 

なお、NFC認証は直感的ではなく、自動的に行われるものではありません。この機能は顧客側の設定

と Tigermeetingのバックエンドサービスとのより緊密な統合を必要とします。 

 

NFC検証サービス 
 

TigerMeetingはオンプレミスサービスであり、通常のカレンダー運用には外部アクセスを必要としませ

んが、NFC認証はオンプレミスまたはクラウド上の認証サービスとの統合が必要です。 

 

TigerMeetingは Tiger クラウド上でホストされたマルチテナント検証サービスを持ち、企業認証リソー

スと同期できます。 

 

• アクティブディレクトリ 

• LDAPサービス 

• CSV ファイル  

• 顧客独自の API REST 検証サービス 

 

検証サービスが Tiger クラウド上でホストされている場合、初期設定を行う必要があり、デバイスが

Tiger クラウドにアクセスできる必要があります。 

 

場合によっては、顧客が Tigermeeting NFC検証サービスを自社ネットワーク上でホストすることを選

択しました。検証サービスは軽量で、安全なコンテナ内または任意のウェブサーバー上でサービスとし

て実行できるため、制限はありません。 

 

注意:NFC タグ、値、カード IDは自然な順序と 16進形式で読み取られます。  

一部の画面では、NFC リーダーに 10進形式の数字を表示したり、文字列の文字順序を逆に表示した

りすることができます。この場合、検証文字列はその形式の文字列を正確に含む必要があります。タグ

検証は常に文字列比較操作です。 

 

 

Active Directory/LDAP統合の手順 
 

組織の Active Directory / LDAPサービスと Tigermeeting検証システム間の同期を有効にするに
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は、以下の設定手順に従い、ご希望の情報をご提供ください。  

このプロセスにより、Tigermeeting検証サービスシステムは顧客のディレクトリからユーザー、タグ、権

限データを安全に直接読み取ることができます。 

 

ステップ 1:読み取り専用のサービスアカウントを作成する 

セキュリティのため、AD/LDAPに読み取り専用アクセス権のあるサービスアカウントが必要です。この

アカウントは同期作業専用に使用されます。書き込み権限は不要です。 

 

ステップ 2:許可グループの定義 

Tigermeetingシステムは、NFC/RFID操作のユーザー権限を管理するために AD/LDAPグループメ

ンバーシップを使用しています。正確なフォーマットに従った名前で特定のセキュリティグループを作成

する必要があります。 

 

グループ命名規則:各グループ名は以下の構造に従わなければなりません: 

  

接頭辞 Context_Name ACTION_NAME 

 

• プレフィックス:このサービスに関連するグループを識別するために選ぶ一意のプレフィックス(例

:nfc-access-)。 

• コンテキスト名:場所名やデバイス名(例:Main_Entrance、Server_Room)。スペースの代わりに

下線_を使いましょう。 

• アクション名:付与される特定のアクション(例:UNLOCK_DOOR、LOG_ATTENDANCE)。 

 

例: 

 

permission_prefix LDAPグループ名 解析されたコンテキスト 解析されたアクション 

NFCアクセス- 

NFC-アクセス-

Main_Entrance-

UNLOCK_DOOR 

「正面玄関」 「UNLOCK_DOOR」 

NFCアクセス- 
NFC-アクセス-Server_Room-

UNLOCK_DOOR 
「サーバールーム」 「UNLOCK_DOOR」 

部屋パーム― 
部屋のパームMeeting_A 

LOG_ATTENDANCE 
「ミーティング A」 

「LOG_ATTENDANCE

」 

 

ユーザーに権限を与えるには、ディレクトリ内の対応するグループにメンバーとして追加するだけです。 

 

ステップ 3:構成情報の提供 

以下の情報を収集し、Tigermeetingの技術チームに提出して同期接続の設定を依頼してください。  
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必須情報チェックリスト: 

 

• 「ldap_host  

• 「ldap_port  

• 「bind_dn  

• 「bind_password - 暗号化されたパスワード  

• 「base_dn」  

• 「tag_attribute」 - NFC/RFID タグ UIDの LDAP属性  

• 'email_attribute'- ユーザーのメール用 LDAP属性  

• 'permission_attribute'- グループメンバーシップの LDAP属性、例:memberOf 

• 「permission_prefix」 - 権限グループの接頭辞、例:「nfc-access-」 

 

Tigermeeting AD同期サービスは、定期的に ADデータを検証データベースと同期させます。 

 

CSVファイル統合の手順 
 

同期は通常のファイル転送でも可能です。 

期待される CSV ファイル形式は以下の通りです:(ヘッダー付き): 

 

メール、tag_uid、コンテキスト、アクション 

name@company.org,ABDD1234、「ミーティング A」UNLOCK_DOOR 

 

Tigermeetingの CSV同期サービスは定期的にファイルを取得し、検証データベースにデータをインポ

ートしようとします。 

 

API REST 統合の手順 
 

組織は独自のウェブフックを設定でき、デバイスはそれに対して検証を試みます。 

 

検証サービスの URL を定義します。 

画面は POST API リクエストを通じて、以下の JSONペイロードを定義された検証 URLに送信します。 

 

{ 

「tag_uid」:「ABCD1234」 

「organization_id」:123456、(タイガーミーティングによる割り当て) 

「email_address」:「user@company.org」、 

「コンテキスト」:「会議 A」、 

「アクション」:「UNLOK_DOOR」 

} 
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期待されるレスポンスコードは http 200で、ペイロードは以下の JSON形式である必要があります。 

 

{ 

 「ステータス」:「付与」(または「失敗」) 

 「メッセージ」:「アクション拒否」(任意) 

} 

 

この APIは意図的に非常にシンプルに作られており、誰もが自社の認証サービスと簡単に連携できる

ようになっており、TigerMeetingの運営はオンプレミスに限定されています。 
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GPIO 制御 
 

本章では、Androidベースのデバイスにおける汎用入出力(GPIO)を紹介します。GPIOは、ユーザー

が単純な電子機器(LED、ボタン、リレー、センサー)を接続し、それらを直接制御または読み取りできる

仕組みを可能にします。追加のマイクロコントローラは必要ありません。 

 

GPIOとは何ですか? 

 
GPIOピンは、デバイスの回路基板上で設定可能なデジタルチャネルです。 

 

出力モードでは、デバイスはピンを HIGH(電圧)または LOW(グラウンド)に駆動して外部部品のオン/

オフを切り替えます。 

入力モードでは、ピンは外部の論理信号(例えばボタン押しやセンサー出力)を読み取ります。 

 

GPIOのユースケース 

 
• 接続やアラートを表示するステータスインジケーター(LED)を追加してください 

• カスタム操作用のプッシュボタンを接続する 

• 単純なセンサー(動き、光、温度)とのインターフェース 

• 高電圧機器を制御するためのスイッチリレー 

• 追加基板なしで新ハードウェア機能の試作 

• アクセス管理 — ドアを開けるなど 

 

GPIOピン/ポート 

 
ほとんどの Android Thingsやカスタム Androidボードでは、GPIOは基板の側面または下部にラベ

ル付けされています。ピン割り当てについてはハードウェア図(例:「GPIO4」、「ピン 7」)を参照してくださ

い。 

詳細な配線情報については、ハードウェアの販売業者にお問い合わせください。 

 

Tigerアプリケーションはデフォルト GPIO4ですが、スキャンや NFCオープンドア機能の設定時に簡

単に変更可能です。 
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ドアロックおよびアクセスコントロールシステム 

 
GPIO制御の最も一般的な用途の一つは、Tigermeetingを動作させるスクリーンによって駆動される

ドアロックアクセス制御システムです。  

GPIO制御は NFCまたは QR コードスキャナー認証機能と組み合わせて使用可能に設定可能です。  

 

異なるハードウェアサプライヤーからは多様なハードウェア構成が存在することがあります。  

 

以下は Tigermeetingの顧客がよく使う例です: 
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センサーおよび IoTデバイスの構成 
 

Tigermeetingセンサー統合アーキテクチャ 
 

Tigermeetingは、環境意識、ルーム状態自動化、将来のスマートビル拡張をサポートする柔軟でモジ

ュール化されたセンサー統合フレームワークを含んでいます。現在のリリースは環境環境センサーをサ

ポートしていますが、基盤となるアーキテクチャは REST APIを介して通信可能なあらゆるセンサーを

統合するよう意図的に構築されています。 

 

対応センサーの種類 

 

環境環境センサー   

Tigermeetingは温度、湿度、大気質、CO₂、VOCなどの環境指標を提供するセンサーをネイティブに

サポートしています。これらのセンサーは通常、会議室、オープンオフィスエリア、共有スペースに設置

され、ダッシュボード、分析、自動化されたルーム状態ロジックのためのリアルタイム環境データを提供

します。 

 

アンビエントセンサーは標準化された RESTポーリング機構を通じて統合されており、Tigermeeting

は設定可能な間隔で測定値を取得し、システムの自動化エンジンに公開できます。 

 

REST対応 IoTデバイス向けのモジュラーアーキテクチャ 

 

Tigermeetingのセンサーおよび IoTサブシステムはプラグインアーキテクチャに基づいて構築されて

おり、コアアプリケーションを改変せずに新しいセンサータイプを追加できます。REST APIを通じてデー

タを公開できるセンサーは、ローカル、クラウドベース、ゲートウェイ介有のいずれであっても、軽量アダ

プターを介して統合可能です。 

 

主要なアーキテクチャ原則 

 

REST ファースト設計:すべてのセンサー統合は RESTエンドポイントを通じて通信し、最新の IoTデバ

イス、ゲートウェイ、クラウド API との互換性を確保しています。 

アダプターベースの拡張性:各センサータイプは以下を定義するアダプターモジュールとして実装されて

います: 

 

• エンドポイント構成 

• 認証方法 

• データマッピングルール 

• 投票頻度 

• 割り当てられた行動 

• エラー処理とフォールバックロジック 

 

統一データモデル   
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センサーの読み取り値は Tigermeetingの内部データモデルに正規化され、ダッシュボード、自動化ル

ール、分析で一貫した処理が可能です。 

 

イベントおよび自動化統合   

センサーが登録されると、そのデータは以下をトリガーできます: 

 

• 部屋の状態の変化 

• 通知 

• LEDまたは画面の挙動 

• 予約ロジックとの統合 

• カスタム自動化スクリプト 

 

新しいセンサーのサポート追加 
新しいセンサータイプの統合には通常以下の手順があります: 

 

• RESTエンドポイントと認証方法の定義 

• データマッピングアダプターの実装 

• TigerMeeting構成におけるセンサータイプの登録 

• 部屋やデバイスプロファイル内のセンサーを有効にする 

• 診断パネルによる測定値の検証 

 

このプロセスにより、以下のようなセンサーの迅速なオンボーディングが可能になります: 

 

• 占有センサー 

• 動体検知器 

• 大気質調査所 

• 光レベルセンサー 

• ドア/デスク占有センサー 

• エネルギー消費メーター 

• カスタムエンタープライズ IoTデバイス 

 

アーキテクチャによって可能となったユースケース 

Tigermeetingの RESTベースのセンサーフレームワークは、幅広いスマートビルディングシナリオを

可能にします。 

 

• 占有センサーに基づく自動客室の空き可能性 

• 施設管理のための環境ダッシュボード 

• 大気質に基づく会議の勧告 

• 省エネ自動化(空になったら照明やスクリーンを消す) 

• 第三者の建物管理システムとの統合 

• RESTにさらされた IoTデバイスを使ったカスタムエンタープライズワークフロー 

 

Tigermeetingは現在、Steinel、Milesight、Tuya、Philips Hue、ProDVX PuKKデバイスからの環



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 179    
 

境センサーをサポートしていますが、そのアーキテクチャは意図的にユニバーサルセンサー統合を前提

に設計されています。REST API経由で通信可能なセンサーはモジュールアダプターを通じて追加可能

で、Tigermeetingは完全なスマートビルディングプラットフォームへと進化します。 

 

必要な統合ドキュメント付きのセンサーや IoTデバイスを送っていただければ、Tigermeetingエコシス

テムに統合します。 

 
 

TigerMeetingは会議室に設置されたセンサーからの部屋の占有率と周囲値(温度、湿度、CO₂、光)

を表示します。各予約画面は自分の部屋のセンサーを読み取り、すべてのセンサータイプが画面のセ

ンサー状態に一緒に表示されます。 

 

センサー つながり方 
検出す

るもの 

自動ノーショーリリ

ースに適しています 

シュタイネル EO知的財

産権 

画面がセンサーをポーリングしま

す 

人数を

数える 
はい 

マイルサイト VS121-P 
センサーは予約画面にデータを

送信します 

人数を

数える 
はい 

フィリップス Hue モーシ

ョンセンサー 

画面はローカルネットワークの

Hueブリッジと表示されています 

動議の

み 
いいえ 
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Tuyaの存在感センサ

ー(mmWave) 

画面には「屠鴉雲」と表示されて

います 
存在 はい 

Tuyaモーションセンサ

ー(PIR) 

画面には「屠鴉雲」と表示されて

います 

動議の

み 
いいえ 

 

モーションセンサーは動いている人だけを感知します。Tigermeetingは最後のモーションの後 5分間

、部屋を占有者としてマークしますが、長い会議中にじっと座っている人は見逃すことがあります。 

 

始める前に、以下のことを確認してください: 

• 予約画面には固定 IPアドレス(または DHCP予約)があります 

• センサーと予約画面は同じネットワーク(Milesight と Hue)上にあります。 

• Tigermeeting管理者の予約画面のデバイス設定を開けることができます 

 

シュタイネル 
 

Steinel EOの IPセンサーは独自の REST APIサーバーを持ち、設定された予約画面がポーリングし

ます。管理者アプリケーションでセンサーの IP と管理者認証情報を提供し、センサーポーリングプロセ

スを可能にします。  

 

マイルサイト 
 

Milesight VS121-Psensorはレポートを予約画面に直接送信するため、画面の住所だけを知る必要

があります。 

一. センサーを会議エリアの上の天井に取り付け、PoEネットワークポートに接続します。 

二. ブラウザでセンサーのウェブインターフェースを開き、ログインしてください。 

三. 「人数を数える地域」設定の下に、部屋全体を覆う検出領域を少なくとも 1つ描いてください。 

四. HTTPデータプッシュ設定を開き、次の URLを入力してください: 

一. http://<booking-screen-IP>:6026/milesight 

二. 同じポートが ProDVX PuKKにも設定されています — Androidセットアップを参照してくだ

さい。 

五. 60秒間隔で定期的な報告を有効にしてください。トリガー報告は任意で、占有状況の変更をより速

く表示します。 

六. スナップショットアップロードをオフにしてください。TigerMeetingは画像を使わず、到着時に削除し

ます。 

七. 設定を保存してください。 

八. Tigermeeting管理アプリで予約画面のデバイス設定を開き、オンにしてください  

九. Milesight IoT を有効にしてください。 

 

報告間隔は 5分未満でなければなりません。5分間報告が届かない場合は、タイガーミーティングはセ

ンサーをオフラインにマークします。 
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フィリップス・ヒュー 
 

予約画面はローカルネットワークの Hueブリッジを通じて Hueのモーションセンサーを読み取ります。 

一. フィリップスの Hueアプリで Hueブリッジにモーションセンサーを追加し、各センサーに明確な名前

を付けます。例えば「Room 3.14 sensor」などです。 

二. Hue Bridgeにはルーターの固定 IPアドレスを割り当ててください。 

三. TigerMeetingのアプリケーションキー作成: 

一. ヒューブリッジの上部にある丸いリンクボタンを押してください。 

二. 30秒以内に同じネットワーク上のコンピュータから次のコマンドを実行します: curl -k -X 

POST https://<bridge-IP>/api -d '{"devicetype":"tigermeeting#screen"}' 

三. 回答からユーザー名の値をコピーしてください。これがアプリケーションキーです。 

四. Tigermeeting管理アプリで予約画面のデバイス設定を開き、「 Philips IoT を有効にする」をオン

にしてください。 

五. フィールドを埋める: 

一. Hue Bridge IPアドレス:ブリッジの固定 IPアドレスです。 

二. Hueの適用キー:ステップ 3のキーです。 

三. この部屋の色相センサー:この部屋のセンサーの名前をコンマで区切って示します。 

六. 設定を保存してください。 

一. 複数の部屋に対応する橋がある場合は、必ずセンサー名を入力してください。フィールドが空

いている場合、予約画面は橋上のすべてのモーションセンサーを使用します。 

二. 1つのアプリケーションキーは、ブリッジを共有するすべての予約画面で使用できます。 

 

トゥヤ 
 

予約画面は Tuya クラウドの Tuyaセンサーを読み取り、インターネット接続が必要です。 

一. Smart Lifeや Tuya Smartアプリにセンサーを追加し、それぞれに明確な名前を付けましょう。 

二. Tuya IoT開発プラットフォームで Tuya開発者アカウントを作成し、クラウドプロジェクトを作成しま

しょう: 

一. 開発方法:スマートホーム。 

二. データセンター:アプリアカウントが登録されている地域、例えば中央ヨーロッパ。 

三. APIサービス:IoT Core。 

三. クラウドプロジェクトで「デバイス」を開き、「リンクアプリアカウント」を選択し、Smart Lifeまたは

Tuya Smartアプリで QR コードをスキャンします。センサーがプロジェクトに表示されます。 

四. クラウドプロジェクトからの以下の点に注目してください: 

一. プロジェクト概要に示されている Access ID と Access Secret。 

二.  この部屋の各センサーのデバイス IDは、プロジェクト機器リストに表示されています。   

五. Tigermeeting管理アプリで予約画面のデバイス設定を開き、「 Tuya IoT を有効にする」をオンに

してください。 

六. フィールドを埋める: 
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一. Tuyaデータセンターの URL:リストからクラウドプロジェクトの地域を選びます。例えば中欧 

https://openapi.tuyaeu.com。 

二. Tuyaアクセス ID と Tuyaアクセスシークレット:ステップ 4から。 

三. Tuyaデバイス ID:この部屋のセンサーのデバイス IDで、コンマで区切られています。 

七. 設定を保存してください。 

一. データセンターの URLはクラウドプロジェクトの地域と一致しなければならず、そうでなけれ

ば Tuyaは接続を拒否します。すべてのセンサー読み取りは Tuyaサブスクリプションの API

コールを使用しているため、IoT Coreサービスがアクティブで十分なクォータがあるか確認し

てください。 

 

セットアップの確認 
 

同じネットワークのブラウザで http://<booking-screen-IP>:6026/sensor を開きます  。各設定済

みのセンサーは「online」のセンサーの下に表示されるはずです:true、room.occupiedは誰かが部屋

に出入りするときに変化します。 

 

 

問題 
原因としては どうすればいいか 

スタイネルセンサ

ーは現れません 

間違ったデバイス IPアドレ

スや管理者認証情報 

センサーのウェブインターフェースでセ

ンサーの IPアドレスと管理者認証情報

を検証 https://sensor-ip  

マイルサイトセン

サーは表示され

ません 

間違ったプッシュ URLや

Milesightが有効になって

いない 

センサーの IPアドレス、ポート、

/milesightパス、そして管理者アプリ

のトグルを確認してください 

マイルサイトセン

サーは数分後に

オフラインになり

ます 

トリガーレポートのみが有効

になっています 

60秒ごとに定期的な報告をオンにして

ください 

色相センサーが

現れません 

ブリッジの IPやアプリケー

ションキーが間違っている、

または名前が一致しない 

ブリッジ IPを確認し、新しいキーを作成

し、Hueアプリと同じようにセンサー名

をコピーします 

すべての部屋が

占有中と表示され

ています 

Hueセンサーのフィールド

は空です 

この部屋のセンサー名だけを入力してく

ださい 

Tuyaセンサーが

現れません 

間違ったデータセンター、

Access IDまたはシークレ

ット 

URLがクラウドプロジェクトのリージョン

と一致しているか確認してください 

トゥヤは数週間で

仕事をやめた 

IoT Coreのサブスクリプシ

ョン、すなわちクォータが期

限切れです 

Tuya クラウドプロジェクトでのサービス

を更新してください 

静かな会議中に 動体センサーはじっと座っ 受け入れて諦めて 
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部屋が空いてい

ると表示されてい

ます 

ている人を見逃しました 
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テーマ構成 
 

TigerMeetingスイートは、予約画面のホーム画面レイアウトをテーマ、背景画像、会社のロゴを

変更することで変更できるため、デバイスの外観をパーソナルでブランド化されたものにできます

。 

 

選べるテーマは多様で、デフォルトのものや、世界中の Tigermeetingの優れたデザイナーや

顧客のアイデアに触発された多くのテーマがあります。 

 

新しいテーマは、ソフトウェアのアップグレードを必要とせず、オンデマンドや新しいデザインアイ

デアが浮かんだ際に、継続的に動的に追加されます。テーマのテンプレートや顧客のカスタム背

景は Tigermeeting クラウドに保存されているため、この操作にはファイアウォールを通じて 

https://tigermeeting.app URLへのアクセスが必要です。 

 

リクエストに応じて、専用のテーマを作成して有効化することも、すべての顧客に共通のテーマと

して設定することも可能です。詳細については、Tigermeetingサポートにお問い合わせください

。  
 

 
 

テーマ背景画像の構成 
 

すべてのテーマは背景画像の変更に対応しています。  
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管理者アプリのテーマメニューで希望の背景画像をアップロード>  

 

画像ファイルの要件:  

• PNG フォーマット 

• 最大ファイルサイズ 4Mb。  

• 使用される画面サイズに合った解像度と比率。 

 

フィリップス、IAdea、Qbicのスクリーンには比率 16:9、サイズ 1280 x 800ピクセルが推奨されます。 

他の Androidデバイスについては、画面の説明書をご参照いただき、画面の比率と解像度に合った画

像を選択してください。 

 

 
 

各テーマはカスタムで顧客固有の背景を持つことができますが、新しい背景をテーマにアップロードす

ると、そのテーマの前の画像が上書きされます。 

 

STOREボタンを使って、テーマの元のデフォルト背景画像を復元してください。 

 すべてのデバイスでテーマの元の背景画像をリセットしてください。 リセット ボタン 

デバイスと同期して変更をコミットし、デバイス上でテーマ変更プロセスを開始します。デバイスはまずク

ラウドサーバーからテーマをダウンロードし、適用します。 

注意: デバイスは https://tigermeeting.app クラウドサーバーにアクセスできる必要があります。 

 

各デバイスごとのテーマ設定 

 
各デバイスは、他のデバイス関連パラメータを編集しながら、それぞれ独自のテーマや背景設定を設

定できます。  
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テーマと画像のタブをチェックしてみてください 

 

  
 

テーマを選んで「SET THEME」ボタンを押してください。 

 

背景画像は IMAGE タブで変更されます。 

 

 
テーマを選び、そのデバイス専用に適用される希望の背景画像をアップロードします。 

このデバイスのテーマのデフォルト背景画像を STOREボタンで復元してください  。 

 

変更後、デバイスとの同期を行う必要があります。 

 

テーマの肖像と風景の方向性 
 

TigerMeetingはデバイスセンサーに基づく画面向きの選択をサポートしていません。 

 

タイガーは 4 インチから 15 インチまでの多くのスクリーンに対応しており、フィリップス、IAdea、

ProDVX、Aurora、Qbit、Samsung、Huawei、Xiaomi、Asus、Oppoなど多くのメーカーが対応して

います。 

テーマ変更、会社のロゴ、オフィス・学校・デスクモードなど、タイガーの機能でこれら多様な画面サイ
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ズや解像度に対応するため、すべてのテーマで縦向きモードをサポートしないという戦略的な判断を

下さなければなりませんでした。 

 

「_portrait」という接尾辞が付いたテーマがあり、ポートレートモードで動作するよう設計されており、

Tigerアプリケーションは選択したテーマに基づいて自動的に画面の向きを調整しますが、デバイスの

センサーには基づきません。 

 

   
 

 

ネットワーク内の各デバイスの向きに応じてリバースモードオプションも利用可能です ->デバ

イス(ペン)選択 -> ADVANCED -> 画面の逆向き オン/オフ 

 

タイガーは以下の Android画面向きをサポートしています: 

• 景観 

• ポートレート 

• REVERSE_LANDSCAPE 

• REVERSE_PORTRAIT 

 

特定の画面で横向きと縦向きの向きは、Androidデバイスのファームウェアによって異なりま

す。 

ほとんどの汎用デバイスは対応していますが、一部の Androidバージョンやメーカーのデバ

イスでファームウェアレベルの画面向き設定に問題がある可能性があります。 

 

注意: Tigerが画面の向き変更を正しく行うには、センサーによる回転や Android設定に基づく画面



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 188    
 

向きを無効にする必要があります。 

 

トラブルシューティングのセクションで詳しくお読みください。 

 

 

ファイルストアの機能 
 

TigerMeetingの顧客は、これらのファイルをホストするためにウェブサーバーを必要とするビデオプレ

ーヤーや iCalendar機能を広く利用しています。 

 

通常、URLでアクセス可能な社内スペースを見つけるのは問題ありません。多くの場合、組織のイント

ラネット上でホストされています。 

顧客の要望に応じて、Tigermeetingはファイルストアのコンセプトを導入し、これらのファイルが Tiger

インフラに安全に保存されます。 

 

ファイルストアは基本的に Google ドライブやMicrosoftの Shareポイント、類似のファイルストアサー

ビスのようなクラウドストレージであり、大きく異なる点が 2つあります。 

 

• Tigermeeting File Storeは非常に基本的なファイル管理機能しかありません。 

• Tigermeeting ファイルストアのリソースは、クリーンでアンラップされた URLを通じてアクセス

可能で、Android Media Playerやその他の低レベルの利用に適したファイルを直接公開します

。 

 
 

ファイルストア操作: 

• ファイルアップロード 

• ファイル削除 

• URLをコピーする - ビデオプレーヤーや iCalendarの設定に適した外部 URLをコピーします  

 

ファイルストアの制約:  
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• ファイルは Tiger クラウドに安全に保存されていますが、Tiger Cloudへのインターネットアクセ

スが必要です。 

• セキュリティ上の理由から、CGIスクリプトの実行は無効化されています 

• ファイル形式に制限は意図的にありませんが、ストレージ容量には制限があります 

• 個々のファイルサイズには 10MBの制限があります 

 

概要地図 
 

• Tigermeetingの概要画面は 2つのモードで動作します: 

クラシックモード:EPGスタイルの部屋占有 - 外部ネットワークアクセスを必要としません。 

 
• マップモード:実際の地図上で部屋の占有状況を表示するため、Tigermeetingの予約画面テー

マのように、Tigermeeting クラウドへの断続的なインターネット接続が必要です 

 

マップモード  
 

Overview Maps機能により、管理者は大規模な共有ディスプレイ(32 インチ〜75+インチのオーバー

ビュー画面)向けに設計されたインタラクティブで視覚的なフロアプランを作成できます。物理的な建物

の幾何学をデジタルゾーンにマッピングすることで、ユーザーは利用可能なスペースを特定し、会議室

のリアルタイム占有状況を確認し、中央表示ダッシュボードから空間レイアウトを直接特定できます。 

 

マップキャンバスと画像資産の管理 
 

地図のプロビジョニングは、Overview Maps タブ内の 2つの異なる管理セクションを通じて管理されま

す。 

 

• マップ管理:管理者が選択ドロップダウンを使って既存設定を切り替えたり、REFRESHによるキ

ャッシュリセットの強制、NEW MAPで空白のスレートを初期化したり、DELETEでデータを消去

したりできます。 

 

• マップキャンバス管理:ターゲット展開エリアのメタデータパラメータを定義します。表示名:地図ビ

ューの識別子(例:2階)やカスタム説明:地域のコンテキストノート(例:ストックホルムオフィスのフ

ロア 2)。 
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重要: 地図画像最適化ガイドラインに従ってください 

 

フロアプラン画像は、ディスプレイ間でのレイアウト歪みを防ぐために明確な厳格な技術的制約を満た

す必要があります: 

 

画像ファイル形式:完全に PNG形式 

最大ファイルサイズ:20MB 

最低解像度:1920 x 1080ピクセル 

アスペクト比:16:9 横(標準)または 9:16縦(縦画像) 

 

「CHOOSE...」をクリックしますローカルアセット(例:roomsketcher-office-floor-plan-with-garden-

3d-1.png)を閲覧し、その後「SAVE and UPLOAD」をクリックして、フロアプランの背景をアプリケーシ

ョンキャンバスにバインドします  

 

 
 

画像アセットがアップロードされると、管理スイートは専用の編集キャンバスゾーンを読み込み、RAW

画像の上に空間ベクトルを重ねます。 

 

キャンバスとベクター描画ツールバーの編集 
 

キャンバスの左端にある垂直ツールストリップは、管理者が標準的な GISスタイルのベクトルを使い、

会議空間の境界を正確に境界するために使用されます。 

 

• + / –(ズーム操作):キャンバスのスケールを調整し、正確なアンカー配置を行います。 

• ポリゴンツール:複雑な建築境界のために不規則な幾何学的線をプロットします。 

• 長方形ツール:標準的な対称的な部屋に完璧な 4点バウンディングボックスを瞬時にスナップで

きます。 

• 円形ツール:丸みを帯びたまたは楕円形の建築構造を囲むものです。 

• マーカーツール(ピン):最終表示ボードを使って視聴者に位置を指示するための静的な「You are 
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here」ビーコンを地図上に設定します。 

• レイヤー編集 / 削除(ゴミ箱アイコン):既存のベクター座標を修正または消去します。 

 

管理者は個々の建築ゾーンに緑色の半透明の形状をなぞり、独立したインタラクティブなホットゾーンを

定義します。 

 
 

自動間取りの整合性チェック:  

形状を読み込む際、TigerMeetingは接続されたキオスクモニター間でアスペクト比の一貫性を確保す

るためにバックグラウンド検証ループを実行します。フロアプランチェックマトリックスは、マルチポイント

グリーンインジケーターバッジを通じてエンジン互換性を確認します: 

 

✓ 地形(16:9)– 地形の検出(16:9)向き。 

✓ アスペクト比は 16:9に合わせています。 

✓ 解像度 1920×1080は 32〜75 インチのオーバービュースクリーンに適しています。 

 

検証基準が一致すると、システムは確認バナーを表示します:「この画像は概要画面の準備が整いまし

た。」 

 

ベクター形状をカレンダーにマッピングする 
 

物理的なレイアウト境界をライブスケジューリング動作にリンクさせるには、編集キャンバス内で新しく

描画された緑色のベクターハイライトゾーンを選択してください。 

 

「Assign your rooms」の形状サイドバーパネルで、インポートしたカレンダーリストから既存の部屋を選

択します(例:Tiger Team、Tiger Team 1、Tiger Team 2、Tiger Team 4)。 
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プラットフォームはカレンダーエンティティ ID をその空間領域に割り当てます。 

 

最終レイアウトプレビューでは、割り当てられたスペースの範囲内にリアルタイムの視覚ラベルを直接

表示し、地図が完全に設定されて表示ネットワーク全体で公開できる状態であることを確認できます。 

 

地図を保存してください。  

地図を保存した後は、画像の変更やポリゴンの再描画など、後の段階で編集が可能です。 

 

重要: ベクターレイアウトは下の画像レイヤーから完全に分離されています。つまり、画像自体、解像度

、向きを変えてもベクターレイアウトは変わらず、これは良い面と悪い面の両方があり、管理者が認識し

ておくべきです。 

 

良い面: 

• 同じサイズと向きの他の画像と組み合わせて変更でき、部屋の位置に影響しない間取図の変更

など、同じ画像が大きく変わらない場合に非常に役立ちます。 

 

ネガティブな面: 

• 2Dの間取りを 3D画像に変更すると、ベクターポリゴンのレイアウトが歪む可能性が高いです 

• 画像解像度を HDから 4Kに変更すると、ベクターレイアウトが新しい画像の上隅に集まり、ベク

ターポリゴンの再作業(そして新しいマップとして保存)が必要です。 

 

マップを概要画面に割り当てる 
 

ネットワークリストに移動し、「概要画面」を選択し、デバイスを選択します。 

「概要マップ」ラジオボタンを有効にし、以前に編集した地図のいずれかを選択します。 

 

 
部屋名がポリゴンに表示されていなければ、簡単に消すことができます。 

注意:「Tigermeetingの使い方」ビデオガイドのご 

https://www.youtube.com/@tigermeeting/playlists をご覧ください。 

デバイス変更 - 交換 
 

一部またはすべての機器を交換する必要がある状況もあります。 
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Tigermeetingのライセンスは永続的であり、組織内のデバイスのMACアドレスや Android IDに紐

づいています  

 

組織がライセンスを所有しています。したがって、組織が購入した範囲内であれば、設定済みデバイス

からライセンスを切り離し、同じライセンスを他の新しいデバイスにアタッチすることも可能です。 

 

一. TigerMeetingの APKを新しいデバイスにインストールし、管理者アプリに表示させてください 

二. ネットワークタブでデバイスプロパティを編集し、古いデバイスからライセンスを一つずつ切り離してく

ださい。 

 

 
三. 設定>ライセンスタブで、解放されたばかりのライセンスを非ライセンス画面に割り当ててください 

 

 
 

四. ネットワークタブの「非ライセンス」デバイスを削除してください 

五. ライセンス済みデバイスを設定し、SYNCHRONIZEで変更をデプロイします。 

 

ネットワークからデバイスを削除してください 
 

場合によっては、デバイスをネットワークから削除する必要があります。  

これらの事例には以下が含まれます: 

• デバイス修理 
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• 装置の交換 

• 永久的な削除 

• デバイスの工場出荷時リセット 

• デバイスを別の環境に移動させる 

 

このような場合、TigerMeetingネットワークから削除することが推奨されます。そうしないと、このデバ

イスは常に切断された状態が表示されます。 

 

Tigermeetingネットワークは、MACアドレスまたは AndroidIDでデバイスを識別します。 

MACアドレスは Android 8までのデバイスで使用されており、永久的です。 

Android 9以降のデバイスでは、AndroidIDは工場出荷時リセットのたびに再生成されるため、リセッ

トされたインストール済みデバイスはネットワーク上でライセンスなしで新しいデバイスとして表示され

ます(場合によっては同じ IPアドレスで)。  

 

TigerMeetingネットワークからデバイスを削除する手順: 

 

一. デバイスの電源を切るか、ネットワークインターフェースをオフにして「切断」にしてください。 

二. デバイスが永久に削除された場合は、ライセンスを解除して他のデバイスで使えるようにしてくださ

い 

 
三. デバイスをネットワークから削除してください 

 

 
 

注意: 再起動後、削除されたデバイスは新しい未知デバイスとして再びネットワークに参加しようとしま

す。  

 

デバイスを別のネットワークセグメントに移動させる 
 

TigerMeetingはオンプレミスのカレンダーソリューションとして、VLANやサブネットなどのネット

ワークセグメント上の通信に大きく依存しています。 

 

Tigermeetで設定されたデバイスをあるネットワークセグメントや別の組織へ移動すると、設定に

問題が生じる可能性があります。 
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Tigermeetingアプリケーションは新しいネットワーク構成を使い始めますが、設定データベース

が新しいセグメントの設定と一致しない可能性があります。特に、すでに別の Tigermeetingのイ

ンストールがそこに設定されている場合はなおさらです。これにより、データベースの競合状態が

生じ、避けるべき(絶対に)避けるべき状態になります 

 

解決策と推奨される方法は以下の通りです: 

 

一. 上記の手順に従って、ネットワークからデバイスを削除してください 

二. Androidの設定メニューにアクセスするためにデバイスをメンテナンスモードに設定してくださ

い 

三. ネットワーク(Wi-Fi とイーサネットの両方)をオフにしてください  

四. アプリ(アプリケーション)メニューに移動します 

五. インストール済みの Tigerアプリを探す 

六. ストレージ&キャッシュへナビゲーション 

七. ストレージとキャッシュクリア 

 

 
八. デバイスを希望するネットワークセグメントに移動します 

九. ネットワークを有効にして設定してください。 

 

注意: 新しいネットワークセグメントに設定済みの Tigermeetingデバイスが含まれている場合、新しい

デバイスは自動的に適応しネットワークの一部となります。管理アプリで設定してください。 

 

異なるネットワークセグメントとの連携 
 

管理者アプリはステートレスツールです。  

ネットワーク上のデバイスのブロードキャストメッセージを受信します。デバイスから共有データベース

を取得し、同じネットワークセグメント内のデバイスの設定を編集・変更できる親しみやすいユーザーイ

ンターフェースを提供します。 
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同じ Adminアプリを別のネットワークセグメントで別の顧客に使用することも可能であり、Adminアプ

リはこれらの機能を実行するよう設計されています。 

 

しかし、一つ非常に重要な制約があります。それは管理者アプリの再起動です。  

ログアウトしてネットワーク(WiFiかイーサネットか)を変更するだけでは不十分です。管理者アプリ全

体を閉じて起動する必要があります。 

 

やってはいけないこと 
 

• 管理者アプリが稼働している間にネットワークを変更すると、2つの異なるネットワークセグメン

トを混在・統合できます 

• 管理者アプリからログアウトしてネットワークを変更しただけで、2つのネットワークセグメントを

マージするリスクはありませんが、発見が期待通りに機能しないかもしれません 

 

やって 
 

管理者アプリからログアウトする –> 管理者アプリを閉じる – > ネットワークを変更する – > 管理者ア

プリを起動する – > 再度ログインする 

 

ソフトウェアおよびファームウェアのアップグレード 
 

ソフトウェアアップグレード  
 

ソフトウェアアップグレードはほぼすべてのデバイスでサポートされており、Tigermeetingはすべての

お客様に無料のソフトウェアアップグレードを誇りを持って提供しています。 

 

 
 

新しい Android ソフトウェアの利用可能情報は管理者アプリの>ネットワークリストに表示され、管理

者ユーザーは画面の赤いアップグレードサインを押すことで 1台のデバイスをアップグレードするか、

すべてのデバイスをアップグレードする機会があります(「ANDROID APPLICATIONS をアップグレー

ド」を押すことで) 
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注記:  

 

一. 技術的には、スクリーンは新しいソフトウェアアップデートの可用性をポーリングします。つまり、

Tigermeeting クラウドにアクセスできなければ、スクリーンは新しいソフトウェアアップデートを検

出しません。しかし、新しいリリースノートが送信された後、画面が Tigermeeting クラウドにアクセ

スできるのは 2時間以内です。スクリーンはアップデートをダウンロードでき、アップデート自体はイ

ンターネットから完全に切り離されたオンプレミスで実行できます。 

二. Tigerアプリケーションはアップグレードをダウンロードするためにストレージアクセス権限を持って

いる必要があり、そうでなければダウンロードが失敗する可能性があります。 

三. 画面のファームウェア、Androidのバージョン、設定によっては、更新手順にユーザーの操作が必

要になる場合があります。Tigermeetingの開発は完全なハードウェア統合を目指していますが、

Google Play Protectやその他の Androidセキュリティプロセスがアップグレードプロセスに干渉

し、画面上の確認を求めることがあります。これは大規模なインフラや遠隔地では困難を伴うこと

があります。したがって、ハードウェアを選ぶ際には画面機能の選択が非常に重要です。  

 

ハードウェアを購入する前に、必ず Tigermeetingのハードウェア互換性マトリックスを参照してく

ださい。 

ATigerを自分の環境で自分の画面でテストすることを強く推奨します。 

 

ソフトウェアのバージョン変更は、Analytics ->デバイス IDセレクターで追跡されます。 

 

 
ソフトウェアのリリースノートは管理者アプリケーションの「About」メニューで公開されています  

 

重要: Tigermeeting Android APK は Tigermeeting 署名によって署名されます。この署名はソフト

ウェアのアップグレード時に非常に重要です。管理者アプリによってオーケストレーションされたソフト

ウェアアップグレードは、署名が削除、再署名、変更された場合に失敗します。 

 

ファームウェアのアップグレード  
 

ファームウェアのアップグレードは対応デバイス専用です。Philipsの Androidベースの画面もその一
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つです。  

Tigermeetingはファームウェアがテストされ、Tigermeetingの品質保証の厳格なテストに合格した

後にファームウェアアップデートをリリースします。 

 

ファームウェアの利用可能性は管理者アプリの>ネットワークリストに表示され、管理者ユーザーは画

面列の赤いアップグレードサインを押すことで 1台のデバイスをアップグレードするか、すべてのデバ

イスをアップグレードする機会があります(「UPGRADE FIRMWARE VERSIONS」を押すことで) 

 

 
 

ファームウェアのバージョン変更は、Analytics ->デバイス IDセレクターで追跡されます。 

 
 

注意: Tigermeetingはファームウェアのアップグレードによる損傷について一切責任を負いません。

ファームウェア自体はハードウェアメーカーからの変更されていない署名済みパッケージです。 

利用規約の文書で詳細はこちらをご覧ください:https://tigermeeting.app/terms-of-service  
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トラブルシューティング 
 

管理者アプリと各デバイスの両方にトラブルシューティングログが有効になっています。これらの

ログは、将来的な問題のトラブルシューティングに非常に役立ちます。 

 

管理者ログをダウンロード 
 

設定メニュー(右上の歯車のシンボル)から管理者アプリのログをダウンロードしてください。 

 

 
 

ダウンロードされたログファイルには、Tigermeeting-AdminLog-29-02-2024-2343.logのよう

な説明的なファイル名が付けられています。ファイル内容のリネームや編集はご遠慮ください。 

 

デバイスログをダウンロード 
 

ネットワークメニューからデバイスを選択し、行の末尾にある 3つの点をクリックすると、デバイス

ログをダウンロードできます。 

デバイスは「接続済み」状態である必要があることにご注意ください。 

 

 
 

ダウンロードされたログファイルは、Tigermeeting-DeviceLog-(18-65-71-5E-89-C5)-29-02-

2024-2345.logのような説明的なファイル名を持っています。ファイルの内容を変更したり編集し

たりしないでください。 

 

ログは暗号化されたテキストファイルで、メールで安全に送信できます。ご要望があれば、

Tigermeeting カスタマーサポートに送信してください。 
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デバイス UID(ユニット識別) 
 

管理者がデバイスを識別する必要がある場合、Device UID(ユニット識別)を用いて特定のデバ

イスを容易に識別できます。  

UID サーバーインフラエリアで一般的に使われている技術 – サーバー前面のボタンを押すと、

前後の LED ランプが点灯し、ラック内のサーバーの識別が容易になります。  

 

 
 

デバイス UID リクエストを使用すると、デバイスは画面上にユニット識別ウィンドウを表示します

。 

 

 
 

注: ユニット識別ウィンドウは、次の再起動や画面タッチ(オンスクリーンタッチが有効の場合)ま

で画面を覆い続けます。 
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デバイス情報を見る 
 

デバイスの詳細をもっと知ることが役立つ場合もあります。 

関連するハードウェア、ソフトウェア、ベンダー固有の API情報を収集する機能「デバイス情報

表示」をご利用ください。  

 

 
 

デバイスが「接続」状態の場合、情報はすぐにスクロール可能な形式で表示されます。 

 

 
 

この情報には、トラブルシューティング時に有用となるベンダー固有の API情報が含まれてい

ます。ご要望があれば、ぜひ Tigermeetingのサポートにこの情報を共有してください。 

例: 

ベンダーAPI getDeviceInfo = { "status": "OK", "deviceKey": "ProDVXapi", 
"deviceManufacturer": "ZDMID", "deviceModel": "APPC-7XPL", "deviceProduct": 
"rk3368", "deviceDisplay": "APPC-7XPL.AP6255.ProDVX.LVDS-1024x600.HW-
V1.1_1.11.10e.A23_04", "devicePlatform": "rk3368", "androidSdk": 27, 
"androidVersion": "8.1.0", "serialNumber": "7XPL22900181", "ip4Address": 
"192.168.88.219", "screenBrightnessInternal": 200, "screenBrightness": 78, 
"showSystemBars": false, "touchScreenEnabled": true, "deviceInteractive": true, 
"apiAppPackageName": "com.prodvx.api", "apiAppVersion": "1.0", 
"apiAppVersionCode": 20, "apiAppSystemSigned": true, "apiAppSystemFlagged": true, 
"apiAppSystemUser": true} 
 

タイガーミーティングルームのパラメータ 
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Tigermeetingのインフラストラクチャでは、設定をデバイス間で共有(セット配布)することもでき、各デ

バイスが言語から LEDやブッキングの動作パラメータまで独自の設定を持つことも可能です。 

 

Analyticsの DeviceIDセレクター>には、部屋ごとの設定詳細が表示されます。  

 

 
 

この情報はシステムのトラブルシューティングに非常に役立ちます。 

もしこの情報を求められたら、ぜひ Tigermeetingのカスタマーサポートに共有してください。 

 

メンテナンスモード 
 

Tigermeetingのソリューションは主に公共の場で使われており、悪意ある攻撃や画面の悪用を

防ぐためのセキュリティ対策が必要です。 
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そのため、Tigermeetingアプリは標準的な Android技術を使って画面全体を占領し、アクセス

を無効化します。例えば: 

 

• SYSTEM_UI_FLAG_LOW_PROFILE:ステータスバーのアイコンが暗くなります。 

• SYSTEM_UI_FLAG_HIDE_NAVIGATION:ナビゲーションバーが隠されています。 

• SYSTEM_UI_FLAG_FULLSCREEN:ステータスバーが隠されています。 

• SYSTEM_UI_FLAG_LAYOUT_STABLE:安定したレイアウトを維持するのに役立ちます。 

• SYSTEM_UI_FLAG_LAYOUT_HIDE_NAVIGATION:ナビゲーションバーがアプリのコンテ

ンツに重ねて表示されます。 

• SYSTEM_UI_FLAG_LAYOUT_FULLSCREEN:ステータスバーがアプリのコンテンツに重

ねて表示されます。 

• SYSTEM_UI_FLAG_IMMERSIVE:ユーザーはスワイプジェスチャーでシステムバーを表示

できますが、自動的に再び隠されます。 

• SYSTEM_UI_FLAG_IMMERSIVE_STICKY:SYSTEM_UI_FLAG_IMMERSIVE と似てい

ますが、システムバーは一時的に表示されます。 

 

同様に、デバイスサプライヤーが不要な画面アクセスをブロックするための APIインターフェース

を提供している場合も、それらも利用されます。 

ユーザーは Tigermeetingがデバイス全体を占めており、デバイスにアクセスできないと感じる

かもしれません。しかし多くの場合、これは事実ではありません。サプライヤーの機器マニュアル

を読むことで、いくつかのボタンの組み合わせやパスワードで保護されたダイアログがあり、シス

テムバーやデバイスメンテナンス作業を行うためのボタンが表示されることがわかるかもしれま

せん。 

サプライヤーAPIがメンテナンスをブロックし、画面を解除するために API呼び出しが必要な場

合もあります。(ProDVXや Allnetデバイスがその例です。) 

 

 
対応デバイスには「メンテナンスモード」が表示されます。  

 

デバイスは手元に置いておくと良いです。一部のデバイスではシステムバーが短時間だけ表示された

り、画面上部から下にスワイプしないとシステムバーが表示されません。サポートされているデバイス

では Androidセットアッププログラムが起動されます。 

 

注意: セキュリティ上の理由から、アクティブメンテナンスモードでは絶対にデバイスを無人にしないで

ください。  

 

上から下にスワイプすると、ProDVXの画面にシステムメニューが表示されます: 
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Philips(および他の一部の Android画面)はパスワード保護なしでセットアップアプリを呼び出します  

 
 

注意:メンテナンス後は  、保護を回復するためにデバイスを再起動する必要があります。 

特に、曝露された保護されていない機器の乱用リスクが高い公共の場所に設置する場合は重要です

。 

出口申請 
 

「Exit application」機能も、裸の Androidデスクトップに到達するための強力なツールの一つです。  

Tigerアプリケーションが画面をロックする場合(公共空間での本番使用時にはそうあるべきですが)、

管理者は画面のメンテナンスや設定作業を行う必要があります。 

Tigermeetingアプリケーションはシンプルで優雅に存在し、通常の Android ランチャーを管理者に公

開します。 

 

注意: セキュリティ上の理由から、アクティブメンテナンスモードでは絶対にデバイスを無人にしないで

ください。  
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ポスト指揮部 
 

POST コマンドは、IAdea、Qbic、Auroraなどの対応デバイス向けに利用可能であり、ベンダーAPI

によりデバイスに対して非常に低レベルからさらにはセキュリティ調整関連の操作が可能です。  

メーカーのスクリーンベンダーAPIは公開されていませんが、Tigermeetingは特定の設定やセットア

ップタスクを実行するターゲットを絞った暗号化メッセージをプッシュし、デバイスと安全な通信手段を

提供します。 

クリア 

 
 

メッセージが Tigermeetingキーで暗号化されていないか、フォーマットが悪ければ、画面はエラーメ

ッセージで応答します。 
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重要な注意:このコマンドは暗号化されたメッセージで、TigerMeetingのサポートチームからのみ取

得可能です。 この機能はご自身で使用しないでください。  

サポートチームの指示があった場合にのみご利用ください! 

 

ハードウェア指標 
 

アナリティクス機能をオンにすると、トラブルシューティングのために貴重なハードウェア関連情報が利

用可能になります。デバイスは約 2時間ごとか、イベント発生時に測定値を送信します。この情報は

純粋にMACアドレスまたはデバイスの Android IDに紐づいています 
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詳細については、プライバシーポリシーおよび GDPR コンプライアンスページをご覧ください 

https://tigermeeting.app/en/features/gdpr-compliance  

 

デバイス発見の問題 
 

Adminアプリが Tigermeetingアプリを実行している画面やデバイスと同じネットワークセグメン

トで起動されている場合、デバイスは自動的に検出されます。 
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デバイスが検出されない場合は、以下のテストを実施してください: 

 

一. ネットワークはネットワーク要件を満たしています(文書の冒頭参照) 

二. 管理者アプリはネットワーク使用が許可されています(Windowsはこの権限を求めて

Windows ファイアウォールを通過させる場合があります) 

三. デバイスがネットワークにアクセスできるか確認してください(例えば ping コマンドでテストす

るなど)。 

 

VPN接続やルーターは通常、ネットワークブロードキャストパッケージを転送しません。その場合

、デバイスの IPアドレスを入力することで ADD DEVICEボタンでデバイスを追加できます。 

 

デバイスの IPが正しく、Tiger APKが正しく動作している場合、そして管理者アプリがデバイス

と接触できない場合は、ブラウザを開いて以下の URLを入力してください

:http://device_IP_address:6026。期待される応答は以下の JSON形式です:  

  
応答が異なっていたりタイムアウトした場合、管理者アプリとデバイス上の Tiger APK間で通信

ができません。  

管理ログを TigerMeetingサポートに送って分析してください。 

注意: 初期のMacOS Sequoia(バージョン 15.x)では、デバイス検出時にすべてのデバイスが

オフラインであることに問題がありました: 

 

 
 

この問題は 15.0から 15.1.xまでのバージョンで確認されています  

 

MacOSバージョン 15.2以降はこの問題は解消され、最新の OSアップデートで解決されたと考

えられています。 
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なお、MacOS Sequoiaからは、Tigermeeting管理者アプリもローカルネットワークアクセスが

必要な他のアプリケーションと同様に、 ローカルネットワークアクセス 権限が必要です。 

 

最初の起動時に許可するか、後でシステム設定->プライバシー&セキュリティ ->ローカルネット

ワークでローカルネットワークアクセス権限を許可するかのいずれかです 

       
 

アプリケーション名は Tiger、TigerMeeting、Electronなどさまざまです。 

 

ネットワーク再起動 
 

管理者がすべてのデバイスに対してネットワーク全体の操作を行いたい場合もあります。  

 

これらの作戦には以下が含まれます: 

• ネットワークをリセット する – すべてのデバイスの Tigerをデフォルトにリセットします。 

• バックアップネットワーク - 現在の構成のバックアップを実行する 

• ネットワークを復元 する – 以前のバックアップから設定を復元します。 

• すべてのデバイスで即時再起動を行う。 
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リセット、バックアップ、復元操作は直感的ですが、再起動には説明が必要です。 

 

 
 

顧客はコマンドですべての設定済みデバイスを再起動すると期待していますが、実際にはサポート

されたデバイスだけが再起動を行うことになります。  

Tiger Androidアプリは rootアプリケーションではありません。ユーザースペースで動作するため、

ベンダーがインターフェースを提供していないデバイスに対してシステム操作を行う権限はありませ

ん。  

対応機器には Philips、ProDVX、IAdea、Qbic、Auroraの全てのスクリーンやその他多くのメーカ

ーが含まれますが、すべてのスクリーンがサポートされているわけではありません。ハードウェア互

換性マトリックスを必ずご確認ください。 

 

免許証の欠落 
 

前の章からのリマインダー:  

ライセンスは管理者アプリで管理されます。管理者ユーザーは以下の操作を行うことができます: 

設定>ライセンスで表示・割り当て  

 

 
 

Analytics->Companyでライセンスの種類、有効期限、割り当てられたデバイス識別を表示  
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もしライセンス取得デバイスが事前にライセンスを切り離さずにネットワークから削除された場合、ライ

センスは「使用済み」状態のまま、非終了デバイスに紐付けられたまま維持されることがあります。 

 

これらの孤児ライセンスを取得するには、Tigermeeting カスタマーサポートに連絡し、デバイスの識

別番号(MAC/AdID)を提供して取得を依頼してください。  

 

 

同じデバイスが異なる識別で複数回 
 

TigerMeetingはデバイスのMACアドレスまたは Google Android ID を使って、TigerMeeting

ネットワーク上のデバイスを識別します。 

AndroidデバイスにおけるMACアドレスと Android IDは異なる目的を持ち、プライバシーや機

能性に明確な影響を及ぼします: 

 

MACアドレス: 

• 定義:MAC(メディアアクセス制御)アドレスは、物理的なネットワークセグメント上の通信

に割り当てられるネットワークインターフェースに割り当てられる一意の識別子です。

MACはデバイスのネットワークハードウェアのデジタルフィンガープリントです。 

• 用途:LAN内のネットワーク管理や通信に使用されます。ルーターはMACアドレスを使

ってデバイスを識別し、通信します。 

• プライバシー:Android 10から、Googleはプライバシーを強化するためにMACアドレ

スランダム化を導入しました。これは、デバイスが接続するWi-Fiネットワークごとに異な

るMACアドレスを使用するため、ネットワークがあなたのユーザーを追跡しにくくしてい

ることを意味します  

 

Android ID: 

• 定義:Settings.Secure.ANDROID_ID または SSAIDは、デバイスの初回セットアップ時に

割り当てられる一意の識別子です。一度だけ生成され、デバイスが工場出荷時リセットされ

ない限り一定のままです。 
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• 利用法:ANDROID_IDはアプリ開発者がデバイスの識別、安全なアプリのインストール、ア

プリやサービス間のユーザーアカウント管理に一般的に使います。広告 ID とは異なり、

ANDROID_IDは通常パーソナライズ広告には使用されません。 

• プライバシー:ANDROID_IDはユーザーがリセットできませんが、アプリの権限管理や機密

デバイス識別子へのアクセス制限などでプライバシーを守ることができます。さらに、デバイ

スを工場出荷時リセットすると新しい ANDROID_IDが生成されます 

 

ネットワークは常にデバイスのMACアドレスを使用しているため、Android 10+デバイスではラ

ンダムなMAC変更は Tiger APKで処理されているようです。 

ファームウェアの工場出荷時リセットや意識的な Android ID リセットは、ネットワークが新しい

Android IDのデバイスを検出してしまうことがあります。新たに発見されたデバイスにはライセン

スがありません。 

 

管理アプリ内での問題を解決する: 

• 古い IDのデバイスからライセンスを切り離し、削除してください。  

• 新たに発見したデバイスにライセンスを付与し、設定してください。 

 

 
 

上記の例では、切断されたデバイスは安全にネットワークから外すことができます 

 
 

. 

…管理ログを見ると、削除されたデバイスのライセンスが切り離され、会社のライセンスプールに
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戻されていることが確認できます。 

 

 
 

新たに発見されたデバイスには標準手順に従ってライセンスを付与してください:設定 ->ライセン

ス 

場合によっては、管理者がログアウトして再度ログインして、「紛失」ライセンスが利用可能なライ

センスプールに表示される必要がある場合もありますのでご注意ください。  

 

インテグレーターやディストリビューターの方へ:画面をある組織から

別の組織へ移行するにはどうすればよいですか? 
 

• メーカーはしばしば Tigerアプリをインストールしたまま画面を出荷しますが、 結果として 

画面にライセンスが表示されません 

• (画面に Tigerアプリがプリインストールされていない場合は、Tigermeeting Android

の設定マニュアルに従ってください。 結果: 画面にライセンスが表示されません) 

• 会社 Aはスクリーンをテストし、ライセンスを割り当てます。 結果: 会社 Aのライセンスが

画面に表示されます 

• 会社 Aはこれらの画面をエンドユーザー企業に売りたいと考えています。例えば会社 B

です 

• 会社 Aは管理アプリの画面からライセンスを切り離す必要があります。これによりデバイ

スからライセンスが削除されます(ただし画面は会社 Aの組織に紐づいたままです)。 

• 画面ではネットワークを無効にし、Android設定では>Apps & Notifications ->Tiger 

-> キャッシュをクリア データをクリア - これにより前の会社(会社 A)の添付ファイルが削

除されます。結果:画面にライセンスが表示されません 

• 会社 Aは Tigermeetingサポートに、会社 Bのテストライセンス作成を依頼します(会社

名と管理者のメールアドレスだけで十分) 

• 会社 Bの管理者にはライセンスと指示に関するメールが届きます。 

• 会社 Aは安全にスクリーンを会社 Bに届けられます。スクリーンにはライセンスがかか

らず(製造元から直接発送されたかのように) 

• 会社 Bの管理者が画面をテストし、その画面にライセンスを割り当てます。 結果: 会社

Bのライセンスが画面に表示されます 

 

これは Tiger ライセンスのライフサイクル管理の段階的な説明です。 

 

会社のロゴ、背景画像、ブランディング 
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すべてのブッキング画面のテーマには、変更や調整が可能なグラフィック要素があります。  

• 会社のロゴ 

• テーマ背景画像 

• ブランディングメッセージ(タイガー提供)。 

 

これらの要素を調整することは、予約画面を会社のオフィスや学校の環境に適合させるために不可欠

です。 

 

この章では、すでに各メニューポイントで詳細に説明されているこれらのグラフィカル要素関連オプショ

ンをまとめます。 

 

 
 

会社のロゴ(ロゴマークまたはロゴタイプ) 

• デフォルトの(タイガー)会社のロゴは、管理アプリの設定(右上の歯車)から変更できます 

 
• 希望する会社のロゴマークを 300x130 ピクセルサイズの PNG画像形式でアップロードして

ください。異なるテーマに合わせて透明な背景を推奨します。会社のロゴはすべてのデバイ

スで同じになります。  

注意: アップロードされた画像のサイズはシステムが 300x130pxにリサイズされるため、画

像の歪みを避けるために正しい比率を使用してください。 
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• 企業ロゴマークの外観は、管理者アプリから各デバイスごと(または配布全体)で有効または

無効化も可能です:Network->device->advanced options「show company logomark

」 

 

背景画像 

• 背景画像はテーマごとに変更可能ですが、背景画像が見える領域や画像の不透明度はテー

マに依存し、テーマごとに変わります。 

• 背景画像は PNG形式で、最大画像サイズは 4Mbでなければなりません 

• 背景画像は、部屋名、天気情報、次回会議など、テーマ固有の要素を考慮した特別なデザイ

ンを推奨します。 

• 背景画像には予約スクリーンのサイズ、比率、解像度(通常は 16:9、サイズ 1280×800px)

が推奨されます 

• ほとんどのテーマでは、小さな背景画像がタイル張りになっています。 

• 背景画像はテーマごとにグローバルに設定することも、必要に応じてデバイスごと設定可能

です。詳細はテーマ設定章をご覧ください。 

 

ブランディングメッセージ 

• 「powered by Tiger」というブランドメッセージと Tigerロゴは、管理者アプリのデバイス詳細

オプションからデバイスごと(または配布全体)でオン・オフが可能です。 

• 「商品ブランディングを表示する」のオン/オフパラメータは、「ルームサービス」などからブラ

ンド関連のタイガーロゴをすべて削除します。 

 

 
 

Oauth認証トークンの期限切れ 
 

多くのカレンダーは認証やセッション処理に OAuth トークンを使用しています。Microsoft 365、

Google Workspace、Lark、Feishu、Zoho Workplaceなどです。 

カレンダー認証トークンには期限が切れます。 

カレンダーや会社のセキュリティ設定によっては数ヶ月、数日や数時間程度の場合もあります。 

 

画面上の TigerMeetingアプリケーションは、トークンの有効期限約 10分前に新しいトークンを要求

してトークンを維持しようとします。 

更新直前に画面が一度もオンラインになっていなければ、古いトークンは期限切れとなり、今後は使え

なくなります。再認証によってこの問題は解決します。 
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...このような状況を避けるために、毎晩や週末はすべてのデバイスを電源を切ったり、ネットワークか

ら切断したり、スリープモードにしたり、すべてのデバイスを一時停止したりしないでください。 

 

オンラインになるデバイスは 1〜2台だけで十分で、トークン更新が行われ、再びオンラインになったら

他のデバイスに配布されます。 

 

 

デバイスの時間は正しいのでしょうか? 
 

カレンダーの管理は時間がすべてです。 

TigerMeeting環境のデバイスや画面はすべて独立した存在であり、時間を使って互いに協力してい

ます。 

 

時間がコマンドと同期していなければ、更新が無視されることがあり、カレンダーが SSLハンドシェイク

を拒否して誤動作や誤解が生じることがあります。これは、ネットワーク内のデバイス間のデータベー

ス交換や、管理者アプリがデバイスに送信する修正された設定が正しいタイムスタンプ(日付と時刻)

に依存しているためです。 

 

これらのエラーはエンドユーザー(オフィスの従業員、大学の学生、学校の生徒)には漏らされません

が、ログを分析することで Tigermeetingのインフラ管理者にはこれらの問題が明らかになります。 

 

しかし、TigerMeeting環境で潜在的な不整合を検出し問題を避ける最も簡単な方法は、以下の点を

確認することです: 

• 使用されているタイムゾーンは正しいです 

• 時間は正しく設定されています 

• 装置は正しい時刻を示しています 

 

NTPやローカルネットワークの時間を使うか、明示的にタイムゾーンや時間を設定しても、

TigerMeetingの観点からは、デバイスが常に正しく使っている日付と時間が正しい限り、違いはあり

ません。  
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ビデオプレーヤーが起動しません 
 

ビデオプレーヤーが起動しない場合、通常は満たされていない 2つの基本的な要件のいずれかが確

認されます。  

 

ビデオファイルの URL 

 

動画ファイルは URLを通じてアクセス可能である必要があります。この URLは YouTube リンク、

Google ドライブ、SharePoint リンクなどではありえません。なぜなら、これらは mp4 ファイルを直接

公開しないからです。動画はウェブサーバー経由で公開され、httpや httpsプロトコルで直接アクセ

ス可能である必要があります。 

社内の(例えばイントラネットサーバー)や外部のウェブサーバーでも構いませんが、URLは動画ファ

イルに直接向けられている必要があります(リダイレクトや JavaScript ラッパーは使わず) 

 

一) 悪い例:(有効な動画はあるが、Android メディアプレーヤーが「ラップされたファイル」を再生できな

い) 

YouTube:https://www.youtube.com/shorts/T4lKFKSZvL8  

Google ドライブ:https://drive.google.com/file/d/1qP91wWHD9SjFDBb3a_BIOrOYq6Ft_OY1 

 

二) 良い例:(URLは直接動画ファイルを指しています) 

https://examplefiles.org/files/video/mp4-example-video-download-hd-1280x720.mp4 

https://onlinetestcase.com/wp-content/uploads/2023/06/4.06-MB.mp4 

Tiger クラウドに保存されているファイルストアが提供する URLを使用してください。 

 

Androidの権限 

 

AndroidのMediaPlayerは、管理者アプリで設定された動画コンテンツを再生するために使われま

す。これは、しばらくの非アクティブ期間の後に行われます。 

MediaPlayerにはストレージ権限が必要です。Tigerアプリにすべてのストレージ権限があることを確

認してください。 

Androidのバージョンによって用語や表現が異なり、許可権も異なりますが... Tigerアプリで起動され

たMediaPlayerはストレージにアクセスできる必要があります。 

 

設定>アプリ(および通知)->タイガー ->権限(またはストレージ権限)で、すべての権限(ファイルやメ

ディア、動画や写真など)が許可されているか必ず確認してください。および類似の権限です。   

アップグレード後(ファームウェアアップグレードと Tiger APKアップグレードの両方)後、権限が取り消

される可能性があります。 

これは Tigerアプリの単純なバグではなく、Androidの権限処理の根本的な変更によるものです。  

古いバージョンのアプリに付与された権限は、特に主要な Androidバージョンの閾値を超えると、特

に targetSdkVersion を大幅に上げるとアップグレード後に通常取り消されます。 
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通常、targetSdkVersionがすでに最新で、Tigerが単に機能アップデートを推している場合、付与さ

れた権限は維持されます。この取り消しは、アプリが Androidシステムに対して新しくより安全な権限

モデルをサポートしていると伝えることによる一度きりのイベントです。 

 

ビデオプレーヤーが動作を続けるために、もう一度ストレージアクセス権限を設定してください。 

一部のデバイスでは、新しい権限設定を使うために再起動が必要です 

 

 

横向きモードのポートレートテーマ 
 

Tigermeetingアプリケーションは、選択したテーマに基づいて Androidの内部呼び出しを使って画

面の向きを管理します。 

これはほとんどの場合非常にうまく機能しますが、OSレベルで画面向きを制御できる画面では、それ

を上書きできるソフトウェアが存在しません。これにより、縦型テーマを選択し、Tigerアプリが無事に

縦型に切り替えられたにもかかわらず、画面が横向きモードのままになるという症状が生じることがあ

ります。 

  

これは Android 11(API 30)を搭載したデバイスでよく見られます。このオプションが導入され、後に改

良されたため、Android 11以上ではこの方向性がよく機能します。 

 

また、Android 16(API 34)では、画面の向きが上書きできない場合にいくつかのセキュリティオプショ

ンが追加されました。 

 

この場合、画面の向きは手動で調整が必要で、Tigermeetingの内蔵自動向き変更機能は使えませ

ん。 

 

画面向きに関する設定については、Androidの設定オプション、特に設定>表示のオプションを確認し

てください。 

画面の回転を 90度変えることで、ほとんどの場合問題が解決します。 

ただし、画面の販売業者にアドバイスやハードウェアサポートを必ず確認してください。 

 

デュアルスクリーンデバイス 

 

Tigermeetingアプリケーションは、以下のようなデュアルスクリーンデバイスに対応しています:  

• 天井から吊るされた廊下の展示 

• 壁に垂直に取り付けられています 

• 会議室のテーブルに置かれた装置 

 

これらのデバイスは両側(両画面)から同じコンテンツを表示します。 

プライマリスクリーンの向きは通常、Tigermeetingアプリケーションでうまく処理されます(前章参照)
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が、サブスクリーンはメーカーが設定したデバイスファームウェアによってロックされることが多いです

。 

 

Tigermeetingはすべてのデバイスで画面回転をサポートしているため、一部のデバイスのファーム

ウェア設定では、サブスクリーンの回転(逆さに見える内容を避けるため)が難しくなります。選んだデ

バイスで希望の向きをテストしてください。 

 

Rockchip技術を搭載したデバイスでは、管理者アプリでセカンダリー画面回転オプションが可能で、

正しい向きを設定できます。 

 

 
 

ハードウェア固有の設定 
 

TigerMeetingは可能な限り画面の「工場出荷時設定」を使っています。  

 

しかし、ハードウェアモデルによって設定が変更されたり、ユーザーがセキュリティを向上させたりハー

ドウェアの動作を微調整するために設定されたりします。 

 

ProDVX トークン 

 

ProDVX トークンは ProDVX APIを使用するための認証層とセキュリティを提供します。トークンは静

的(Qbicや IAdea API とは異なり)ですが、顧客固有のもので、ProMGRの ProDVX リモート管理ツ

ールで設定可能です。(リードの詳細は ProDVXのドキュメントをご覧ください) 

 

トークンがデフォルトでない場合、LEDバーやその他の画面やメーカー固有の機能が期待通りに動作

しません。 

 

この場合、画面を工場出荷時リセットしてデフォルトの ProDVX トークンを使うか(トークンが不明の場

合)、または管理者アプリで必要なトークンを設定してください。これはデバイスごとまたは配布全体に

対してです。  
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ロックチップシリアルデバイス 

 

モデルやシリーズによって、LED ライトやその他の画面機能を制御するシリアルデバイスが変わるこ

とがあります。デフォルトは /dev/ttyS3. 

変わることは可能です  

 
 

ShiMetaシリアルデバイス 

 

Rockchipシリアルデバイスを参照してください。 

 

言語サポート 
 

Tigermeeting ソリューションは 50以上の言語をサポートしており、その中には以下のものがありま

す: 

 

en(英語)、hu(ハンガリー語)、sr(セルビア語)、sv(スウェーデン語)、da(デンマーク語)、no(ノルウェ

ー語)、bs(ボスニア語)、hr(クロアチア語)、es(スペイン語)、es(アイスランド語)、fi(フィンランド語)、

fr(フランス語)、it(イタリア語)、de(ドイツ語)、nl(オランダ語)、ru(ロシア語)、zh(中国語)、zf(中国繁

体)、ar(アラビア語)、sr-cyr(セルビア語、キリル文字)、pt(ポルトガル語)、et (エストニア語)、lv(ラトビ

ア語)、lt(リトアニア語)、pl(ポーランド語)、cz(チェコ語)、ro(ルーマニア語)、el(ギリシャ語)、he(ヘブ

ライ語)、ja(日本語)、mk(マケドニア語)、tr(トルコ語)、th(タイ語)、am(アムハラ語)、af(アフリカーン

ス語)、hi(ヒンディー語)、id。(インドネシア語) fa(ペルシア語) be (ベラルーシ語) uk (ウクライナ語) 

sl (スロベニア語) sk (スロバキア語) vi (ベトナム語) ms (マレー語) hy (アルメニア語) az (アゼルバ

イジャン語) ph (フィリピン語) sq (アルバニア語) mfe (モーリシャス・クレオール語) ko (韓国語) 

 

TigerMeetingスイートは、高度で革新的かつ動的なローカリゼーション技術を採用しており、シンプ

ルかつ簡単な変更が可能です。 
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デバイス言語はすべてのデバイスで簡単に設定できます。 

すべてのテキストメッセージとシステムメッセージは設定された言語で行われます。 

オンスクリーンキーボードは RTL言語を含むほとんどの言語をサポートしています。 

 

 
 

画面上のキーボードは、対応している言語のキーボードレイアウトを使用します。「グローブ」ボタンを

押すと言語レイアウトが変わります。 

  

アプリケーションクリアデータ 
 

このコマンドは、Settings->Applications->Tiger->Storage->Clear Data / Clear Cache)と同

じです。 

キャッシュとストレージからすべての Tigerアプリケーション関連データを削除します。 

Tigerアプリケーションは初回インストール直後と同じように動作します。 

 

注意:この機能はご自身の責任でご利用ください。  

画面上のすべてのアプリケーションデータは消去されます。 

管理者アプリがデバイスを復旧させ、デバイスのライセンスも保持します。 
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この操作により、Tigerアプリの以前の権限の一部が変更または取り消される可能性があることにご

注意ください。必要な最低限の権限(ファイルやメディアの保存アクセス、他のアプリの上書きなど)を

設定していることを確認してください。 

 

これらの操作の違いを理解するために、デバイス工場出荷時リセットもお読みください。 

 

 

デバイスの工場出荷時リセット 
 

スクリーンメーカーは工場出荷時リセットに使えるベンダー固有の APIを持っていますが、他のデバイ

スは ADB コマンドでリセットが可能です。  

 

この機能は、ターゲットデバイスに工場出荷時リセットを依頼するコマンドを送信するために使われま

す。注意:これは汎用コマンドではなく、すべてのデバイスで動作するわけではありません。  

この機能はご自身の責任でご利用ください。画面上のすべてのデータは消去されます。TIGERアプリ

も含まれます。管理者アプリは失われたデータを復元できません。 

 

工場出荷時リセットはデバイスの Android IDを変更する可能性が高いため、接続された

Tigermeeting ライセンスは切り離され、デバイスはネットワークから削除されます 

 

. 

 

重要な注意点:工場出荷時リセットは不可逆的です。これによりデバイスの工場出荷時設定が復元さ

れます。この操作は、自分が何をしているのか確信が持てて、かつ完全にご自身の責任で行う場合の

みお願いします。 

 

タイガーミーティングの建築コンセプト 
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Tigermeeting製品アーキテクチャ 
 

Tigermeetingはサーバーレス、オンプレミス、モジュール式かつスケーラブルな会議室管理ソリュ

ーションです。  

これらの特性により、Tigermeetingはクラウド志向の会議室管理市場において、競争において独

自かつ際立っています。 

 

• サーバーレス: TigerMeetingのインストールはカレンダー操作専用サーバーを必要とし

ません。 

• オンプレミス: Tigermeetingの基本的なカレンダー操作は、クラウドサービスやインターネ

ット接続なしで完全に機能します。 

• モジュラー: TigerMeetingのインフラストラクチャは、Tiger APK と Adminアプリを実行

し、ネットワーク上で論理的に緩やかに結合されたデバイスで構成されています。 

• スケーラブル:モジュールアーキテクチャの活用 – Tigermeetingはデバイスの追加・削除

で簡単にスケーラブルで、TigerMeetingやネットワークパフォーマンスには影響しません

。 

 

TigerMeetingは、上記の機能を達成するために、最新のネットワーク設計のベストプラクティスと最

高のセキュリティインフラ原則を活用しています。 

 

最も重要な設計パターンはネットワークセグメントとブロードキャストメッセージングの利用です。 

 

ネットワークセグメンテーション 
 

ネットワークセグメントとは、コンピュータネットワークの中でネットワークの他の部分から分離された

部分のことです。この分離は、ネットワークの設計やセグメント間の接続に使用されるデバイスによ

って物理的なものまたは論理的なものとなります。  

 

ネットワークセグメントに関する主なポイントは以下の通りです。 

(詳細は https://en.wikipedia.org/wiki/Network_segmentation をご覧ください) 

 

一. 定義:ネットワークセグメントとは、ネットワークトポロジーの特定の部分であり、しばしば 2台の

コンピュータやルーター、スイッチなどのネットワーク機器間の接続によって定義されます。 

二. 目的: ネットワークセグメンテーションは、大きなネットワークをより小さく管理しやすい部分に分

割することで、ネットワークのパフォーマンスとセキュリティを向上させるために用いられます。こ

れにより、混雑の緩和、サイバー攻撃の拡散を抑え、機密データの保護に役立ちます。 

三. 方法: セグメンテーションは、仮想ローカルエリアネットワーク(VLAN)、ファイアウォール、ソフト

ウェア定義ネットワーキング(SDN)技術など、さまざまな方法で実現できます。 

四. 福利厚生: 

• 混雑の軽減:各セグメントのデバイス数を制限することでネットワークトラフィックが減少し、

パフォーマンスが向上します。 
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• セキュリティの向上:セグメンテーションはローカルセグメントへのブロードキャストを含み、

攻撃対象を減らすことで、攻撃者がネットワーク内で横方向に移動しにくくなります。 

• 強化された制御:ネットワークトラフィックやアクセスをより細かく制御でき、認可されたデバ

イスやユーザーのみが特定の部分にアクセスできるようにします。 

 

例 1:企業環境では、管理者がネットワークを分割して財務部門の機密データを一般のオフィスネッ

トワークから分離し、権限を持つ担当者のみが財務情報にアクセスできるようにしたい場合がありま

す。 

 

例 2:オフィススペースを異なる都市間や大きな建物間で分けるべき論理的な理由が非常に多いで

す。 

 

 
 

放送通信  
 

ネットワークセグメント上のブロードキャスト通信とは、そのセグメント内のすべてのデバイスに同時に

データパケットを送信することを指します。この方法は、ネットワークセグメント上のすべてのデバイス

が同時に同じ情報を受け取ることを保証します。  

 

放送コミュニケーションに関する重要なポイントは以下の通りです。 

(詳細は https://en.wikipedia.org/wiki/Broadcasting_(ネットワーキング)をご覧ください) 

 

一. 定義: ブロードキャストとは、ネットワークセグメント内のすべての受信者にメッセージを送信する方

法のことです。これはユニキャスト(1対 1)やマルチキャスト(1対多)通信方式とは異なります。 

二. ブロードキャストアドレス: IPv4ネットワークでは、ブロードキャストアドレスは通常、ネットワークの

最高 IPアドレス(例えばネットワークの 192.168.1.0/24の 255)で終わります。これはパケットが

ネットワーク上のすべてのホストに配信されるべきであることを示します。IPv6では、ブロードキャ

スト通信はマルチキャストアドレッシングによって実現されます。 

三. 用途: ブロードキャストパケットは、アドレス解決プロトコル(ARP)要求、ネットワーク発見、ネットワ
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ーク全体のアラート送信など、さまざまなネットワークプロセスに使用されます。例えば、デバイス

が IPアドレスに関連付けられたMACアドレスを探す必要がある場合、ARP リクエストをブロード

キャストパケットとして送信します。 

四. ブロードキャストドメイン: ブロードキャストの範囲はブロードキャストドメインに限定されており、通

常はローカルネットワークセグメントの境界で定義されます。同じブロードキャストドメイン内のデバ

イス同士がブロードキャストパケットを受信できます。 

五. 効率と制約: ブロードキャストは特定のタスクでは効率的ですが、ネットワークセグメント上のすべ

てのデバイスがブロードキャストパケットを処理するため、過剰使用するとネットワークの混雑を引

き起こすこともあります。 

 

 
 

放送通信は特定のネットワーク運用に不可欠ですが、放送嵐のような潜在的な問題を避けるために

適切に管理することが重要です。 
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ネットワークセグメントでのタイガーミーティング 
 

タイガーミーティングの設置、すなわちタイガーミーティングの島は、あるネットワークセグメントに存在

しています。  

 

Tiger APKを実行しているデバイス同士は、ブロードキャストメッセージを使って互いに通信します。ブ

ロードキャストメッセージは通常、ネットワークセグメントに限定されるか、そうでない場合も含めて、複

数のネットワークセグメントをブロードキャストで接続するという意識的な決定があります 

 

ネットワークセグメントのアーキテクチャ原則―利点と制限―に基づき、以下の重要な事実が適用され

ます。 

• タイガーミーティング島の事象の地平線は、放送ネットワークの境界線です。 

• 複数のタイガーミーティング島は、ネットワークセグメントによって分離された組織内で独立し

て共存することができます。 

• 各タイガーミーティング島は個別に管理する必要があります。 

 

Tigermeetingアプリケーションは分散型データベースアーキテクチャと独自のハイテンポル同期技術

に基づいており、オンプレミスの中央データベースや外部クラウドデータベースなしで動作しますが、特

定のネットワーク要件を設定するためにデバイス間のスムーズな通信を必要とします。 

 

これらの要件の概要は最初の章で説明されています。多くの管理者はアーキテクチャの概念を深く掘り

下げたがらないためです。しかし、複雑なネットワークトピックを扱う際には、より深い理解が強く推奨さ

れます。  

 

• ブロードキャストリクエストはネットワークセグメント上で有効化する必要があります(ネットワークの

アーキテクチャ境界に適合する必要があれば、リモート管理が使われている場合は VPN経由でも

有効です) 

• UDPポート:6024、6025、6030、6031はネットワークセグメントで有効化する必要があります。 

• admin->device、device->device-device、device->admin通信では、ネットワーク上のデバイス

間で TCPポート 6026が有効化される必要があります。 

• Google WorkspaceやMicrosoft365、または iCal ファイルの外部 URLなどの外部オンラインカ

レンダーを使用する場合、それらのリソースへの通信はファイアウォール経由で許可される必要が

あります。 

 

Tigermeetingのインフラ運用に必要な TCPおよび UDPポートは文書化されています。 

https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_TCP_and_UDP_port_numbers を参照してください。 

 

高水準シーケンス図 
シーケンス図は、Tigermeetingの複雑でサーバーレスなメッシュアーキテクチャを簡略化した技術的

可視化です。 
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タイガーミーティングクラウド 
 

TigerMeetingは通常のカレンダー運用にネットワークアクセスを必要としません。しかし、限定的なク

ラウド機能を追加することで、カレンダーの使いやすさ、柔軟性、顧客希望のユースケース、テーマの

サポート、バックグラウンド変更、分析、ハードウェアおよび会議室の指標、さらにはソフトウェアやデ

バイスハードウェアのアップグレードが大幅に向上します。 

 

 以下の機能のために、TCPポート 443を経由して Tigermeeting tigermeeting.app Cloudへの

オープン通信が必要です。 
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• 管理者アプリ:管理者ログイン 

• 管理者アプリ:パスワードリセットを忘れました 

• 管理アプリ:分析を表示  

• デバイスの定期的なライセンス検証 

• デバイスのイベントログ(分析機能が有効の場合) 

• 管理者とデバイスの両方:テーマ設定とバックグラウンドアップデート 

• 管理者とデバイスの両方:新しいソフトウェアアップグレードチェック 

• 管理者とデバイスの両方:新しいファームウェアアップグレードチェック 

• 気象局 

• テーマサービス(テーマ変更、背景画像変更) 

• ユーザー認証(NFC、スキャナー) 

 

Tiger クラウドとクローズドインターネット、オンプレミス運用については「クローズドオンプレミス環境に

おける Tigerサービス」章を詳しくお読みください。 

 

注意: TigerMeetingはセキュリティ向上のために、Tigermeeting クラウド向けの専用サイトツーサイト

VPN接続を提供しています。この機能は営業担当者または Tigermeetingのカスタマーサポートにご

依頼ください。 

 

Tigermeeting cloud(クラスター)は欧州連合内に位置しています。 

 

TigerMeetingネットワークの利用状況 
 

Tigermeetingのネットワーク利用状況は、ネットワークセグメント内のデバイス数に依存します。 

 

すべてのデバイスは 30秒ごとにブロードキャストメッセージを送信します。ブロードキャストメッセージの

サイズは 20バイトから最大 1kbまでです。 

 

データベース同期は、デバイス間の同期がずれているか、管理者アプリが新しい設定をプッシュしたと

きに行われます。データベースの典型的なサイズ(暗号化ペイロード付き)は約 20kbで、データベース

内のデバイス数によってわずかに変動します。 

 

各デバイスは個別にカレンダーに連絡を取り、最大 7日間の予約を取得します(スライディングウィンド

ウ使用)。この利用量は組織のカレンダータイプや会議室の予約・使用状況に依存します。 

 

タイガーミーティング運営 
 

Tigermeetingアプリケーションは分散型データベースアーキテクチャとハイウォーターマーク同期技

術に基づいており、デバイス同士がデータベースの設定を共有し従います。  

設定を変更する必要がある場合、管理者がそのセグメントで管理者アプリを起動します。管理者アプリ
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ケーションはその特定の Tigermeeting島の一部となり、デバイス間で共有されるデータベースを取

得し、設定の編集を可能にします。 

 

管理者ユーザーは「SYNC WITH DEVICES」操作で設定をプッシュします。デバイスは新しい設定を

受け入れ、すぐに新しい設定の使用を開始します。 

 

制限事項:  

• この章で提示されたネットワークおよびアーキテクチャの概念に基づくと、複数の管理者ユー

ザーが同時にネットワーク設定を変更できる場合、互いの変更を上書きし合うことが明らかで

す。これが Tigermeetingのインフラがネットワークセグメント上で複数の管理者アプリを実

行させない理由です。 

 

 
 

• Tigermeetingの管理者は自分の環境を管理することに制限されており、これは当然の要件

であり、特に不思議なことではありません。しかし、Tigermeetingは分散型かつ緩やかに結

合されたアーキテクチャであるため、管理者のログイン時に管理者のユーザー資格を検証す

るにもかかわらず、管理者は拒否される可能性があります。  

なぜなら、管理者アプリケーションは、何の優先設定も保存もしていないからです 設定 – ロ

グイン後にどの Tigermeeting Islandが管理されるか事前に分からないため、ログイン中の

管理者ユーザーがその Tigerセグメントを管理する権限を持っているかどうかのチェックは、

管理者アプリがデバイスからデータベースを取得したときにのみ決定されます。 

正しく認証された管理者ユーザーが、特定の Tigermeeting島ライセンスを所有する組織に

属していなければ、「禁止」メッセージとともに管理者はログアウトされます。  
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注意: このイベントは、観測可能性のため、また悪用を避けるために両組織の管理者ログに記録され

ています。  

 

VPN接続による管理 
 

「デバイスを追加」機能は、ブロードキャストがファイアウォールやネットワークセグメント間で許可され

ず、ネットワーク検出失敗を引き起こす場合すべてに必要です。 

 

リモート管理者の操作は、VPN接続上でリモートで管理作業が行われ、標準的な VPN設定ではデバ

イスの検出が失敗する典型的なケースの一つです。 

 

解決策としては、既知のデバイスの IPアドレスを「デバイス追加」機能でネットワーク探索を助けること

です。IPアドレスで 1つのデバイスにアクセスすると、共有ネットワークデータベースにアクセスでき、

すべてのデバイスを発見し、Tigermeeting インフラストラクチャの完全なリモート管理が可能になりま

す。 
 

 
 

重要:ネットワーク検出をブロックするセグメント間のブロードキャスト通信は許可されていませんが、管

理者アプリは手動で「デバイスを追加」したり、そのデバイスから共有データベースを取得したり、すべ

てのデバイスを管理したり、「デバイスと同期」したりするために、デバイスに対して TCP/IPアクセス

権を持つ必要があります。  
 

バーチャルブランドとバーチャルネットワークの概念 
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Tigermeetingはバーチャルブランドとバーチャルネットワークの概念を導入し、異なる Tigermeeting

とそのホワイトラベルブランドが同じネットワークセグメント上で共存できるようにしました。また、すべて

のネットワークにバーチャルネットワークを割り当てることで、同じバーチャルブランドの異なるバーチャ

ルネットワークが同じネットワークセグメント上で共存することも可能になりました。 

 

バーチャルブランドとバーチャルネットワークの割り当ては自動的に行われ、管理者ユーザーのログイ

ン時に生成されます。これによりライセンス保有組織が特定され、管理者ユーザーの特定のブランドお

よび仮想ネットワークの範囲が制限されます。  

 

これにより、特に複雑なネットワークインフラを持つ大規模な組織において、オンプレミスの構成能力

が大幅に拡張されます。この概念により、以前の制限が解消され、以下が可能になります: 

 

• 同じネットワークセグメントで異なるカレンダーを使う 

• 同じネットワーク内で異なる TigerMeetingのホワイトラベルブランドを使う 

• デバイスは顧客ごとにセグメント化し、同じネットワークインフラを共有します 

• 複数の独立した組織が、同じネットワークインフラ上、例えば賃貸オフィススペース上で

Tigermeetingの設置を管理できるようにしましょう 

 

制限事項: メールアドレスを持つ Tigermeeting管理者のユーザーは、同じメールアドレスを持つ複数

の組織に所属することはできません。 

 

通常のユーザーはこの制限の影響を受けませんが、サービスインテグレーター、複数の顧客のインフ

ラを管理するディストリビューター、Tigermeetingの設置は、異なる顧客に対して同じメールアドレス

を使用することが許可されていません(Tigermeetingの設置)。 

簡単な回避策としては、すべての顧客に専用のメールアドレスを作成することです。 

 

Tigermeetingのカスタマーサポートは、管理者のメールアドレスに転送する仮想メールアドレスを作

成できます。このようにして、1つのメールアドレスを持つ 1人の管理者が複数のネットワークの管理

者になり、仮想メールアドレスをユーザー名のように使い、完全なパスワード回復機能を持つことがで

きます。 

 

この挙動について質問がある場合は、Tigermeetingのカスタマーサポートまでお問い合わせください

。 

 

整合性声明 
  

Tigermeetingのインフラストラクチャは、完全にモジュール化され、分散型かつ自己完結型のアーキ

テクチャに基づいて構築されています。  

 

Tigermeetingのインフラストラクチャには以下のアクターが含まれます:  

• 予約画面(複数回あり得ます) 

• 概要画面(複数あり得ます) 
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• 管理者アプリケーション(管理ネットワークごとにアクティブは 1つのみ許可) 

• タイガークラウド(1つのみ - オプション) 

• 企業カレンダー(1つだけ許可) 

 

このインフラのすべてのアクターは、TigerMeeting インフラストラクチャの他のアクターおよび Tiger

クラウド(利用可能な場合)のみと通信します 

TigerMeetingのインフラのいかなる部分も、他の第三者や外部ネットワークサービスと通信しません

。 

 

Tigermeetingのインフラは自己完結型であり、すべての機能を提供するために必要なサービスはす

でにこれらの製品に含まれています。 

 

タイガークラウドはクラスタ化されたアーキテクチャですが、https://tigermeeting.app 唯一のアクセ

スポイントとして高度なセキュリティ対策と有効な証明書で保護されています。 

 

Tiger クラウドサービスは常にクエリまたはプルされます。  

インターネットや Tiger クラウドから顧客の展開済み TigerMeetingオンプレミスインフラにアクセスす

る方法はありません。 

 

注:エコシステム内で TigerMeetingの関係者と通信するセンサーや IoTデバイスは任意であり、

Tigermeetingはその行動を保証することはできません。 
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TigerMeeting インフラストラクチャ内のアクター間の通信の図式図。 
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閉鎖されたオンプレミス環境でのタイガーサービス 
 

エアギャップ環境におけるオフライン管理 
 

Tigermeeting Adminアプリケーションは、高度に安全で完全にエアギャップされた環境をサポートす

るよう設計されています。適切に初期化されると、管理、デバイス管理、会議同期を含む

Tigermeetingのインフラ全体がインターネットから完全に隔離されて動作可能です。 

 

このモードでは、ローカル Androidデバイスメッシュが分散データベースとして機能し、設定、ライセン

ス、管理者認証情報を安全に保存し、管理者アプリケーションがローカルでネットワークを認証・管理

できるようにします。 

 

オフラインモードの前提条件 
オフライン管理機能を活用するには、システムが最初にオンライン同期を行う必要があります。オフラ

イン環境で最初のログインを行うことはできません。 

 

システムをファイアウォールの背後に移動したり、インターネットから切断したりする前に、以下の手順

を踏まなければなりません。 

 

• Tigermeeting管理アプリをホストしているコンピュータをインターネットに接続してください。 

• 管理者認証情報でログインしてください。 

• 管理者アプリでローカル Androidデバイスを検出できるようにしてください。 

• 少なくとも 1回はデバイス同期を成功させてください。 

 

この初期のオンライン同期中、管理者アプリケーションは Tigermeeting クラウドから貴社の認可管理

者、アクティブなライセンス、ユーザー、言語パックをダウンロードし、このキャッシュを接続画面のロー

カルメモリに安全に配布します。  

これが完了すれば、ネットワークは安全に隔離されます。 

 

オフラインでのログイン 
管理者アプリケーションがインターネットに接続不可を検知すると、自動的にオフラインモードにフォー

ルバックします。 

 
• Tigermeeting管理者アプリを起動し、認証情報を入力してください。 
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• ログイン画面には赤い警告が表示されます:「オフラインログイン中。ローカルデバイスを検索中

。」 

• 管理者アプリはローカルネットワークに積極的に pingを送り、Tigermeetingの画面を検出し

ます。 

• 画面が応答すると、管理者アプリがメッシュからキャッシュされた認証情報を安全に取得し、ロ

ーカルでセッションを認証します。 

 

注意:オフライン認証には、ローカルネットワーク上の少なくとも 1つの Tigermeeting画面がオンで管

理者アプリケーションがアクセス可能である必要があります。 

 

オフラインモードの機能制限 
システムの安定性を確保し設定エラーを防ぐために、アクティブなクラウド接続が必要な機能はオフラ

イン運用時に厳しく無効化されます。  

特定のサイドバーメニューやサイドパネルのオプションがグレーアウトしたり、オレンジの警告三角形

でマークされたり、完全に隠れているのに気づくでしょう。 

 

利用できないサイドバーモジュール: 

• 分析:クラウド処理された会議統計やワークスペース利用データは利用できません。 

• 管理者ログ:過去のクラウドイベントログのダウンロードは無効です。 

• ブッキングテーマ:クラウドベースのブッキング UIテーマの閲覧、ダウンロード、管理はできませ

ん。 

• 概要マップ:フロアマップデザイナーとマップアセット管理ツールは無効にしています。 

• ファイルストア:ロゴ、背景、ファームウェアファイルのクラウドストレージへのアクセスは制限さ

れています。 

• AIアシスタント:クラウド搭載の TigerMeeting対応チャットボットは無効化されました。 
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制限されたデバイスと概要設定: 

 

• カレンダーサービス:Google Workspace、Google Calendar、Microsoft 365、Yandex 360、

Zoho Workplace、Lark、Feishuなどのクラウド統合は認証、再インポート、または変更できま

せん。オフライン環境で動作可能なカレンダーのみが有効化されます:ローカルカレンダー、

CalDAV、Odoo、iCalendar/Webcal、Exchangeサーバー(オンプレミス) 

• 気象サービス:気象値、気象センサー、緯度、経度を表示するためのトロールは、概要画面でロ

ックされています。 

• テーマと背景のアップロード:新しいカスタム背景をアップロードしたり、新しい UIテーマを個別

のデバイスにプッシュすることはできません。 

• 概要マップ表示:概要画面でのフロアマップの割り当てや変更は無効になっています。 

• ソフトウェアアップデート:OTA(オーバーエア)ファームウェアおよびアプリケーションのアップデ

ートはダウンロードできません。 

 

インターネットへの再接続 
最終的に管理者アプリケーションのインターネットアクセスを回復すれば、次のログイン成功時にオフ

ライン制限は自動的に解除されます。システムはイベントログ、会議統計、デバイスの状態をシームレ

スに Tigermeeting クラウドアカウントに同期を再開します。 

 

タイガークラウドにアクセスできない画面の制限 
 

Tigermeetingの画面は、Tigermeeting クラウドで提供されるサービスにアクセスできない施設内で
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動作するよう設計されていますが、多くの顧客はハイブリッドアーキテクチャの利点、ソフトウェアやファ

ームウェアのアップグレード、言語の更新、テーマの変更などを享受したいと考えています。 

 

簡単な解決策は、デバイスが Tiger Cloudに(限定期間)アクセスできるようにすることです:  

https://tigermeeting.app (ホスト:tigermeeting.app ポート 443)。  

 

タイガーソフトウェアのアップグレード 

 

Tigermeetingは活発に開発されているライブプロダクトです。多くのアップデートは Androidアプリの

アップグレードを必要としません。例えば、翻訳の修正、言語の更新、古いテーマの調整、新しいテー

マなどです。  

新機能、セキュリティ、バグ修正、改善を含む Android ソフトウェアのアップデートは、年に約 3〜4回

、定期的にリリースされています。 

新リリースやそのコンテンツは、すべての管理者ユーザーへのメールやソーシャルメディアで発表され

ます。変更内容はリリースノート(管理者アプリの>についてのメニューからアクセス可能)に掲載されま

す 

 

Tiger Cloudにアクセスできるデバイスはクラウドサービスにクエリを行い、自動的にアップデートを取

得し、アップグレードの利用可能性は管理者アプリ>ネットワークリストで通知されます。 

 

閉鎖されたオンプレミス環境はアップデート通知を受け取れません。これは単にデバイスが Tiger クラ

ウドをポーリングできず、利用可能なアップデートを取得できなかったからです。 

 

解決策:  

一. 管理者アプリから新しい Tiger APKをダウンロードしてください。USBペンドライブにコピーし、画

面上で手動でデバイスを更新してください。(この手動処理は安全ですが、大規模なインストールに

は不便です)  

二. リリースノートメールを受け取った後、最大 2時間だけ Tiger クラウドアクセスを開くことで、デバイ

スは Tiger クラウドから最新のアップデートを取得することができます。管理者アプリですべてのデ

バイスのアップデートが利用可能が表示されたら、ファイアウォール上で Tiger クラウドアクセスを

再びオフにでき、アップグレードは標準的な方法で完全にオフラインで行えます。 

 

注:  

• すべての管理者の皆様にはリリースノートをよく読み、そのリリースにアップグレードするかど

うかを判断することをお勧めします。  

• TigerMeetingのリリースは累積的です。次回リリースにはこれまでのすべての機能が収録

されます。 

• アップグレードは常に最新リリースのみで利用可能です。以前のリリースは公開されていま

せん。 

 

言語更新 
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新しい言語、言語アップデート、修正は、新しい Android Tiger ソフトウェアアップデートとともに提供さ

れるか、Tiger クラウドへのアクセスが許可されている場合は、画面が定期的に Tiger クラウドに新し

いアップデートがあるかどうかをポーリングします。 

クローズドオンプレミス環境では言語の更新は受信されません。 

 

解決策: ファイアウォールで Tiger クラウドアクセスを短時間(約 2時間)開放すると、画面がクラウド

から言語アップデートを投票・ダウンロードします。 

 

テーマ変更 

 

すべての予約画面のテーマ、デフォルトおよび顧客固有の背景画像は Tiger クラウドから保存・提供

されています。 

 

デバイスは定期的に Tiger クラウドにテーマの更新や調整を問い合わせます。ただし、テーマ変更は

管理者アプリの明示的な管理者命令でのみ行われます。画面が Tiger Cloudにアクセスできない(ま

たは有効なライセンスを持っていない場合)は、テーマ変更は起こりません。 

しかし、テーマがすでにデバイスにダウンロードされている場合は、デバイスはそのテーマを使い続け

ます。 

 

クローズドのオンプレミス環境では、テーマを動的に変更したり背景画像を設定したりすることはできま

せん。 

 

解決策: 管理者がテーマの設定とテーマがデバイスに定着するまでの間、ファイアウォール上で Tiger

クラウドアクセスを短時間開放する(数分で完了)。完全なオンプレミスインストールでは、

TigerMeeting インフラストラクチャのテーマ機能を利用できます。 

 

概要地図 

 

キャンバス編集、保存、概要画面の設定などの概要マップ操作はすべて、上記のテーマ操作と同じで

す。 

 

オフラインモードでは、クラシックビューの設定のみが有効です...しかし、オーバービューマップがすで

に作成・割り当てられていて、設定が画面上で既に展開されて機能している場合、デバイスはオフライ

ンモードでもそのマップを使い続けます。 

 

解決策: 管理者が概要マップの設定を進め、新しいマップが概要デバイスに設定されるまでの間、ファ

イアウォール上で Tiger クラウドアクセスを短時間開放すると(数分で完了可能)、完全にオンプレミア

のインストールで TigerMeeting インフラストラクチャのビューマップ機能を利用できます。 

 

気象サービス 
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画面上の気象サービスは、タイガークラウド気象サービスを用いて、地球上の特定の場所のリアルタ

イムの温度と湿度の値を提供します。 

 

Tiger気象サービスは公共サービスの気象データを使用していますが、Tiger クラウドプロキシは意図

的に作成され、セキュリティを強化し、第三者からの曝露から顧客を守るために作られています。 

 

これは完全クラウドベースのサービスであり、Tiger クラウドへのアクセスがなければ利用できません

。 

 

NFC/スキャナー認証サービス 

 

Tigermeetingのサービスは、NFC/RFID タグを読み取り、QR コードをスキャンしてユーザー認証や

認証が必要な操作を行うことでユーザー認証を可能に設定できます。 

 

認証サービスが Tiger クラウド上でホストされている場合、デバイスは Tiger クラウドサービスへのア

クセスが必要です。 

 

TigerMeetingは、顧客がオンプレミスでホストできるシンプルなコンテナやスクリプト+データベースを

提供し、この要件を回避できます。 

 

分析 

 

Tigermeetingの分析は、ハードウェアの健康状態、機器の使用状況、会議室の状態などに関する貴

重な洞察を提供します。 

 

分析は、画面が定期的に送信する匿名データに基づいています。この機能はオンまたはオフが可能

です。 

 

管理アプリケーションに公開されるアナリティクスデータは、現在 Tiger クラウド上で利用可能なデータ

からランタイムで生成されます。 

この機能は Tiger Cloudへのアクセスを必要とし、回避する方法はありません。 

 

AIアシスタント 

 

Tigermeeting AI-Assistantは Tigermeetingのドキュメントと内部知識ベースを基に訓練されたチ

ャットボットですが、完全に Tiger クラウドにホストされているリソースに依存しています。オフラインモ

ードでは利用できず、回避策もありません。 

 

VPNからタイガークラウドへ 

 

TigerMeetingは、セキュリティ向上のために Tigermeeting クラウド向けに設置された専用のサイト
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ツーサイト VPN接続を提供しています。 

その 以下の integrity文はオープン VPN接続でも有効です:Tiger Cloudはオンプレミスインフラへ

のインバウンド接続を試みず、必要としません。 
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混合カレンダー環境におけるタイガーミーティング 
 

Tigermeetingのインフラは環境ごとに 1つのカレンダー接続に厳密に制限されているため、異なるド

メインを持つ 2社以上の企業を処理する唯一の方法は、Tigermeetingが認識する前にソースでカレ

ンダーを統合することです。 

 

基本的には「マスターテナント」または「シンクブリッジ」を作成し、会社 Aのイベントが会社 Bのルーム

カレンダーに表示されるようにする必要があります(その逆も同様)。  

 

以下は、これを達成する最も効果的な方法です: 

 

カレンダー相互運用(Google + Microsoft Mixに最適です) 
 

一方が Google Workspace を利用し、もう一方がMicrosoft 365を使っている場合、カレンダー・イ

ンターオペーションの設定が可能です。 

 

どのように機能するのですか? 

2つのドメイン間で信頼関係を設定しましょう。これにより、会社 Aのユーザーは会社 Bの部屋の空き

状況を確認でき、直接予約できます。 

結果: 

会社 Aの「ミーティングルーム 1」カレンダーには、会社 Bの予約が自動的に反映されます。タイガー

ミーティングは会社 A と連携しているため、両方が表示されます。 

 

リアルタイムカレンダー同期ツールの利用 
 

SyncPenguinや CalendarBridgeのようなサードパーティの「同期ブリッジ」を使いましょう。 

 

どのように機能するのですか? 

これらのツールは両社の間に位置しています。会社 Bの誰かが「ルーム 1」を予約すると、ツールは

即座に会社 Aの「ルーム 1」に対応する「ビジー」イベントを作成します。 

結果 

Tigermeetingは会社 Aまたは同期ツールカレンダーに直接接続されたままですが、画面は両方のド

メインのスケジュールを正確に反映します。 

 

資源の共有と委任 
 

両社が同じプラットフォーム上にある場合(例:両社ともMicrosoft 365 を使っているがテナントは異な

る場合)。テナント間でルームメールボックスを共有することは可能です。 
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どのように機能するのですか? 

すべてのスクリーンの「ホスト」として A中隊を指定してください。 

会社 Bでは、自動転送ルールを設定するか、Power Automate を使って部屋予約を会社 Aの部屋

カレンダーに「プッシュ」します。 

 

iCalフィード 
 

iCal フィードの活用:両社がルームカレンダーをプライベートな iCal URL として公開できるなら、カレン

ダーアグリゲーターを使ってそれらを 1つの URLに統合し、Tigermeetingが読み取ることも可能で

す。 

 

CalDAVや iCal URLでカレンダーを公開することで、これらの問題を解決できます。 

 

Tigermeeting管理アプリのアンインストール 
 
Tigermeeting管理アプリのアンインストールが必要なユースケースもあります。 

以下の手順に従ってください。  使用されているオペレーティングシステム: 

 

Windowsオペレーティングシステム 

 

スタートからアプリ>インストール済みアプリへ移動し、TigerMeeting-adminまたは

Tigermeetingroom(旧バージョン)の Tiger ロゴ付きアプリケーションを検索してください 

ツリードット(...)を押すとオプションが表示されます。アンインストールボタンを押してください 

 

 
 

macOS オペレーティングシステム 

 

Finder -> Applications を開き、Tigermeeting-adminまたは Tigermeetingroom(旧バージ

ョン)のロゴ付きアプリケーションを検索してください。 

 

Tigermeeting-adminアプリケーションを左クリックするとオプションが表示されます。 

プレス:ゴミ箱へ移動 
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Linuxオペレーティングシステム 

 

Tigermeeting Admin Application インストーラーは、Linux オペレーティングシステム向

けに 3つのフォーマットで提供されています。 

• RPMパッケージ - RedHatパッケージマネージャー – RedHat、Fedora、SuSE

など用です。 

• DEBパッケージ – Debian ソフトウェアパッケージ – Debian、Ubuntu、Kaliなど

向け 

• AppImage ファイル - Linux向けのポータブルソフトウェアパッケージで、アプリケ

ーションと異なる Linuxディストリビューションで動作するために必要なすべての

要素が含まれています。 

 

RPMパッケージ 

ターミナルを開き、スーパーユーザー権限で以下のコマンドを実行します: 

$sudo rpm -e Tigermeeting-admin 

 

DEBパッケージ 

ターミナルを開き、スーパーユーザー権限で以下のコマンドを実行します: 

$sudo dpkg -r Tigermeeting-admin 

 

AppImageファイル 

ターミナルを開き、AppImage ファイルの場所をナビゲートします。  

rmで実行ファイルを削除してください 。./Tigermeeting-admin*。AppImage コマンド。 
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ヒントやコツ、ショートカット 
 

簡単なスクリーンショット 
 

ネットワークビューでデバイス画像をダブルクリックしてください 

 
 

クイックデバイスモデルとブランド 
 

ネットワークビューのデバイスイメージをフーバーで重ねてしまいます 

 
 

デバイスのフルファームウェアバージョン 
 

ネットワークビューでデバイスのファームウェアバージョンにカーソルを合わせてください 

 
 

利用可能なファームウェアおよびソフトウェアアップグレードバージョ

ン 
 

ネットワークビューの赤いアップグレード可能アイコンをホーバーで確認してください。 

 

 
 

デバイスをモデルやアプリケーションバージョンで並べ替えてくださ

い... 
 

ネットワークビューでデバイスを並べ替える(または逆戻し)するには、上下矢印を押してください。 
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TigerMeetingでお困りですか? 
 
文書 
 

Tigermeetingは、顧客にすべて公開される広範な知識ベースを維持しています。 

 

管理者用マニュアルと Androidセットアップマニュアルは、Tigermeetingのホームページから複数の

言語で入手可能です https://tigermeeting.app/downloads 

 

 
 

YouTubeのヘルプ動画 
 

Tigermeetingの YouTubeチャンネルには、実用的なユースケースを扱った多くの動画があります。 

https://youtube.com/@tigermeeting/playlists のすべてのプレイリストを見てみてください 

 

FAQ 
 

Tigermeetingはよくある質問に対して迅速な回答を提供しています。 

より詳細な FAQはオンラインでご覧いただけます https://tigermeeting.app/faq 

 

Q: TigerMeetingスイートの設置を拡張するために、さらに多くのライセンスを購入するにはどう

すればよいですか? 
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A: 一般的には、お近くの Tigermeetingの販売代理店にご連絡ください。 

もしこの情報がご不明、またはお住まいの国に地元の代理店がない場合は、

https://tigermeeting.app/en/contact までお問い合わせください。 

新しいライセンスの購入は、地元の Tigermeetingディーラーを紹介する形で、または再販業者

がいない場合は直接ライセンスを販売するお手伝いをいたします。 

  

タイガーミーティングは世界中で発送可能です。 

 

Q: デバイスを変更するにはどうすればいいですか?ライセンスは影響を受けますか? 

A: 一部またはすべての機器を交換する必要がある状況があります。 

Tigermeetingのライセンスは、組織内のデバイスのMACアドレスや Android IDに紐づいてい

ます。 

ライセンスは組織が所有しています。したがって、組織が購入した範囲内であれば、設定済みデ

バイスからライセンスを簡単に切り離し、同じライセンスを他の新しいデバイスにアタッチすることも

可能です。 

ライセンス管理は Tigermeeting管理アプリを通じて簡単かつ直感的に行えます。 

 

Q: Tigermeeting管理アプリの費用はいくらですか?ライセンスは必要ですか? 

A: Tigermeeting管理アプリは、Tigermeetingの予約画面や概要画面を設定・管理する中央管

理ツールで、無料製品であり、Tigermeeting ソリューションに含まれています。 

https://tigermeeting.app/en/downloads ページからダウンロード可能です。 

利用するには、少なくとも 1つの予約画面または 1つのオーバービュー画面ライセンスが必要で

す。 

Tigermeeting Admin アプリは Windows、MacOS、Linux の各オペレーティングシステムで動

作し、Tigermeeting APK を搭載した Android デバイスのみに対応し、他の用途には使用できま

せん。 

 

Q: TigerMeeting管理アプリは常に動作する必要がありますか? 

A: いいえ、Adminアプリは画面の変更や Tigermeetingのインフラ設定の変更に使われます。

変更がコミットされると、Adminアプリは安全に閉じることができます。  

詳細については、「管理者アプリの目的とは何か?」をご覧ください。および Tigermeetingアーキ

テクチャのセクションをご覧ください。 

 

Q: Tigerはポートレートモードに対応していますか? 

A: Tigerは 2022年にポートレートモードのサポートを終了しましたが、2025年に再導入されまし

た。 

 

その理由は、Tigerが 4 インチから 15 インチまでの多くのスクリーンに対応しており、Philips、

IAdea、ProDVX、Aurora、Qbic、Allnet、Samsung、Huawei、Xiaomi、Asus、Oppoなど多くの

メーカーから対応しているからです。 
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テーマ変更、会社のロゴ、オフィス/学校/デスクモードなど、タイガーの機能でこれらすべての異な

る画面サイズや解像度に対応するため、Androidセンサーを基にポートレートモードをサポートし

ないという戦略的な決定を下さなければなりませんでした。 

 

私たちはこう述べました:市場からの需要があれば、製品部門は将来的に新たな開発を手配する

かもしれません。しかし、幅広いスクリーンの選択肢があり、顧客が画面サイズを選べること、そし

て同じ環境内で異なるベンダーやスクリーンモデルを混用できるため、これまでの問題はありませ

んでした。 

 

顧客の需要があったため、2025年にテーマベースの縦向きおよび横向きモードを導入しました。

センサーは依然として無視されますが、縦型テーマを選択することで画面は縦向きモードで動作し

ます。管理アプリで利用可能なテーマもぜひご覧ください。 

 

Q: オーダーメイドの特集は可能ですか? 

A: Tigermeetingは、市場の需要、技術の進歩、顧客の希望リストによって形作られた明確な製

品ロードマップに従っています。 

要望された機能がこのロードマップに合致すると、追加費用なしで今後のリリースに追加されます

。 

 

オーダーメイドのテーマ、ホワイトラベルブランディング、非標準のカレンダー統合、顧客固有の独

自機能実装など、ロードマップ外のリクエストは依然として提供可能ですが、以下のいずれかが必

要です。 

• 最小注文量(MOQ)、または 

• 時間と物資の合意です。 

例: 

IBM Lotus Notes カレンダー統合の実装には、最低注文数(MOQ)が 300 ライセンスの要件が

求められます。 

 

Q: 対応する Android画面はどこで入手できますか? 

A: Tigermeetingは会議室ソリューションのグローバルなソフトウェアプロバイダーである

ため、ソフトウェア、ライセンス、サポートは Tigermeeting自身が担当しています。一方、

Tigermeetingは地域の規制やハードウェアのサポート・サービス義務のため、ハードウェ

アの販売や流通は一切担当していません。 

 

一部の国では、Tigermeetingは現地のハードウェアディストリビューターと契約を結んで

おり、ターンキーの Tigermeeting ソリューション(ハードウェア+Tigermeeting ライセンス

バンドル)を提供できます。 

 

世界の他の地域では、タイガーミーティングはハードウェアを販売していませんが、フィリッ

プスや他のハードウェアの再販・販売代理店と協力しています。 

 

https://tigermeeting.app/contact でご要望やご要望について詳しく教えてください。フィ



Tigermeeting 管理者 ユーザーマニュアルバージョン 3.5.0 

 

ページ: 248    
 

リップス、サムスン、レノボ、シャオミ、オポ、ファーウェイ、アマゾン、モトローラ、Asus、

Aurora multimedia、Qbic、ALLNET、ProDVX、iiyama、AOpen、AllSee、または IAdea

の販売代理店・再販・販売店をお探しし、選んだハードウェアを入手いたします。 

 

Tigermeetingは中国各地の OEMハードウェアメーカーと協力しており、独自のハードウ

ェア仕様とブランドで Tiger互換 Androidデバイスを製造できます。 

 

世界中のすべての Androidデバイスをサポートするのは単純に不可能ですが、異なる Androidバ

ージョンやほとんどの異なる画面サイズに対応しられる高度な技術を活用すれば、古い Android

スマートフォンやタブレット、より安価なブランドを活用できる可能性が生まれ、Tigermeeting ソリュ

ーションはさらに手頃な価格で、世界最高の会議室管理製品の TCO(総使用コスト)を目指します。 

 

Tigermeeting APK はオフィスにあるほぼすべての Androidデバイスで動作することを忘

れないでください。ただし、Tigermeeting QAチームによるすべてのテストはほぼ不可能で

す。 

 

AIアシスタント 
 

AI ドキュメントアシスタントは、Tigermeetingプラットフォームエコシステムに直接統合され

た専門的なコンテキスト認識型検索拡張生成(RAG)システムです。統一された知能的な言

語エンジンによって駆動され、管理アプリケーション内の組み込みツールとしても、製品の

公開ホームページを通じてアクセス可能なオンデマンドサポートエンジンとしてもアクセス可

能です https://tigermeeting.app/faq 

 

システム管理者、ディストリビューター、デプロイエンジニアが数百ページに及ぶ技術参考

書を手動で照合する代わりに、アシスタントはインストール、デバイスプロビジョニング、ハ

ードウェア互換性、ワークフローに関する意味的な質問を解析し、即座に実行可能な回答

を提供します。 

 

AIアシスタントはネイティブに埋め込まれており、管理アプリケーション内のどのビューから

も、メインの左側ナビゲーションドロワーから呼び出すことができます。 

 

• 左側のメインサイドパネルを見つけてください。 

• ウィザードと管理者マニュアルの下の下のセクションまでスクロールしてください。 

• 青いロボットアイコンで示される AIアシスタントオプションを選択してください。 

 

 
 

ローンチ時には、内部エンジニアリングのオンボーディングを効率化し、サポート時間を短
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縮するために設計された明確でワークスペースに焦点を当てたダッシュボードを提供します

。エンジンの中核機能は以下の通りです: 

 

• 直接回答合成:単に広範な文書マッチや一般的な検索リンクを返すのではなく、ドキ

ュメントセットの全文脈を読み取り、クエリに対応する簡潔な要約を生成します。 

• 出典帰属:回答構築に用いられた親文書と正確なページ参照の明確なリストをまと

めます。 

• ディープリンク参照マッピング:管理者が包括的な技術マニュアル内の明示的な場所

にワンクリックでアクセスできるようにします。 

• ネイティブの多言語サポート:任意の言語の質問を受け付け、元のドキュメントで使

われている言語に関係なく、ユーザーの方言に合わせた回答を自動的に翻訳します

。 

 

 
 

クエリが提出されると、バックエンドは自然言語の意味インデックスを通じて処理し、プラット

フォームのマニュアルから検証済みのデータポイントを抽出してインタラクティブコンソール

内でレンダリングします。 

 

アクティブクエリセッションは応答をターゲットを絞った技術的セグメントに分割します。 

 

• 意味論的クエリ評価:プロンプト(例:「Tigerは GloryStarスクリーンをサポートしてい

ますか?」)は直接下部入力フィールドに入力されます。 

• 統合回答欄:アシスタントは互換性を即座に要約します(例:ハードウェアの組み合わ

せの検証や前提設定の説明)。 

• ソース検証カード:システムは、特定のファイル名や正確なターゲットページ(例:63ペ

ージ、67ページ)など、ターゲットパラメータに合致する構造化されたリファレンスバッ

ジを表示します。 
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• 即時 PDFページアンカー:任意のソースカードの OPENボタンを押すと、統合され

たシステムビューアが自動的に開き(例:Tigermeeting-android-setup-3.4.4-

en.pdfの呼び出し)、ハードウェア検証テキストに一致する正確なターゲットページ

にビューをアンカーします。 

 

Tigermeeting カスタマーサポート 
 

もしご質問の答えが見つからなかったり、個人的な助けが必要な場合は、ぜひ

Tigermeetingサポートにご連絡ください。今日、会議室や学校の廊下を輝かせ、成功を手

伝ってください。 

メール: support@tigermeeting.app 

 

 https://uk.trustpilot.com/review/tigermeeting.app 

 

お客様の体験を共有することで、私たちのサービスは継続的に向上します。 
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Tigermeetingハードウェア互換性マトリックス 
 

Tigermeetingは、バージョン 4.1以降のすべての Androidデバイス(x86、x86_64、

armeabi-v7a、arm64-v8a)をサポートすることを目指しています。 

 

デジタルサイネージや会議室管理向けに特別設計されたターゲット製品を用意しています

。  

ハードウェアメーカーはしばしば独自の APIを提供しています そして、デバイスと通信し、

ハードウェア固有の機能を活用するための SDKです。例えば LED ライトなどです。 

TigerMeetingは主要なデジタルサイネージメーカーのデバイスと統合されています。この

統合は主にベンダーAPIの機能に依存しており、すべての機能がすべてのデバイスで利

用可能というわけではありません。 

 

注: ハードウェア関連以外の純粋な Tigermeetingアプリケーション機能はすべてのデバ

イスで利用可能です。カレンダー予約機能、テーマやバックグラウンドの変更、オンプレミス

管理、分析、ログ、管理アプリの互換性などが含まれます(Tigermeetingの機能について

は管理ユーザーマニュアルをご覧ください) 

 

1 

フィリップ

ス 

 

アイディア 

 

ProDVX 

 

Qbic 

 

オーロラ 

 

オールネッ

ト 

 

その他 

 

LED ライト 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

リブート 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スクリーンショット 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ビデオプレーヤー 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

デバイス情報 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

NFC/RFID 認証 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スキャナーの読み取り

/認証 

🟢 🟢 🟢 「 🟢 🟢 🟢 🟢 

GPIO 制御 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

司令官後 🟢~ 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ソフトウェア/APKの

アップグレード 

🟢 🟢 🟢 *- 🟢 🟢 * 🟢 🟢 *- 

FWアップグレード 🟢 🟢 ^ 🟢 ^ 🟢 🟢 ^ 🟢 🟢 

HW メトリクス 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

没入モード 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 = 🟢 = 

メンテナンスモード 🟢 🟢 + 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

アプリストア対応 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 
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2 
オープン 

 

オールゼ

ー 

 

ELC

 

AISpeech 

 

シメタ 

 

SWEDX 

 

タッチウォ

ー 

 
LED ライト 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

リブート 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スクリーンショット 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ビデオプレーヤー 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

デバイス情報 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

NFC/RFID 認証 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スキャナーの読み取り

/認証 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

GPIO 制御 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

司令官後 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ソフトウェア/APKの

アップグレード 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

FWアップグレード 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

HW メトリクス 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

没入モード 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 

メンテナンスモード 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

アプリストア対応 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

 

3 
グーグル 

 

サムスン 

 

プラスワン

 

ファーウェ

イ 

 

ニューラン

ド 

 

飯山 

 

ロックチッ

プ 

 
LED ライト 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

リブート 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スクリーンショット 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ビデオプレーヤー 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

デバイス情報 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

NFC/RFID 認証 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スキャナーの読み取り

/認証 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 % 🟢 🟢 

GPIO 制御 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

司令官後 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ソフトウェア/APKの

アップグレード 

🟢 * 🟢 * 🟢 🟢 🟢 * 🟢 🟢 * 

FWアップグレード 🟢 ^ 🟢 ^ 🟢 ^ 🟢 ^ 🟢 🟢 🟢 

HW メトリクス 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

没入モード 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 🟢 = 🟢 = 

メンテナンスモード 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

アプリストア対応 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 
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4 
ポートワー

ルド 

 

レヴィンコ 

 

エロタッチ

 

スンミ

 

グローリー

スター 

 

方糖 

 

オールウィ

ナー 

 

LED ライト 🟢 🟢 🟢 「 🟢 🟢 🟢 🟢 

リブート 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スクリーンショット 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ビデオプレーヤー 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

デバイス情報 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

NFC/RFID 認証 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スキャナー読み取り 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

GPIO 制御 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

司令官後 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ソフトウェア/APKの

アップグレード 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

FWアップグレード 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

HW メトリクス 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

没入モード 🟢 🟢 = 🟢 = 🟢 🟢 🟢 🟢 

メンテナンスMOD

です 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

アプリストア対応 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

 

5 
uInk 

 

シマウマ 

 

ハネウェル 

 

ウロヴォ 

 

ミモ 

 

データロジ

ック 

 

ビューソニッ

ク 

 
LED ライト 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

リブート 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スクリーンショット 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ビデオプレーヤー 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

デバイス情報 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

NFC/RFID 認証 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

スキャナー読み取り 🟢 🟢 % 🟢 % 🟢 % 🟢 🟢 % 🟢 

GPIO 制御 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

司令官後 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

ソフトウェア/APKの

アップグレード 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

FWアップグレード 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

HW メトリクス 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 

没入モード 🟢 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 = 🟢 

メンテナンスMOD

です 

🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢+ 

アプリストア対応 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 🟢 
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例: 

 

🟢 -OK – 機能はサポートされています 

🔴 -いいえ – ベンダーAPIは機能を可能にしますが、Tigerによって実装されていません。 

🟢 -該当しない -該当しない – 操作を実行するための APIや権限がありません。  

* - SW/APKのアップグレードはトリガー可能ですが、画面上の承認が必要です 

- - アプリストアを通じてシームレスなソフトウェア/APKアップグレードが利用可能です  

^ - ハードウェアサプライヤーは Tigermeeting とは独立してアップグレードを配信しています。 

+ - 再起動後に AppStartを使って再生操作を一時停止してください 

~ - 代わりにフィリップスのより優れた CMND技術を使うこと。詳細は https://cmnd.io 

= - 画面ピンの使用 (デバイスマニュアルを読んでください)  

「 」– ポゴ周辺アクセサリー 

%- 標準の USBスキャナーに加えて、内蔵の QR コードスキャナーもサポートしています 

 

互換性マトリックスの注意事項: 

 

• 表番号 1、2、3...はあくまで参照用であり、優先順位やグループ分け、特定の順序

はありません。 

• その他(その他)欄は、その他の任意の Androidデバイスすべてを表しています。つ

まり、どんな Android タブレットや携帯電話でも、それらの機能が動作することを期

待できるということです。これらは会議室管理用に明確に設計・製造されていない汎

用デバイスです(例えば Sony、Asus、Xiaomi、Lenovo、Tecno、Oppo、Vivo、Itel

など)。 

• その他グループには、Tigermeetingがまだ完全なハードウェア統合を完了してい

ない優れたデジタルサイネージメーカーのデバイス(Kramer、Black Box、Yealink

、Crestron、Harman、Neat、Ciscoなど)も含まれます。 

•  アプリストアのサポート とは、Google Play、Amazon Appstore、HUAWEI 

AppGallery、SAMSUNG Galaxy Store、Xiaomi GetApp / Mi App Mall、VIVO 

V-Appstore、OPPO Store、Transsion Palmstore、Aptoide、ONE Storeなどの

Androidアプリストアのデフォルトまたはオプションの利用可能を指します 

 

注: 

もし優れたハードウェアや、Tigermeetingがまだ対応していない魅力的な機能を備えた優

れた画面を持っているなら、  

ぜひご連絡ください。私たちは喜んで統合し、TigerMeetingアプリにデバイスのアイコンを

追加します 

 

統合はおそらく簡単です。Tigermeeting Android APKは非常にモジュール化され、丁寧

に構築・設計されており、優れたソフトウェアアーキテクチャパターンを採用しています。 
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さらに、以前のメーカーの統合で蓄積された経験と技術的知識も言うまでもありません。  

 

例えば、Tiger APK は Rockchipおよび ShiMetaの幅広いチップセットをフルサポートし

、zigbee_reset、シリアルポート、jnielc、Yuxian API、adwdev socket、sysfs、lztech、

Milesight などの最も一般的な LED コントローラーをサポートしています。そしてオン/オフ

、3色、7色、フル RGB カラースキーマをサポートする多くの独自 API も含まれます。  

 

正確な数値で、Tigermeetingアプリケーションは以下をサポートしています: 

 

• 21種類の異なる Android API(バージョン 16から 37) 

• 17種類の異なるハードウェアベンダーAPI 

• 16種類の統合 SDKが登場します 

• 12種類の LED コントローラー 

• 10 NFC/RFID 技術 

• 4 ハードウェアアーキテクチャ 

• 9種類の異なる GPIO API 

• 8種類の異なるチップセット 

• 8つの QR コード/バーコードスキャナーブランド 

 

...そして数え続けている。 

 

近岸、オフショア、極東ブランドおよび OEM メーカーとの戦略的提携により、グローバルな

規模で品質、機敏さ、イノベーションを提供しています。  

 

もっと多くの会議室、オフィス、学校の廊下を一緒に輝かせましょう。 

お客様に伝えましょう:統合はシームスです。 
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GDPR 声明 
 

Tigermeeting製品は独自のハイウォーターマーク分散データベース技術を採用しているため、

情報や構成自体はローカルネットワークインフラ内の画面デバイス間のみに分散されます。 

オンプレミス、中央、外部のデータストアは不要なので、存在しません。 

 

予約および概要画面 
 

- カレンダー操作 - 画面上の予約や予約・概要画面でのカレンダーイベント表示などは、オンラ

インカレンダーサプライヤー(Microsoftや Googleなど)間で表示目的のみを目的とした APIベ

ースのリクエスト/レスポンス操作です。個人情報はデバイス上に保存されたり、他の場所へ転

送されたりしません。 
 

管理アプリ 
 

• Tigermeeting管理者アプリ自体は、管理者がネットワークにログインした瞬間に分散データ

ベースの一部となり、管理者のコンピュータには情報が保存されません。 

• しかし、管理者ユーザーのログイン情報や顧客のライセンス情報は、Tigermeeting クラウド(

ライセンスサーバーと呼びます)に高セキュリティ暗号アルゴリズムを用いたハッシュ形式で

保存されています。これは管理者認証に使用されます。 

• もし顧客がそうした場合、Tigermeeting クラウドは顧客のネットワークバックアップ(インフラ

設定のスナップショットを暗号化形式で保存し、ネットワーク復元機能に使う)を保存できます

。 
 

分析 
 

• 顧客が希望する場合、Tigermeeting Cloudは会議室の分析ページの下に匿名で収集され

た会議室利用情報を保存するために使われます。これにより、会議室利用統計、予約傾向、

企業の予約行動が会議室利用率向上に役立つ有用な情報やハードウェアの健康状態を可

視化します。 

• イベントは匿名で、ある意味でデバイスのMACアドレスや Android IDに紐づいています。 

• イベントは、分析/イベントログ機能がオンになり、デバイスがイベント中に稼働している間に

Tigermeetingアプリケーションから送信されます。詳細については、Adminアプリのドキュメン

トおよび各 Analyticsページ下部にある Analytics免責事項をお読みください。 

 

 

ウェブクッキー 
 

- Tigermeetingは個人情報を含むクッキーを使用しません - 詳細は 
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https://tigermeeting.app/cookie-policy をご覧ください 

 

明示的な要望に応じて、蓄積されたすべてのイベントログやその他の顧客データを提示・配信ま

たは永久削除を要求できます。 

 

詳細については、GDPR、CCPA、PIPEDA、CDR、LGPD、POPIの規則に準拠した

Tigermeetingプライバシーポリシー(https://tigermeeting.app/privacy-policy)をご覧くださ

い。 

 

 

 
 

TigerMeetingはオンプレミスアーキテクチャにより、以下のようなデータおよび情報システムの全国的

な自律性要件を自然に満たします。 

 

• 中国のサイバーセキュリティ法およびデータセキュリティ法は、国家の安全と自治を維持するために

、特定の種類のデータを国内で保存・処理することを義務付けています 

• インドのデジタル個人データ保護法案は、データのローカライゼーションに関する規定を含み、重要

なデータが国内に留まることを確実にすることを目的としています。 

• ロシアの個人データに関する連邦法(FZ-152)は、ロシア市民のすべての個人データを、まずロシア

連邦内に物理的に所在するデータベースに収集・保存することを明示しています。 

• ベトナムのサイバーセキュリティ法およびその施行令(例えば法令 53号)は、特定分野(例:ソーシャ

ルメディア、電子商取引、オンライン決済)における国内外企業に対し、一定期間特定のユーザーデ

ータをベトナム国内に保管することを義務付けています。 

• インドネシアの政府規制(GR71など)では、「パブリックスコープ」電子システムの運用者はインドネ

シア国内にデータセンターと災害復旧センターを設置しなければならず、事実上ローカルデータ保存

が義務付けられています。 

 

サイバーセキュリティコンプライアンス 
 

Tigermeeting ABでは、セキュリティ、プライバシー、運用の安定性が会議室管理ソフトウェアの基盤と

なっています。 

 

現代の欧州連合サイバーセキュリティ基準に備え、包括的なサイバーセキュリティとコンプライアンス文

書を公開しました。 

 

この文書には、公式の EU適合宣言、ネットワーク管理者向けの必須セキュリティ指示、製品サポート
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ライフサイクル(エンド)保証、そして EUサイバーレジリエンス法(CRA)および一般データ保護規則

(GDPR)に基づき求められる調整脆弱性開示ポリシーが含まれています。 

 
当社の完全なコンプライアンス文書およびガイドラインは、サイバーセキュリティコンプライアンス文書で

ご覧いただけます:https://tigermeeting.app/compliance 
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DEMOライセンスをお願いしましょう 
 

DEMO ライセンスは、期間限定の有効期間を持つ完全な機能的な本番ライセンスです。 

DEMO ライセンス申請中や DEMO ライセンスの期限切れ後、支払いや義務は一切ありませ

ん。 

潜在的な顧客が自分の環境で TigerMeeting ソリューションの性能を自分の機器でテストで

きるようにする狙いです。 

DEMO ライセンスの有効期限が切れると、画面はオンラインカレンダーの使用をやめ、最初

の DEMOモードに戻るだけで、顧客の環境に害や変化をもたらすことはありません。 

 

顧客は評価期間中または DEMO ライセンスの期限切れ後、いつでも永続ライセンスを注文し

、Tigermeeting インフラストラクチャをフルパワーと機能で再び利用することができます。 

購入前に、Tigermeeting製品を自分の環境でテストできる無料のデモライセンスを 

https://tigermeeting.app/en/contact で申請してください。 

 

DEMO ライセンスは通常 30日間有効ですが、これは厳密な制限ではありません。評価にも

っと時間が必要な場合は、DEMO ライセンスの有効期限を簡単に延長できます。 

ライセンスの有効性および配布は、管理アプリ -> Analytics -> Company で確認できます。

分析レポート。 
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連絡先情報 
 

メール: info@tigermeeting.app 

ウェブ:https://tigermeeting.app/en/contact  

カスタマーサポート: support@tigermeeting.app 

 

詳細は管理アプリケーションの「About」メニューから入手できます。 

 

ソーシャルメディア 
製品ニュースや新発売のイベント更新を受け取りたい方は、ぜひソーシャルメディアでフォローしてくだ

さい。 

 

LinkedIn https://www.linkedin.com/company/tigermeeting/ 

Facebook https://www.facebook.com/tigermeeting/  

インスタグラム https://www.instagram.com/tigermeeting 

ブルースカイ https://bsky.app/profile/tigermeeting.bsky.social 

GitHub https://www.github.com/tigermeeting 

X(Twitter) https://x.com/tigermeeting  

YouTube https://youtube.com/@tigermeeting 

スレッド https://www.threads.net/@tigermeeting 

TikTok https://www.tiktok.com/@tigermeeting 

電報 https://t.me/tigermeeting 

Pinterest https://www.pinterest.com/tigermeetingroom/ 

WhatsApp 

https://www.whatsapp.com/channel/0029VanwIDn6LwHgKMtMF90S 

 

 

 

魏心 / WeChat 

 

 

 

 

 

mailto:info@tigermeeting.app
mailto:support@tigermeeting.app
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Tigermeeting(c)は Tigermeeting ABの商標であり、その他のすべての商標はそれぞれの会社が所有しています。  
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